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　ああ、飽あいたなあ。

　背筋を、ぐん、と伸ばすと、結い上げた漆しつ黒こくの長い髪がゆったりと撓たわむ。

　人の世を観みるのはもう飽いた。

　ほかにもっと愉たのしめる事じ物ぶつはないものか。

　このままでは退たい屈くつすぎて、何もかも壊してしまいたくなるではないか。

　くっきりとした形の大きな瞳は、瞬まばたきをするたびに違う彩いろどりを見せる。

　蒼あお。次は翠みどり。そして金へと。

　やがて傍かたわらの灯ひを映し、紅くれない色となった双そう眸ぼうが、笑みを浮かべた。

　千ち生お音ねの子。

　此こ度たびの御み子こは愉しませてくれるだろうか。

　初めての女子めのこ。白髪の御子。言こと霊だまの則のりを違たがえ、今この時、なにゆえ生を受けた？

　今は天地の狭間に微睡まどろむ、かの白き龍の女め神がみ、千生音と似ているだろうか？

　豊かに波打つ白い髪、叡えい智ちを秘めた潤うるんだ瞳、透すきとおり光を帯おびる肌はだ、麗うるわしい物腰、凜りんとした佇たたずまい。──その、力。

　千生音。千生音。

　聞こえるか？

　おまえの血を引く娘は、おまえの姿を、或あるいは力を、紛まごうことなく受け継いでいるか？

　見てみたい。現うつ世しよに降りた神の娘を。

　試してみたい。どれほどの力を持つのかを。

　我が内の奥深くに沈む、荒あらぶる魂たましいがゆっくりと浮かび上がってくる。

「……百さ々さ羅ら」

　震ふるえを孕はらんだ声が、そっと耳に忍び入る。だが目が合う寸前で、その者は慌あわてて顔を伏せた。

「なんだ？　千せん珠じゆ」

「和泉いずみ殿が参られました」

　刻こく限げんどおり。高たか遠とおは律りち義ぎなものだ。

「では宴うたげを始めるとするか」

　うっすらと口の端はに笑みを乗せ、我われはその場から立ち上がった。










[image: ]







　負ふの言こと霊だまの輪に繫つながれた獣けものは十二。

　鼠そ魂こん、牛ぎゆう鬼き、王おう虎こ、兎う執しつ、龍りゆう王おう、蛇じや巳み、妖よう馬ば、羊よう魄はく、猿えん鬼き、鳥ちよう冠かん、犬けん狐こ、猪い貪たん。

　神かみ形がた、獣けもの形がた、人ひと形がたを持ち、地に住む眷けん属ぞくの獣の内に入ることもある。また中には好んで人に憑つく獣もいる──。




　自室で書物の文字を夢中で追っていた花はな菜なの視界を、すう、と細い陽ひ射ざしが過よぎった。

　慌あわてて顔を上げて陽の位置を確認すると、もうずいぶん長く、自分が書物を耽たん読どくしていたことに気づく。

「ああ、いけない」

　花菜は文ふ机づくえの前から立ち上がると、慌あわただしく室へやから飛び出した。

　外に出るなり、ほとほとと暖かな陽光が肌はだに触れる。

　昼ひる餉げを終えてから今までずっと同じ姿勢で書物を読んでいたから、背中の辺りが少し強こわ張ばっている。

　上空を仰あおいだ花菜は伸びをしながら、緑の匂いを乗せた風を思いきり吸いこんだ。

　桜はすでに散り、千ち生お神かみ山やまは日の光にきらきらと輝く濃こい緑に覆おおわれている。

　皐さ月つきまであと十日ほどとなり、ごくたまに汗ばむほど暖かい日もあった。

　桜おう春しゆん祭さいを隠れ蓑みのにして、花菜を攫さらうためにやってきた京処みやこの者たちが帰ったのは、十日前のことだ。

　花菜は彼らが島を去った日、父の彪ひよう吾ごから、負の言霊の輪に繫がれた獣たちのことを記しるした書物を読むようにと言われた。

　先年の秋、初めて獣たちが襲おそってきた。

　何も知らずに育った花菜を救ってくれたのは、同じ『白髪の御み子こ』と呼ばれている、義父の榊さかき彪吾と、父が櫟あららぎと名をつけた、元『言霊の輪に繫がれた獣』である、虎とらの性しようを持つ王虎。そして義兄であり、王虎同様『言霊の輪に繫がれた獣』であった、龍を性に持つ龍王……榊匡きよう一いち郎ろうだった。

　神にとって、名を授かる行為は、とても深い意味を持つのだという。元神である龍王や王虎は、名を与えた者を受け入れることによって、己おのれの業ごうである輪から外はずれることができたのだ。

　花菜は父や兄たちの力を借りて、獣たちを撃退できたものだとばかり思っていた。

　獣たちはもう来ない、と。

　けれど違った。

　六む月つき後、再び獣はやってきた。

　襲撃は、終わりではなかったのだ。

　とすれば、残りの獣たちだって今後やってくるかもしれない。……否いな、かもしれない、ではなく、きっとやってくる。

　ならば相手がどんな形をしているのか、なんという名なのか、どんな力を持っているのか、花菜は知っておくべきだと思った。そしてそれは彪吾も同じだったようだ。

「比較的分かりやすい書物だ。獣たちのことが書かれてあるから読んでごらん」

　そう言って、数冊の書物を選んでくれたのだった。

「輪から外れたのは兄さま──『龍王』と『王虎』、それから『兎執』。まだ一度も神かみ結むすび島じまに来ていない獣は、『牛鬼』、『羊魄』、『猿鬼』、『犬狐』。……鳥冠は、最初にやってきた、空を飛んでいた獣かしら」

　匡一郎や彪吾たちの攻撃で受けた傷を癒いやすため、ほかの獣たちは恐らく再び眠りに就いているのだろう。

　いつ、どんなふうにやってくるのか。

　もしかしたら、今この場に来らい襲しゆうするかもしれないのだ。

　獣たちとの戦いはまだ終わっていない。

　どんな結末を迎えるのだろう。自分はその戦いで最後まで生き残れるのだろうか。

　怖い、と思う。

　兎執が高たか遠とおの身の内にいると知った時、花菜は愚おろかにもそのことを彪吾や匡一郎に告げなかった。もし兎執がいつも満月の夜の力を出せていたら、花菜はもう現うつ世しよにはいなかったかもしれない。

　けれど怖いと思う一方で、花菜は決して死なない、……死ねない、と強く思う。

　自分を連れて帰れなかった高遠と蘇す芳おう丸まるがどうなったのか気にかかるけれど、もう心を揺らしてはいけない。自分にとって何が一番大事なのか、譲ゆずれないものは何かを、しっかりと胸の内に掲かかげていなければ。

　だって。

　──わたしが命を失うことは、即すなわち兄さまの命をも奪うことになるのだから。

　花菜は十日前に聞いた、匡一郎の言葉を思い出す。

『おまえが死を迎える時、俺も一瞬の間も置かず、共に逝いこう』

　今でもくっきりと耳に残っている。思い出すたび、心が震ふるえる。

　自分だけの命ではない。自分を愛してくれる人の命でもあるのだ……。

　花菜がふと目を向けた先には、眩まばゆい青空を背に、白い洗い物がはたはたと風に舞っていた。

　朝のうちに済ませていた干し物は、暖かな日を浴びて、からりと乾いている。

　この日常を、ずっと繰り返してゆきたい。

　匡一郎と一緒に。

　花菜が洗い物に手を伸ばした──その時。

　一いち陣じんの風が、洗い物をふうわりと飛ばしてしまう。

「あっ」

　咄とつ嗟さに摑つかもうとしたが、わずかに遅かった。

　カラカラに乾いた白しろ小こ袖そでが、一気に上空へと舞う。

「いやだ、ちょっとっ」

　花菜は飛んでゆく白小袖を、慌てて追いかける。と、大きな木の枝に、それはひらりと引っかかった。

「ああ……」

　思いきり爪つま先さき立って手を伸ばしても、掠かすりもしないだろう位置だ。周囲を見回すが木の枝も落ちていないものだから、花菜はかくなるうえは、と上空を睨にらんだ。

「木登りなんて、どれくらいぶりかしら」

　子供の頃はよく手近な木に登っていたけれど、十五歳にもなってそんなことをしていたら、きっと笑われてしまう。

　──特に兄さまに見られたら、やれやれとため息をつかれるに違いないわ。

　花菜は小さく肩を竦すくめると、手の届く頑がん丈じような枝を摑んだ。

　そのまま勢いをつけて、まずは枝の上に乗った。そこから二度ほど上の枝まで進み、ようやく引っかかっていた小袖を手た繰ぐり寄せることができた。

　ほっと息をつくのも一瞬。

　社しや殿でんの方から、こちらに向けて歩いてくる人物が目に入って、花菜はあっ、と声をあげた。

「兄さま」

　その声が聞こえたわけではないのだろうが、兄──匡一郎の目が、花菜を捉とらえた。

「何をしている」

「洗い物が風に飛ばされて引っかかってしまったのです。今下りま……、ぁ、きゃ」

　手にした小袖が、再びの強風に煽あおられて花菜の視界を塞ふさいだ。慌てたのが悪かったのだろう、花菜は足を滑すべらせ、そのまま真まっ逆さかさまに落ちてしまう。

「──っ！」

　だがそこは身軽な花菜、宙で身を丸め、くるりと一回転して地面に下りようとした。が、その前に、匡一郎の腕がしっかりと花菜を抱き留めた。

「……ぁ」

「驚かせるな」

　ほっと息をつく匡一郎の声。花菜はぎこちなく匡一郎へと目を向けた。

「ご、ごめんなさい」

　首を竦めておずおず謝あやまると、匡一郎は軽く唇くちびるに笑みを乗せた。

「まあ俺の助けがなくとも無事着地しただろうが、お転てん婆ばは俺のいるところでしなさい。あんなところから受け身も取れずに落ちたら、軽い怪け我がでは済まないだろう」

「はい」

　確かに匡一郎の言うとおりだから、素直にうなずく。

「ありがとうございます。兄さまは大丈夫ですか？」

　二に丈じようはある高さから落ちた花菜を受け止めてくれたのだ。腕は大丈夫だろうかと俄にわかに心配になって問うと、

「羽は根ねのように軽いおまえを受け止めるくらい、なんでもない」

「羽根って……、それは言いすぎですよ、兄さま」

　いくら匡一郎が、龍王たる神であったとしても。

　きまり悪く身体をもぞもぞと動かしながら、下ろしてくれるよう促うながす。けれど匡一郎は花菜を離そうとしなかった。

「兄さま？」

「助けた礼が欲しいな」

「お礼……。ありがとうございます？」

　それは先せん刻こくも言ったが、と首を傾かしげつつもう一度告げると、匡一郎はにっこりと微笑ほほえんだ。

「な、なんですか」

「言葉ではなく態度で示しめしてくれたら嬉うれしいのだが」

「態度？」

　と、匡一郎はいきなり花菜の額ひたいに、自みずからのそれをこつんと触れ合わせてきた。

「に、兄さま」

　匡一郎は一度額を離すと、今度は頰ほおに頰を、続いて鼻先には鼻先で触れてくる。

　その仕草で、匡一郎が何を望んでいるのか気づいた花菜は、一気に首筋まで赤くなってしまう。

「は、……え、あの、……」

　胸の音が、耳についてうるさいくらい高たか鳴なる。

「礼はしてくれないのか？」

　いつでも見惚れてしまうほど端整な顔が、すぐ近くで笑みを浮かべている。

　──ものすごく愉たのしそう……。

　花菜が慌て、恥はずかしがっているのを知りながら、匡一郎はそれ以上決して近寄ってこない。

　花菜からおいで、と言っているのだ。

　自分から触れるなんてとんでもない。絶対に無理……！

　そんなふうに、心の中は羞しゆう恥ちやためらいで混乱しきっているのに、まるで何者かの力が働いているかのように、匡一郎に引き寄せられてゆく。

　花菜はぎゅっと目を閉じ、そして一瞬だけ匡一郎の唇に触れると、一気に顔を引き離した。

「……っ」

　仰け反るように離れた刹せつ那な、匡一郎は軽く目を瞠みはり……続いて声をあげて笑いだした。

「に、兄さま！」

　笑うなんてひどい、と両手を拳こぶしにして匡一郎のそこかしこを叩たたく。

「ああ、本当に可かわ愛いらしいな、おまえは」

「……ッ！」 

　匡一郎が望んだからしたのに、からかうなんてあんまりだ、と花菜は身を捩よじって地に足をつけた。

　匡一郎はやわらかな笑みを浮かべ、花菜の頰にちょい、と指で触れる。

「真っ赤だ」

　真っ赤にしたのは匡一郎ではないかと、ちらりと睨みつけると、優しい色を浮かべた双そう眸ぼうが、花菜を見下ろしていた。

「花菜」

「……はい？」

「これを持っていなさい」

「なんですか？」

　手を、と言われて、両りよう掌てのひらを上に差し出すと、澄すんだ冷たい感触のものが、ころん、と落とされる。

　花菜の掌の上に載るのは、黒い珠たま。

「これは……」

　一いつ寸すんに満たない、その小さな珠が、匡一郎が持つ黒い太た刀ちの柄つかにつけられていたものであると気づいた花菜は、戸と惑まどいながら兄を見上げる。

「相手の名をおまえに知らせたり、千ち生お音ねが降りてくる際に依より代しろとなる、御ご神しん体たいの白い珠とは違う。おまえ自身を守るものではないが、これは俺の一部だ」

「兄さまの、一部」

　匡一郎はうなずいた。

「おまえに持っていてもらいたい」

　最初冷たかった黒い珠は、花菜の体温に馴な染じみ、やわらかな光を発している。

　──兄さまの一部。

　花菜は心の内でもう一度呟つぶやき、そうして深くうなずいた。

「大切にします」

　そう言ってぎゅっと握りしめ、胸に押し当てた。

　この珠は匡一郎にとってきっととても大事なものなのだろう。それを花菜に与えてくれた。

　歓かん喜きが花菜の胸に押し寄せてくる。

　髪を撫なでる匡一郎の掌に、懐なつくように頭を押しつける。その時、淑しとやかな足音が聞こえてきた。

「匡一郎さま、花菜」

「……綾あや女め？」

　小さく手を振りながら近づいてくるのは、神結島で地じ頭とうを務める外と谷や家の息女、綾女だった。

「こんにちは」

　にこりと微笑む幼おさな馴な染じみを前に、花菜もまた慌てて挨あい拶さつを返す。

　最初の獣の襲しゆう撃げきの際、綾女は蛇巳に憑かれた。

　匡一郎への想いを蛇巳に利用されたのだ。

　綾女が匡一郎のことを好いていると知って以来、花菜はこの友人とどう付き合ってゆけばいいのか迷っていた。互いに、あからさまに避けているわけではないが、ふたりきりで長く話すことは、最近ほとんどない。

「花菜、今からお時間をいただいてもいいかしら？」

「え、これから？」

　まだ日は高いが、そろそろ夕ゆう餉げの支し度たくに取りかからなければならない刻限だ。

「ええ。実は父上が、先日のお詫わびをしたいと言っているの」

「お詫びって、なんの？」

　外谷に謝られなければならないことなどあっただろうかと首を傾げる花菜に、娘である綾女こそが悪いことをしたかのように、悲しげに目を伏せた。

「京処みやこからやってきた楽がく師したちが、あなたを攫おうとしていたことよ。父上は申し訳ないことをしたと気にしているの」

「そんなの、外谷さまのせいではないわ」

　外谷自身が島に引き入れたわけでもないのにと言うと、綾女はほっとしたように微笑んだ。

「そう言ってもらえて嬉しいわ。でもできたら、父上の詫びたいという思いを汲くんでもらえないかしら。実はね、京処みやこから反たん物ものをいただいたの。夏の単ひとえ用に母上が仕立てるから、丈たけを測はかりに来てって」

「それは……」

　花菜はちらりと匡一郎に目をやった。

「俺も共にゆこう」

　匡一郎がそう言うと、綾女は少し慌てたように歩み寄ってきた。

「あの、匡一郎さま」

　お耳を、と請こわれた匡一郎が首を傾げると、彼女はそっと唇を近づけ、花菜には聞こえない小さな声で、何やら囁ささやく。

　匡一郎と綾女が接近するさまを目の前で見せられると、胸が少しだけ騒ぐ。

　以前のように、強い痛みを感じることはない。それは匡一郎の心を知り、その想いを信じているからだ。とはいえ、信じていることともうちょっと離れてほしいなと願うのは、別の問題だった。ふたりが身を寄せるのを見るのは、やはり遠えん慮りよしたい。
















　綾女の言葉を受けて、匡一郎はわずかに目を瞠ったが、続いて分かったよとうなずいた。

「花菜、綾女殿と行ってきなさい」

「あ……はい」

「夕餉はお持ちいたします。今兄上が京処みやこから戻ってきているのです。たくさんのお土産みやげを持参いたしましたので、是ぜ非ひ匡一郎さまも神結さまもお召し上がりください」

　にこにこと微笑む綾女に、匡一郎は軽くうなずいた。




　百二十五段の階きざはしを下り、一の鳥居から真まっ直すぐ海まで延びる路みちを、久しぶりに綾女とふたり歩いた。──否、ふたりではない、後ろから猫姿の王虎がついてきている。

　島内においても、神結神社の境けい内だい以外の場所には、必ず匡一郎か彪吾、或いは王虎と共にありなさいと言われていた。

　とはいっても、今は猫姿の王虎がふたりの会話に入ってくることはもちろんなく、花菜はなかなか以前のように屈くつ託たくなく話すことができなかった。

「綾女、兄さまになんて言ったの？」

　そう問いかけたのは、沈ちん黙もくが少し辛つらかったからだ。わずかに緊張しながら口を開く。

「花菜とふたりでお話がしたいので、どうか遠慮してくださいませんか、と申し上げたの」

「わたしと、ふたり？」

　綾女はええ、とうなずいた。

「六月前のことなのだけれど、……わたし自分が何をしたのか、あまり覚えていないの」

「あ、ええ。ほかの島の人もそうだったわ」

　蛇巳に憑かれていた島人たちは、獣が去ったあと、自分たちが何をしたのかすっかり忘れ果てていた。

　だから多分、綾女も当時のことは記憶にないのだろうと、花菜も察していた。

「でもね、匡一郎さまに、妻にしてくださいと頼んだことは覚えているわ」

　綾女ははっきりとした口調でそう告げる。

　それは綾女の口から聞いていた。綾女は、一番は花菜でいいから、自分も妻にしてくれと匡一郎に望んだのだ、と言っていた。

　匡一郎は花菜の隣にいてくれる。それこそが答えなのだと分かっているけれど、ふたりの間で、その時どんな会話が交わされたのか、とても気になる。

　先刻匡一郎から手渡された黒い珠を握った掌に、じわりと汗を搔かく。

「でも断られてしまったわ」

　綾女は仕方ないという顔をして、ふと微笑んだ。

「綾女……」

「その時わたし、『匡一郎さまは、花菜でなければ駄目なのだ』って思い知ったの」

　綾女、と言いかけた声は、けれど息だけで音にはならなかった。

「少し時間がかかってしまったけれど、匡一郎さまのことを思い切ったら、ちゃんとあなたと話そうって思っていたの」

　にこ、と笑う綾女へ、花菜は言葉を詰まらせる。

　差し出された手に、おずおずと自分の手を重ねる。一度だけきゅっと握られて、すぐに手は離れた。

「わたし、あなたの白い髪がうらやましかったわ。匡一郎さまから特別に大事にされていたことも。とっても」

「わたしは綾女の黒い髪がうらやましかったけれど」

　悪いた戯ずらっぽい口調を真ま似ねて、花菜がそう返すと、あら、と綾女は目を丸くする。

　互いを見合って、すぐにふたりしてくすくすと笑い合った。

「花菜、何を握っているの。……まあ、黒い玉ね。珍しいわ」

「あ、ええ」

「そのように剝むき出しにしていて、落としたら大変ではないの」

　綾女は袂たもとから一寸程度の小さな袋状のものを取ると、花菜に差し出してきた。

　その袋からはふうわりといい匂いがする。

「匂におい袋ぶくろよ。花菜にあげるから、とりあえずこの中に入れておいた方がいいわ」

　確かに持ったままでは落としてしまうこともあるかもしれないと、花菜はありがたくいただいた。巾きん着ちやく袋の口を閉めて、帯おび留どめの輪に、しっかりと袋の紐を括くくりつける。

「ありがとう、綾女」

　わだかまりがなくなれば、外谷の屋敷までの道のりも愉しくなる。

　綾女もまた安あん堵どしたのだろう、常より少し早口で、京処みやこから戻ってきている兄のことを花菜に話して聞かせた。

「戻られたのはどなた？」

「尊たか平ひら兄上よ。兄上ったら、桜春祭の日にちを間違えて、五日遅れで来てしまったのよ。今日迎えの船が来て、京処みやこへ帰られるわ」

　綾女には兄が三人、弟がひとりいる。尊平は外谷家の次男で、年は十八だ。幼い頃より薬くす師しになることを目標にしていて、元服を終えたあとすぐに京処みやこ随ずい一いちの医い家かの下もとへ赴おもむき、修業に励はげんでいるのだという。

「反物も尊平兄上がくださったの。最近装しよう束ぞく師しの方と懇ねんごろになられたと仰おつしやっていて、その伝つてで宮廷の姫や女房たちに評判の、染めと柄を選んできてくださったのよ」

　公家の姫もかくやと言われている綾女は、衣や装飾品に関して詳しいし、少女らしく装よそおうことを好んでいる。

　普段は小袖に袴はかまという簡素な格好の花菜だが、やはり年頃の少女ゆえ、美しい衣を見れば心が浮き立つ。

「きっと花菜も気に入ると思うわ。とても綺麗な葵あおい色の……」

　不意にぷつりと綾女の言葉が途切れた。

　え？　と隣の綾女に目を向けた途端、友の身体がぐらりと揺れ、前のめりに倒れてゆく。

「綾女……!?」

　慌てて手を差し伸べた花菜は、けれど支えきれず、もろとも路に座りこんでしまう。

【千生音の娘】

　その、背後から呼ぶ声に聞き覚えがあった。

　咄とつ嗟さに振り返った花菜の目に、真しん紅くの双眸が映り……。次の瞬間、花菜の思考は真っ黒に塗ぬり潰つぶされた──。
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　ふ、と胸に一いつ閃せんの闇やみが触れたような気がして、匡きよう一いち郎ろうは静かに瞬まばたきをする。

「──花はな菜な？」

　社しや前ぜんを清めていた手を止める。すると、拝はい殿でんにいた彪ひよう吾ごもやってきた。

「父上」

「おまえも感じたか」

　互いの顔を見合わせると、どちらともなく参道を進み、二の鳥とり居いまで走った。

　と、猫姿の王おう虎こが、ふたりの目に入る。

　王虎は一気に百二十五段分の階きざはしを駆け上ってきたかと思うと、彪吾の胸に飛びこんできた。そして彪吾を見上げるなり、

「にゃ──っっ！」

　開口一番、耳に痛いほどの大きな鳴き声をあげた。

「櫟あららぎ、何を猫の真ま似ねを。喋しやべりなさい」

「にゃあ、にゃっ！」

「……櫟、なにゆえ人の言葉を使わぬ？」

　不審に首を傾かしげる彪吾の横で、匡一郎は王虎をじっと凝ぎよう視しした。

「──」

　王虎の眉み間けんを斜ななめに走る傷のちょうど中央に、米こめ粒つぶほどの大きさの、血のような真しん紅くの印しるしを見つけた瞬間、匡一郎は階を駆け下りた。

「匡一郎!?」

　彪吾の叫ぶ声を背に受けながら、ふわりと跳ぶ。あっという間に一の鳥居まで下りると、海へと続く真まっ直すぐな路みちを走る。

　夕闇迫る橙だいだい色の空気の中、匡一郎は細道の途中に倒れる綾あや女めの姿を見つけた。

「綾女殿！」

　その場には綾女しかおらず、花菜の姿はどこにもなかった。

　ぎり、と何かに縛いましめられるかのような、厭いやな痛みを胸に覚える。

　膝ひざをつき、綾女を抱き起こすが意識はなかった。息をしていることを確認すると、彼女の背に掌てのひらをあてがい、活かつを入れた。

「……んっ」

　小さな声をあげて覚かく醒せいした綾女は、己おのれの身に何が起こったのか理解できていないようだった。

「き、匡一郎さ……？」

「綾女殿、花菜は」

「え」

　綾女は我に返ると慌あわてて周りを見回す。もちろんそこに花菜の姿はなく、綾女はサッと顔を強こわ張ばらせた。

「あ、歩きながら花菜と話しておりました。ですが途中から、何も覚えておりませぬ……」

　綾女は縋すがるように匡一郎を見上げた。

「は、花菜は？」

　次第に青ざめてゆく綾女を見るなり、匡一郎はその場から立ち上がった。

　胸を締めつける厭な予感は、ますますひどくなってゆく。

　──この場で戦っていないということは、相手は獣けものではない、人だ。花菜をかどわかしたとなれば、その先は……。

　当然船を使うだろう。

　匡一郎は島唯一の湊みなとに向かって再び走った。

　水平線に陽の際きわが今にも触れそうだった。その、陽とは逆側に向かって、普通ではありえない速さで小さくなってゆく一いつ艘そうの船を、匡一郎の目は確かにとらえた。

　あれだ、と匡一郎は強い確信を持つ。

　船は陸から最も早はや、二に町ちようほども離れていた。人の目では、もうその姿は見えなくなりそうだ。

　湊に繫つながれている舟はどれも小さく、先をゆく船にはとても追いつけないだろう。

　匡一郎は走りながら即座に意を決する。

　──龍りゆうの性しようを解放する。

　よんどころない事情ゆえの変へん化げではなく、自ら龍の性を解放するのは久しぶりのことだった。

「匡一郎！」

　途中合流した彪吾が、匡一郎に並んで走る。

「龍形となります。父上は浜に！」

　叫ぶなり、匡一郎は意識を眉間に集中させた。

　身の内を流れる気が、ざわ、と静かに波打つ。それに反応して、指や髪といった体の先が淡あわく光を発する。

　全身が金色に包まれた瞬間、匡一郎は闇色の龍──龍王へと変化した。

　沈みかける夕陽を浴び、龍は滑すべるように空を泳ぐ。

　瞬またたく間に船の上までやってきた龍王は、黎くろく光る双そう眸ぼうを、ぎろりと下方へ向けた。

　ふ、と息を吹きかけるのは、船が向かおうとする少し先の波間だ。

　龍の息は、最初は小さな波を作り、やがて大波となって船首にぶつかった。

　花菜が乗船しているかもしれないのだから、もちろん転てん覆ぷくしないよう十分に加減したが、船は目もく論ろ見みどおり前へ進むことはできず、波に翻ほん弄ろうされて後退する。

　もう一度。

　船は波に揉まれ、さらに退いた。

　もどかしいやり方だが、これ以上の無茶はできない。前まえ肢あしで船を摑つかむこともできるが、鋭するどい爪つめが船板を貫く危険がある。

　千ち生お音ねの血を引いているとはいえ、花菜は人の子だ。そっと大事に扱わなければ、その身は脆もろくも壊れてしまう。

　人形となって船へ下りようか、或あるいは海に潜もぐり、下から船を持ち上げてしまおうか、と花菜にできるだけ影響を及ぼさない方法を考えながら、三度目の息を吹きかけた直後のことだ。船上に人の姿が現れ、上空に座す龍王へと右手を突き出した。

　翳かざした掌てのひらの上に──あかく、まるい、ひかり。

　そう認識した刹せつ那な、龍王の視界がぐにゃりと歪ゆがんだ。

【──!?】

　歪みは目を凝こらせば凝らすほどひどくなり、次第に鮮せん血けつのような紅くれないの色に染まってゆく。

　船も、波も、紅の闇の中に消えた、と思った瞬間、龍王はそれが何者かによる幻術であると悟さとった。

　まるで百足むかでのような肢あしを持った紅が、うねうねと龍王へと伸びてきた。紅は龍の身体に巻きつき、暗い海へと引きずりこもうとする。

【これは……！】

　幻術であると分かっているのに、紅の冷たい感触を、ゾッとするほど感じる。

　龍王は紅の肢を振り切ろうと身を捩よじった。だが動けば動くほどきつく締めつけてくる。

【こんなものに構ってはいられない！】

　花菜と別たれる。それは龍王──匡一郎には耐えがたいことだった。

　幻術を祓はらうべく、一気に力を高める。

　けれどその時、

【おやめなさいませ、龍王。そこで術を破ろうと力を放てば、船は微み塵じんとなりましょう。この船に乗る人間も、もちろん千生音の娘とて無事では済みませぬ】

　たおやかな女の声が、頭に響いた。

　その者の声が、過去に聞いたことのあるものだったために、龍王は晴れない視界の中、じっと目を凝らした。

【……貴様】

【千生音の娘はいただいて参ります。ゆめゆめ力の解放はなさりませんよう】

　静やかな声こわ音ねが、なお一層龍王の癇かんに障さわる。

【羊よう魄はく！】

　声の主──負ふの言こと霊だまの輪に繫つながれた獣の一匹の名を叫んだ。

　龍の怒りの咆ほう哮こうは、それだけで周囲に絶大な影響を及ぼす。紅い闇の外で、獣──羊魄が悲鳴をあげたのを感じた。だが次の瞬間、その気配がぷつりと途切れた。

　それは、羊魄が龍王には感知できないほど離れていってしまったということだ。……花菜と共に。

　龍王は我が身にかけられた術を祓うべく、力を放った。

　ようやく晴れた視界の中、やはり船はどこにもなかった。

【──花菜……！】

　龍の声は海を大きく揺るがす。

「匡一郎、落ち着きなさい！」

　浜にと言われても、彪吾もまた、ただ待っていることはできなかったようだ。龍王の下まで舟でやってきていた。

　彪吾の姿は、龍王の猛たけりきった感情を冷ます一いつ滴てきの涼りよう水すいとなった。けれどそれは一瞬のことだ。

　視界の中に花菜を乗せた船を見つけられなかった龍王は、そのまま空に身を泳がせた。

　だが。

　龍王の咆哮は大波を呼び、ゴゴゴゴ……、と海鳴りをたて、津波となって神かみ結むすび島じまへと押し寄せてゆく。

　彪吾を乗せた舟が、まるで水に浮かんだ木の葉のように大きく揺れた。

「匡一郎！」

　彪吾は再度落ち着きなさいと叫ぶ。

　龍王の起こした津波は、神結島の奥にまで押し寄せる。

　猛たけ々だけしい波は浜をごっそりと削けずり、退いて、さらに大きく打ち寄せてくる。

　波の動きに、彪吾の乗る舟は揺さぶられる。

　そして自らの背せ丈たけを超える波が襲おそいかかってきて……彪吾は海にぽぉん、と投げ出されてしまった。

　それを見て、龍王はハッと我に返った。

　彪吾の身体が波間に浮かんでは消える。そして海上に顔を覗のぞかせたと同時に再び波に襲われ、彪吾はそのまま、海の底へと沈んでしまった。

【父上！】

　龍王は海の中へと身を滑らせた。そして下へ下へ沈んでゆく彪吾の下方に向かうと、彪吾ごとゆっくり上昇する。

「……っ、か、……はっ」

　海上に出た途端、彪吾はひどく咳せき込んだが、意識はあるようだった。

　そのままぐったりしてしまった彪吾を、龍王は浜辺へと下ろそうとした。けれど神結島の湊は龍王の起こした大波にのみこまれ、適当な場所はなかった。

「……匡、一郎」

　背に乗せた彪吾が、掠かすれた声で名を呼ぶ。

「一度神結島に戻る。花菜を追いかけるとしたら、それからだ」

【それでは遅い。あれには獣が──羊魄が乗船していた。花菜をかどわかしたのは人ではない、負の言霊に繫がれた獣だ。花菜の身が危あやういのです！】

　身を捩るようにして花菜が消えた方角を睨にらんだ龍王だが、彪吾はあくまでも冷静だった。

「獣では船を用意できないし、必要もないだろう。そもそも獣ならばその場で花菜に危害を加えるはずだ。つまり生きたままの白髪の御み子こが必要、という人物と繫がっている可能性が高い。あの船が誰のものかを確認することこそが、花菜を捜す際の一番有効な手掛かりとなる」

　彪吾の言葉はもっともだった。だが感情が、是ぜとうなずけない。今すぐにでもこの場から飛び立ちたい。

「聞き分けなさい」

　焦しよう燥そうが胸を焼く。けれどこれから出立しても、花菜をすぐに見つけ出すことはできない。

　──船の主を確認したらすぐさま出い津ず雲もへ向かおう。

　匡一郎は即座に決意した。

　ここでこのまま彪吾と押し問答をしている刻ときすらも惜おしかった。

　龍王の力に弄もてあそばれた海も、次第に静けさを取り戻してゆく。

　彪吾を安全な場所に下ろすと、王虎が気が気ではなかったというふうに飛びついていた。

　全身びしょ濡れになりながら王虎を抱き留めた彪吾は、未だ上空に座する龍王を見上げた。

「匡一郎、下りてきなさい」

　彪吾の言葉に、龍王は一閃の光となって龍形から人形へと戻った。
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　紅くれないの闇、という言葉はきっと存在しない。

　闇は黒。それ以外の色ではありえない。

　けれど花はな菜なには、その紅がねっとりと粘ねばり気けを孕はらむ濃い闇のように感じられて仕方がなかった。

　視界すべてが紅くて、眼裏が痛い。目を閉じても紅が迫ってくる。自分の掌てのひらも、爪つま先さきも、身に着けている小こ袖そでと袴はかままで、すべてが紅色を帯びていた。

　──身体が重い。

　吸いこんだ息が、身体の内側から真紅に染まり、花菜を征服してゆくかのようで、息をすることすら怖い。

　怖い。

　四し肢しに紅の色が満ち満ちて、どんどん力を奪われてゆく。

　痛みはない。ただ、指先ひとつ動かせないほどの脱力感が、花菜を襲った。

『──あ、あ……』

　紅の闇に、沈む──。




　ぐらり、と自らの身体が傾かしいだ気がした花菜は、深い眠りの底から一気に覚醒した。

「あ……っ」

　だが目を開けても、花菜は己が今どこにいるのか、まったく分からなかった。

　ただそこが花菜の室へやではないことだけは確かだった。

　まず目に入ったのは天てん井じようだったのだが、

　──明あかり障しよう子じ。これ、み、御み帳ちよう台だい、の中ではないの？

　そっと視線を周囲に向かわせてみると、周囲には帳とばりが巡めぐらされており、四よ隅すみに黒くろ漆うるしの柱が立っている。

　高貴な身分の方々が休む場所として使う御帳台など、花菜は物語の中でしか知らない。

　神結島一番の分ぶ限げん者しやである外と谷や邸だって、こんな豪華な調度は設しつらえていないだろう。

「……ここは」

　すう、と血の気が引いてゆく。

　縋すがるように周囲を見回し、頭側に置かれた鏡の下に白い愛刀を見つけた花菜は、素早く手元に引き寄せた。

　自分が今どこにいるのか、花菜は懸けん命めいに考える。

　話している途中で綾あや女めがいきなり倒れて、支えようとそのまま座りこんでしまった。

【千ち生お音ねの娘】、と花菜を呼ぶ声がして、背後を振り返った。

　そこまで思い出した瞬間、花菜は刀を摑つかんだまま、御帳台の中から飛び出した。

「……！」

　明るい陽ひが射しこむ室は、とても広かった。

　視界の端に映った調度の品々もまた、花菜が見たこともないものばかりだ。

「よおく眠っていたな。待ちくたびれたぞ」

　不意に背後からかけられた朗ほがらかな声に、花菜は肩を聳そびやかした。

　勢いよく後ろを振り返ると、花鳥の描かれた屛びよう風ぶ前に置かれた茵しとねの上に、ふあぁ、と欠伸あくびをしている男子おのこの姿があった。

　年の頃は花菜と同じ、十五、六くらいだろうか。

　表は青、裏は紅こう梅ばいという重ねの狩かり衣ぎぬ姿だ。結い上げた黒髪は長く、ゆったりと肩にかかっており、胸元へと清流のようにやわらかなうねりを見せていた。

　まるで女子と見み紛まごうばかりの、どこか愛あい嬌きようのある瞳なのに、視線を向けられて、花菜はぞくりと背筋を震ふるわせた。

　──瞬まばたきをするたびに色が変わる……!?

　最初に見た時は黒だったのに、次は青、その次は緑と変化していくのだ。

　花菜は思わず一歩退いた。

　これまで感じたこともないほど、胸が強く早く鼓動を打つ。全身を震えが駆け巡った。

「ようこそ我が座所へ。千生音の娘──榊さかき花菜」

　花菜を見み据すえ、男子は大輪の花が綻ほころぶように、鮮あざやかに微笑ほほえんだ。

　すっくと立ち上がると、真まっ直すぐ花菜へと歩み寄る。

　花菜より五寸ほど背丈の高い男子は、不思議で恐ろしい色変わりの瞳で覗のぞきこんできた。

「ふむ。人の子にしてはなかなかに可かわ愛いらしいではないか。だがあまり千生音とは似ていないな。ちょっとがっかりだ」

　──白き龍の女め神がみ、千生音を知っている……！

　男子はすうと目を細め、息がかかるほどに近づいてくる。

「似ているのは髪の色くらいか？　だがなにゆえこのように短いのだ。みっともない。もっと伸ばせば、少しは千生音に似るであろうに」

　男子はさらりと花菜の白い髪を掬すくったかと思うと、力任せに引っ張った。

「ぃ、痛……っ！」

「伸びろ伸びろ。今すぐ伸びろ」

　歌うように節ふしをつけて軽やかにそう言いながら、男子は花菜の髪を引っ張り続ける。するとあろうことか、目の前で花菜の白い髪がするすると伸びはじめた！

　──髪が……!?

「いや……っ！」

　ぞっとして、花菜は思わず男子の手を振り払う。

　だが男子の手が離れた瞬間、髪が元のままだと気づいた。

　今のは目の錯さつ覚かくだろうか。否いな、違う。確かに髪が伸びたように見えた。

　震えが止まらない。

　間違いない。この者は、負ふの言こと霊だまに繫つながれた獣けものの一匹なのだ。

　獣に捕らえられてしまった。

　絶望に、目の前が暗くなる。

　たったひとりきり。しかもここがどこかも分からない。

　花菜に有利な条件が、何ひとつ見当たらない。

「怯おびえているのか？　震えておるぞ」

　花菜を覗きこむ大きな眼は、玩がん具ぐを与えられた童わらわのようにきらきらと輝き、唇は堪こらえきれない期待に、にい、と吊つり上がる。

　ぺろ、と赤い舌が唇くちびるを舐なめた。

　その獣じみた仕草は、端整な顔に似合わないはずなのに、奇妙にしっくりくる。

「ふふ、そのように怯えずともよい。すぐに取って喰くらうなど、つまらぬことをするつもりはないからな。まずは我われを愉たのしませておくれ」

　たっぷりと余裕を含んだその物言いに、花菜の胸に、むくむくと負けん気が湧わき上がってきた。

「……あなたの名はなんて言うの」

　決して相手から視線を逸らさず、花菜は低く問う。だが男子はわざとらしく大きく目を瞠みはると、続いて弾けるように笑いだした。

「あははははっ！　篆てん書しよの術を使う榊の家の、しかも白髪の御み子こに名を教えると思うか……！　そなたうつけか、それとも本気なのか。後者だとしたら、実に愉ゆ快かいであるな！」

「名を教えられないということは、あなたはわたしを恐れているということではないの」

　挑ちよう発はつに、男子は哄こう笑しようをぴたりと止めた。その印象が一瞬で変化し、冷ややかな眼まな差ざしを向けてくる。

「生意気な女子めのこだな。だがそんな安い挑発には乗らないよ」

　瞳はあくまでも冷たいまま、唇にだけ笑みが浮かんだ。

　──見えない刃やいばのようだわ……。

　花菜はじり、と背後に退く。

　懸命に息を整え、己の身体に気を行き渡らせる。竦すくんでいては、力を出しきれない。

　花菜は鞘さやから腰こし刀がたなを抜いた。

　男子は刃の輝きを前にしても、身構えるどころか、これ以上の好こう事じはないとばかりに爛らん々らんと目を光らせる。

　青から金へと色変わりする瞳に惑まどいかけ、けれど眉間に強く力を込めた。

「『牛ぎゆう鬼き』へと向かえ。──【斬】！」

　右手で小しよう篆てん文字を書いた刹せつ那な、花菜は刀を振り下ろした。──が、何も起こらない。

「残念、我は牛鬼ではないよ」

　一歩、二歩、と無造作に近づいてくる。獣に刀は通じない。花菜は勢いよく背後に跳んで再び距離を取ると、諦めず篆書の術を繰り出した。

「『猿えん鬼き』へと向かえ。──【烈炎】！」

「おっ……！」

　再び刀を振った、次の瞬間、花菜の指先から鋭い烈れつ風ぷうと真紅の炎が出現した……！

　小篆文字から生じた風と炎は刀に巻きつき、男子へと真っ直ぐに向かった。
















　──相手は『猿鬼』！

　名が特定したことと、篆書の術を出せたことで、わずかながら安あん堵どしたのも一瞬、男子──猿鬼は篆書の攻撃を、片方の掌ひとつで受け止め、無造作に払った。

「……っ！」

「名を当てられてしまったか。ちゃんと我らのことを学んでいたのだなあ、花菜」

　猿鬼に名を呼ばれると、ぞくぞくと背筋に厭いやな震えが走る。

　なにゆえか。

　──それはこれまで、わたしの名を呼んだ負の言霊の輪に繫がれた獣がいないからだわ。

　いつだって獣たちは、花菜を『千生音の子』と呼んでいた。それなのに猿鬼だけは、花菜の名をあえて呼ぶ。

　それが、花菜の心をざらりと擦こするのだ。

「では我も同じ戦い方をしてみようか。千生音の娘、榊花菜へとお行き。──【炎】」

　猿鬼は目にも留まらぬ速さで抜ばつ刀とうすると、左の指で素早く『炎』と書く。

　生じた炎は、花菜が出した炎とは比べものにならないほど大きく、また紅ぐ蓮れんの色をしていた。

　──大きい！

　あんな大きな炎に包まれたら、一瞬で絶命してしまう。

　猿鬼が抜いた太た刀ちは紅色をしている。業ごう火かの如ごとく禍まが々まがしい炎を巻きつかせ、力強く振り下ろされた……！

「……ああ！」

　恐ろしい勢いで飛んでくる炎の軌き跡せきを確認している暇ひまはなかった。花菜は刀が振り下ろされる直前に横に跳ぶと、母も屋やと廂ひさしを隔へだてる御み簾すへと突っこんだ。

　猿鬼が繰り出した炎は、御簾を一瞬で焼いた。

　花菜はずらりと並ぶ几き帳ちようの先の簀子すのこ縁べりまで出ると、邸やしきの外に飛び出した。

　走る花菜の頰ほおに涼すずやかな緑風が触れ、視界いっぱいに外の景色が飛びこんできた。

　広大な庭──。

　その、あまりの広さに言葉を失う。

　竦みそうになる足を叱しつ咤たし、花菜はひたすら走った。

　──やはりここは貴族の館……。

　後ろは怖くて振り返れなかった。

　今にも肩に手をかけられてしまうのではないかと、そんな恐ろしい想像を振り払うように、花菜はひたすら足を進めた。

　庭内にある大きな池に浮かぶ、いくつもの中島。そこにかかる橋の上を走りながら、花菜は懸命に出入り口を探す。

　ここが貴族の館ならば、西か東に門があるはずだ。だが見つからない。

　突き当たりの築つい地じ塀べいはよく手入れされているようで、どこにも穴や崩れている個所は見当たらなかった。

　戸惑っている暇はない。ままよ、とばかりに塀を飛び越えることに決めた。

　だが築つい垣がきに指先が触れた刹那、突然出現した真紅の炎に、花菜の全身が包まれた。

「な。あ、あ……ああああ──っ！」

　最初に感じたのは驚きよう愕がく、そしてこれまで経験したことのない、凶きよう猛もうな熱さ。

　熱い、熱い……！

　あまりの熱さに喉のどが干ひ上あがる。目の前が真っ赤に染まった。

　熱さはたちまち痛みへと変化してゆく。

　全身を駆け巡る痛みは、花菜に絶望を与えた。

　──死ぬの、わたし……？　兄さまも、父上もいない、どことも分からない地で、命を終わらせるの？

　身体を焼く灼しやく熱ねつとは裏腹に、絶望に心がシンと冷たくなる。

　髪を、肌を焼く厭な臭い。転げ回りたいほどの、激烈な痛み。

　涙が溢あふれ、けれど雫しずくは瞳から零こぼれ出たと同時に炎に曝さらされて即座に乾く。

　双そう眸ぼうにはもう何も映らない。声も、涙も、花菜の内側からは何も出てこない。

　榊花菜という人間が、その心が、現うつつから消える瞬間が、もう目前まで迫ってきている。

　──兄さま、……匡きよう一いち郎ろうさま。

　心から愛する者の名を呼んだ声は、音になっただろうか。

　花菜は朦もう朧ろうとしながら、匡一郎から渡された黒い珠たまを、袋越しにきゅっと握りしめた。

「……さ、ま」

　すると、どうしたことだろう。肌を焼く炎の熱が、わずかに遠のいた気がした。

　なおも黒い珠を縋るよすがとして握る。──と、次の瞬間、サァッと清流が花菜の身を包みこんだ。

「あ、あぁ……」

　炎に焼かれた身体が水の流れに曝され、指先から髪の一本一本に至るまで、癒いやされ、清められてゆく。

　だが、花菜の意識はそこで途切れかけた。

「水神の加護か。さて守ったのは千生音かそれとも……。おや、驚いた。よく来られたね」

　猿鬼の呟く声が耳に入ったけれど、花菜はそれに何事か返すことも、疑問を持つこともできなかった。

「──御子」

　くずおれた身体が、力強い腕の主に抱き留められる。その相手を確かめることもできずに、花菜の意識はゆっくりと闇の中へ滑すべり落ちてゆこうとしていた。










[image: ]







　刻ときは少し前に遡さかのぼる。

　花はな菜ながかどわかされてから、約一刻が過ぎた頃のことだ。

　匡きよう一いち郎ろうと彪ひよう吾ご、未いまだ猫姿の王おう虎こが、出い津ず雲もの湊みなとへ到着した。

　神かみ結むすび島じまを出る前に、地じ頭とうの外と谷や宗そう州しゆうに船主を問うたのだが、彼もまたひどく困惑していた。

　外谷の息子、尊たか平ひらが島にやってくる際に使われた船なのだ。もし息子がこの件に絡からんでいるとしたら、と心配になったのだろう。

　尊平もまた件くだんの船に乗って、出津雲の湊を経由して京処みやこに戻ったという。

　船は、五日に一度程度神結島にやってくる定期船だった。

　持ち主は出津雲に住む廻かい船せん業者だ。

　匡一郎はその出津雲の船主の名と尊平の京処みやこでの住すみ処かを聞くと、外谷の家を飛び出しかけた。

「そなたらだけで行くのは危険だ。供を用意するから連れていってくれ」

　外谷の言葉を、匡一郎は振り返ることなく必要ないと低く断じた。

「気持ちだけいただく。外谷、留守を頼むよ」

　彪吾もまたそう言い添えると外に出た。

「では彪吾、せめて着替えとこれを」

　慌あわてて追いかけてくると、外谷が平ひら包づつみにした荷物と笠かさを差し出してくる。

　神しん職しよく装しよう束ぞくでは何かと目立つと慮おもんぱかってくれただろう、狩かり衣ぎぬ一揃えだった。そして平包みの荷は、旅に必要な物だと外谷は言った。

　礼を言って外に出るなり、匡一郎は苛いら立だった声で告げた。

「先に行きます。父上はあとからいらしてください」

「龍りゆう形がたを取るのか」

「もちろんです。人目など気にしていられません」

「ではおまえの背に乗せてもらおう」

　匡一郎はひどく厭いやそうな顔をしたが、小さくため息をついてうなずいた。

　外は漆しつ黒こくの夜に席せつ巻けんされている。龍王は闇やみに紛まぎれ、出津雲の湊へ到着した。

「匡一郎、あれを」

　人形に戻った匡一郎へ、神職装束から狩衣に着替えた彪吾が一いつ艘そうの船を指し示す。その船体には、まるで雷かみなりに打たれたような無残な亀き裂れつがあった。

　花菜をかどわかした者が乗った船に違いない。龍王が羊よう魄はくの名を叫んだ時に、獣けものだけでなく船もが傷ついたのだろう。

　湊には出歩く者がひとりもおらず、ただ波の音だけが繰り返し耳を打つ。

　海うみ辺べには、漁りよう師したちの住む小屋が立ち並んでいた。

「では、まずは情報を集めよう」

　彪吾は小屋に向けて歩みはじめた。その彪吾の歩調にぴたりと合わせ、王虎もついてくる。

「匡一郎、櫟あららぎは呪しゆをかけられたのだろうか」

　王虎は今、言葉も話せない、人ひと形がたも獣形も取れない状態だ。

　彪吾にひっそりと問われた匡一郎は、軽くうなずいた。

「眉み間けんにある、血のような赤いものが呪の印しるしです」

「篆てん書しよの術とは違うものだね。この赤い印を取れば、呪は無とはならぬのか？」

「無理やり取るのは勧めません。赤い呪はこいつの頭の中に根を張っている状態だ。力任せに取ったらどうなるか俺も分からない」

「つまり呪をかけた者でないと解けないというわけだね」

　だが彪吾のその言葉に、匡一郎は軽く首を振る。

「呪をかけられた側の力が勝っていれば、自力で解くこともできましょう」

「未だに話せないということは、王虎より力の勝る者の仕し業わざということか」

　ナァゥ、と鳴く王虎の声は、面目ないと言っているようだ。

　だが、と匡一郎はふと首を傾かしげる。

「いかがした？」

「……船に乗っていたのは、羊魄に間違いない。けれどその羊魄の力がこいつより勝っているはずがありません」

　──まがりなりにも王虎は身体を集め終え、負ふの言こと霊だまの輪から外はずれている。まだすべての身体を揃えていない羊魄が、王虎以上の力を持っているわけがない。

　匡一郎が知る限り、羊魄は十二神の中でも脆ぜい弱じやくな方に入る。いつだってほかの獣たちの後ろにひっそり隠れているような印象しか、匡一郎は持っていなかった。

　そう口にしかけた時、王虎がいきなり彪吾の前に進み入ると、低く唸うなり声をあげた。

「……櫟？」

　問いかけた彪吾だったが、すぐに奇妙な感覚を覚え、匡一郎と共に足を止める。

　シンと静まり返っていた湊のそこかしこから、ひとり、またひとりと声もなく男たちが近づいてきたのだ。

　灯あかりの乏とぼしい場所だから、最初はよく分からなかった。だがすぐさま匡一郎は腰に佩はいた太た刀ちを抜いた。

「……面倒な」

　匡一郎はふとため息をついた。

　羊魄は、龍王……匡一郎が追ってくることを警戒したのだろう。湊界かい隈わいに住む漁師や水か夫こたちに呪を施していったようだ。

　自らの意思ではなく、ぎこちない足取りでやってくる者たちの数は、十じつ指しに余る。

「匡一郎、殺せつ生しようはいけないよ」

「本当に面倒ですね」

　そう言いつつも、匡一郎は刀を返した。

　漁師たちは腰こし刀がたなや漁具を手にしていた。──と、ぎこちない足取りが一転、いきなり凄すさまじい速さで互いの距離を詰めてきた。

　鈍にぶい光を放つ、赤い双そう眸ぼう。

「アアアアァァァァ──ッ！」

　奇き声せいを発しながら、男のひとりが刀を振り上げた。

　キィン！

　匡一郎は一度、まともにその刀を受けた。

　呪を施されているからか、通常ならば出せないであろう強ごう力りきだ。ギリギリと迫る、生気を失った男の目をしかと見み据すえ、匡一郎は受けた刀を右側へと流した。

「──っ！」

　相手が再度上段に構えるその隙すきに匡一郎はわずかに腰を沈める。そしてがら空あきになっている男の足へと打ちつけた。

　もちろん刀の峰なので、脚が斬り落とされることはない。だが強い打撃に、男はたまらず前のめりに倒れかかった。痛みに呻うめく男の、露あらわになった首筋に、匡一郎は容よう赦しやなく太刀を打ちこんだ。

　声もなく倒れ伏した男をもう見ることはなく、匡一郎は次々にかかってくる者たちを倒してゆく。

　こんなところで刻を無む駄だにしているわけにはいかないのに。

　胸の内にじわじわと焦しよう燥そうが迫せまり来る。

　だが焦りとは裏腹に、匡一郎は向かってくる男たちを冷静に、そして確実に倒していった。

　匡一郎は父の方へと目を向けた。

　もちろん彪吾が下へ手たを打つことなど考えもしない。

　彪吾もまた相手を片付け終えると、やれやれと首を振った。

「わたしとしたことが、御ご神しん体たいを持ってくるべきだったな」

　相手の名が分からない限り、篆てん書しよの術は使えない。

　彪吾は剣の使い手でもあるが、篆書の術を使えないことはもどかしいのだろう。

「戻りませんよ」

　当然のことながらそう告げると、当たり前だと返された。

「この辺りのすべての者を術にかけるほど余裕はなかったはずだ。まともな者を探し、花菜のことを訊たずねよう。もし分からなければ……」

「京処みやこですね」

　外谷の息子、尊平のもとへ赴おもむく。

　尊平は無関係であるとしても、同乗していた者の名などを知っているかもしれない。

　言外にそう告げた匡一郎に、彪吾もまたうなずいた。

「京処みやこか。十日前に花菜をかどわかそうとやってきた楽がく人にんは、賀か茂も家け縁ゆかりの者たちであったな」

　もちろんそれは、匡一郎の頭にもあった。

　とはいえ、一度失敗している賀茂家が、こんな短期間に再びやってくるとは考えにくかった。

　和泉いずみ高たか遠とお含め楽人らは、京処みやこに帰着したばかりだろう。その後すぐに、次の手を打ったというのか。

　まるで高遠らが失敗することを見越して、すでに次の手段を考えていたような手て際ぎわのよさではないか。

　──花菜。

　匡一郎にとって、ただひとりの存在。特別な娘。

　──相手が何者であろうと、必ず捜し出す。

　自らが授けた黒い珠が、花菜の身を守ってくれるよう願うことしかできない。そんな己がもどかしく、焦燥は今にも噴出しそうだ。

「ゆこう」

　彪吾の声を受けて、匡一郎は歩を進めた。
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　干ひ上あがった喉のどから、細い息が零こぼれる。

　意識を失いかけながらも、花はな菜なの耳はぼんやりと声を聞き取っていた。

「千せん珠じゆに見張らせていたというのに、あれはまったく役立たずだな。あとで仕置きをせねば」

　やれやれといったふうの声の主は、猿えん鬼きだ。

「さて、花菜を渡してもらおうか？」

「それは応じかねます」

　抑よく揚ようのない平へい淡たんな声。その声を、花菜はもちろん覚えていた。

　──高たか遠とお、殿……。

「応じかねるのかあ。そうしたら高遠、おまえの命をいただくことになるがそれでいいかい？」

「それにも応じかねます」

　命の危険が迫っているというのに、高遠の声はそれでも抑揚に乏とぼしかった。だが同時に花菜は、逞たくましい腕にぎゅっと強く抱きしめられる。

　──高遠殿の、腕……？

「……」

　そっとあえかな吐息が唇くちびるから零こぼれる。

「花菜の命も己の命も捨てられないなんて、ずいぶん強ごう欲よくだね、高遠は。じゃあおまえの小姓を嬲なぶり殺しにしてやろうか。おまえと繫つながっている脆ぜい弱じやくな兎う執しつにも、死ぬほどの痛苦を与えてやろう」

　顔は見えない。けれど猿鬼はいかにも愉たのしげに高遠に迫っているようだ。声が、さらに近づいてきた。

　ぐっ、とさらに花菜を抱く腕に力が込められる。

「おまえの腕は今、花菜しか守れない。それ以上のものを守ろうとすれば、すべてを失うことになるよ。さあ選べ。どの命を選ぶ？　どの命を捨てる？」

「……」

　高遠はしばし黙だまりこんだ。と、抱きしめる腕から力が抜け、花菜の身はそっと横たえられる。

「選ばねばなりませんか」

「うん」

「では俺の命を」

「己の命を選ぶ、ということか」

「いえ。俺の命を捨てます」

「──」

　す、と猿鬼は押し黙った。

　花菜はといえば、あっさりと高遠がそんなことを言いだしたことに、猛もう烈れつな焦あせりを覚える。

　──高遠殿、何を……！

　立ち上がりたい。立ち上がらなければ。

　厭いやな汗を搔かくほど焦しよう燥そうが募つのるのに、全身にまったく力が入らない。

「もともと俺が質となったために御み子こは攫さらわれた。蘇す芳おう丸まると夜や叉しや丸まるに咎とがはない。もちろん御子にも。百さ々さ羅らさま、貴方あなたがいずれかの命を欲するというのならば、まずは俺の命で贖あがなうべきでしょう」

　──思い出したわ。あの声……【千ち生お音ねの娘】と呼んだのは、兎執だった。

　蘇芳丸に憑ついた兎執の赤い目を見た瞬間に、頭の中が真っ黒に塗ぬり潰つぶされたのだ。

　高遠の言葉から察するに、まず彼が猿鬼の質となった。猿鬼は蘇芳丸と兎執に、花菜を攫ってこいと命じたのだ。

　そして今は、蘇芳丸と兎執が猿鬼の手の内にある。

　先日の桜おう春しゆん祭さいの折、何度か高遠と話したが、その時花菜は彼がとても公正な資質の主であると思った。それでもまさか、高遠が自らの命をそんなに簡単になげうつなんて、花菜には信じられなかった。

　だが……否いな。高遠はそういう人物だ。だから高遠にとって、今の言葉は噓うそ偽いつわりのない、掛け値なしの本音なのだろう。

「ふっ。まことおまえは脅おどし甲が斐いのない奴よ。だがあまりにも平然としていると、余計にその超然とした表情に、驚きよう愕がくや恐怖、絶望を浮かべさせたくなるぞ」

　ザッと荒い足音をさせて、猿鬼が近づいてきた。かと思うと、何かを蹴けったような音がする。同時に低く呻うめく高遠の声が。

「……つ、ぅっ」

　蹴り上げる音が、二度三度と続く。その音を聞くたびに花菜は焦しよう慮りよを募らせる。

「さてどんなふうに命を奪ってやろうか。簡単には死なせないよ。たっぷり苦しんでもらうからね」

　──高遠殿……！

　今の花菜には、瞬まばたきひとつすることすら難しい。

　動いて、動きなさい、と自らを叱しつ咤たする。

　ぴくり、と指先が震えた。その指を、焦じれったいほどゆっくり動かす。ある場所へと。

　先刻花菜を業ごう火かから救ってくれた匡きよう一いち郎ろうの黒い珠たまに、指先が触れる。

　──どうか！

　今持てるすべての力で、花菜は黒い珠を握りしめた。

　すると、黒い珠を握った手から手首へ、さらには腕へと、少しずつ力が伝ってゆくような気がした。

　それはまるで、滾こん々こんと湧わき出いでる泉のように、花菜の隅々にまで行き渡る。

　花菜はぎこちなく双そう眸ぼうを開いた。

　歪ゆがんだ世界。だが一度瞬きをすると、しっかりと視界が晴れた。

「……」

　猿鬼に蹴られ、泥まみれになって転がる高遠と、目と目が合う。

「……む？」

　今まさに高遠を踏みつけようとした、浅あさ沓ぐつを履はいた猿鬼の足が、ぴたりと空で止まった。

「目覚めたか、花菜」

　猿鬼はにっこり笑うと、花菜へ向けて手を伸ばしてきた。今にも指先が触れかけたその時、突然花菜の周囲に、水の壁が立ち塞ふさがった。

「──っ!?」

　猿鬼は身軽に背後に跳び、花菜から距離を取る。だが水の壁は形を崩くずすと、まるで矢のように猿鬼に向けて鋭く飛んだ。

「おお、すごいな花菜。そなたまこと水神に守られておるのだなあ！」

　水の矢は猿鬼を容赦なく襲う。だが手強い相手を得たことが嬉うれしくてたまらないというかのように、猿鬼は声をあげて笑った。

　──水神、水の守護。……兄さま？

　黒い珠は、おまえの身を守るものではない、と匡一郎は言っていた。

　──噓つきね、兄さま。

　胸がぎゅっと切なくなる。だが泣いている暇はない。花菜はよろめきながら立ち上がると、高遠へ目を向けた。

「高遠殿。助けていただき、ありがとうございます」

　礼を言ったが、けれど、と続ける。

「命を捨てるなんて、簡単に仰おつしやらないでください。貴方の命は、貴方だけのものではないはずです」

「……御子」

「兎執が怒るに違いありません。貴方が、自分が身の内にいない間に命を終えようとしたなどと知ったら。蘇芳丸殿だって」

　立てますか、と問う。すると高遠はうなずき、立ち上がった。

　猿鬼に蹴られたのだろう、頰ほおが赤く腫はれていて痛々しい。

「高遠殿、龍りゆう笛てきはいかがされました」

　高遠の笛があれば、一時ではあるが猿鬼の動きを止めることができるのではないか。

　だが、

「質にと奪われた」

　高遠は短く返す。

　それでは、猿鬼と戦うには篆てん書しよの術しかないということだ。

　花菜は近くに落ちていた愛刀を拾う。伸ばした指に火傷やけどの痕あとはなく、花菜は先刻火に巻まかれたのは幻影であることを知った。

　──猿鬼は幻げん術じゆつ遣いなのだわ。

　自分の髪が伸びたように見えたのも同様だろう。

　水の盾たてに守られながら、花菜は未だ力が満たない足を踏ん張って、刀を構えた。

　水の矢はといえば、絶え間なく猿鬼を追ってゆく。だが素早い動きをする猿鬼は、広い庭を縦じゆう横おう無む尽じんに走り回った。

　花菜は右指で小しよう篆てん文字を素早く書く。

「猿鬼へと向かえ。──【光斬】！」

　水の攻撃と共に、稲いな妻ずまのような光と、太た刀ちそのものにも匹ひつ敵てきする鋭い空くう刃じんが、猿鬼へと向かった。

「力が回復したか」

　にい、と猿鬼は唇の端を上げて笑った。

「では我われもゆくぞ。白き髪の御子、榊さかき花菜へお行き。──【裂炎】」

　水矢、光、空刃を避けながら、猿鬼もまた篆書の術を繰り出してきた。

「あ……っ！」

　炎の攻撃を躱かわそうとした花菜だったが、いつもどおり動けるほどの体力は、まだ戻っていなかった。

　先刻の幻影ではない、本物の炎が目前に迫っている。だが炎は再び立ち塞がった水の壁に弾き返された。

「うむ、水神の加護はなかなか手強いな」

　顎あごを撫なでながら、猿鬼は何事か考えたようだ。

　睨にらみ据えていたはずの猿鬼の身体が、ふうわりと揺らいだ。かと思った次の瞬間、猿鬼が目前へと迫っていた。

　ハッと息をのむ花菜の前に、今度は高遠が庇かばうように立った。

　猿鬼の振り上げた太刀を、自らの小太刀で受け止めると、ぐいと押し戻した。その隙すきに花菜は一歩背後に跳ぶと、至近にいる猿鬼に狙いを定めた。

「猿鬼に向かえ。──【縛】！」

　縛いましめの術は、違うことなく猿鬼を捕らえた……！

　一瞬だけ猿鬼が縛に拘束され、その場に棒立ちとなる。

「猿鬼を祓はらえ。──【轟水】！」

　花菜は今己が持つすべての力を振り絞り、刀を振り下ろした。

　凄すさまじい勢いの水の刃を受けた猿鬼の身体が、ぐらりと傾かしいだ。──が、猿鬼は倒れず、それどころか酷こく薄はくな笑みを浮かべる。そして真紅に染まった両の目を花菜へと向けた。

「少々趣向を変えようか。花菜、高遠。──【我を見よ】」

　抗あらがいがたい音が、花菜を襲う。

　見たくないのに、花菜の目は吸い寄せられるように猿鬼へと向けられてしまう。

「……あ、……ぁあ」

　ぞく、と全身が震えた。

　紅色の目が、ふたつ。……否、みっつ。

　両の目と、そして額ひたいにも。

　──三つ目。……どういうことなの……？

　だがそこで花菜の思考はぷつりと途切れる。

　鈍い光を放つ三つの目を見た瞬間、花菜は再び真紅の闇の中へと引きずりこまれていった。
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　猿えん鬼きの三つ目を見た途端、意識を失った花はな菜なは、御み帳ちよう台だいの中に横たえられた。

　猿鬼は、今は深い眠りの中に沈む花菜の額ひたいに、己おのれの額を押し当てる。ちょうど第三の目がある場所だ。

　猿鬼が顔を上げると、花菜の額にうっすらと紅あかい印しるしが浮かんだ。だがそれはすぐさま消えてしまう。

「仕掛けは上々。次は花菜の内がどれほど強いか知りたいな」

　花菜の姿を覗のぞきこむ猿鬼は、ひどく機き嫌げんがよかった。

「千せん珠じゆ、おまえの番だよ」

　下げられた帳とばりの外に出ると、すぐ傍そばに控えていた女性の前に片かた膝ひざを立て座りこんだ。

　猿鬼より少し年長で、年の頃は十八、九ほどの美び姫きだ。

　身に纏まとう錦にしきの袿うちぎは、内側から光を放っているかのような、真っ白な肌はだによく映はえる紅くれない色。やわらかく波打つ艶つややかな黒髪は、身の丈たけを超えるほど長い。何を愁うれいているのだろうかと思わせる伏せられた睫まつ毛げは長く、墨すみでくっきりと描いたような双そう眸ぼうは貴あてやかで、ふっくらとした唇くちびるは仄ほのかに色づいている。

「花菜に夢を見せておやり」

　猿鬼は千珠と呼んだ女性の髪を、ゆっくりと撫なでた。

　千珠は猿鬼に触れられるなり、ぎくりと肩を震ふるわせる。

「それにしても醜みにくい傷をつけられたものだ」

　猿鬼の指が、伏せた千珠の顎あごにかかり、ぐいと持ち上げた。

　長い髪に隠れていた、こめかみから頰ほおにかけてできた醜い引き攣つれが露あらわになる。

「あーあ。この顔はおまえの唯一の取とり柄えだろう。そこにこんな傷をつけられて。みっともないったら」

　猿鬼の顔がなおも寄せられる。そしてそっと舌を出し、傷を舐なめた。

「……さ、百さ々さ羅ら」

　なおも千珠の震えが大きくなる。けれど身を竦すくませたまま、千珠はひたすらじっとしていた。

「我われに断りもなく傷をつけて、しかも高たか遠とおを見張っていろと言ったのに外に出して。本当におまえは役立たずだね」

　未いまだ生なま々なましく腫はれ上がる傷に、猿鬼は力任せに嚙かみついた。

「ああ……っ」

　痛い、とあえかに訴うつたえる千珠だが、それでも猿鬼から逃げようとしない。

「花菜に見せるのはとっておきの夢だよ。どれほど強きよう靭じんな心を持っているか知りたいんだ」

　嚙みつかれたことで再び開いた傷口から、真しん紅くの血が溢あふれ流れる。血は千珠の白い面おもてを、禍まが々まがしいほどに彩いろどった。

「さて花菜はどれくらい耐えられるかな。愉たのしみだ」

　千珠の頰に唇を押し当て、滴したたり落ちる血を舐め取りながら、猿鬼はふふ、と笑った。
















「……和泉殿と、彼の小姓、それに兎う執しつはいかがされます」

「ここに入らなければ自由にさせていいよ。高遠を閉じこめたままだと賀か茂もがうるさいし」

　命を奪う、と言ったのは、高遠をからかっただけだ。何に対しても表情を変えない高遠が、慌あわててみっともなく命乞ごいするのではないかと思ったのだが、まったく期待外はずれだった。

　血縁でもある高遠の命を奪っては、この邸の主である賀茂もいい顔をしないだろう。

　高遠の遠い祖である男によく似た扱いづらい奴だと、猿鬼は肩を竦めた。

「その賀茂殿ですが、千ち生お音ねの娘に会いたいと申しております」

「こっちの用事が済むまで待ってろって言えよ。まあ生きたまま渡せるかわかんないけどね」

　千珠は俯うつむくと、唇の内側をひっそりと嚙んだ。

「そんな顔をして。おまえはそれでも『負ふの言こと霊だまの輪に繫つながれた獣けもの』か？　白髪の御み子こを前にしても猛たけらない、殺せつ生しよう嫌いの獣だなんて、おまえはつくづく言霊の則のりを無視する存在だね」

「……わたくしは」

　千珠は愁いを帯おびた眼まな差ざしを上げる。けれど猿鬼の目を覗くことはできず、頰から唇の辺りに視線を彷徨さまよわせた。

「だが我には従えよ。花菜にとっておきの夢を見せるんだ。──狂うほどの夢をね」

　抗あらがえない命令。

　千珠は眉み間けんに深い苦悩を滲にじませながら、花菜の眠る御帳台の内へと進み入った。

　千珠の指先が、花菜の額に触れる。先刻猿鬼が額を押し当てていた個所と、寸すん分ぶん違わぬところへ。

「白髪の御み子こ、榊さかき花菜の夢を彩り給たまえ。──【戦】」

　妙なる声が、千珠の唇から零れ落ちる。と、びくん、と花菜の身体からだが跳ねた。

「よい夢を、花菜。ちゃんと生きて目を覚ませよ」

　囁ささやく猿鬼の声は、花菜には届かない。ただひとりその言葉を聞いた千珠は、ひっそりと細い息をついた。

「んん？」

　満足げに笑っていた猿鬼が、一時黙だまりこむ。

「……百々羅？」

「客人のようだ」

　うーん、と軽く眉間に皺しわを寄せ、猿鬼は考えこんだ。

「今来てもらっちゃつまらないなあ、うん」

　猿鬼は、細く、苦しげに息をつく花菜を見み据すえた。

　じわり、と額にある第三の目が開く。

　紅色の三つ目が、花菜を見据え、全身……頭の先から爪先までを撫でるように動いた。

　花菜の身体が、淡い紅色に包まれる。と、その色は花菜の内へと沈むように消えていった。

「これでよし。千珠、おまえもこの場から出るなよ」

「……どなたがいらしたのです」

「もうひとりの白髪の御子だ」

　そう言って猿鬼は、にい、と笑った。
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　──ああ、まただわ。

　紅あかい闇やみが席せつ巻けんする中に、花はな菜なは再びいた。

　視界いっぱいに広がる紅くれないの色が、花菜を圧あつ迫ぱくする。眩暈めまいを起こしそうで、花菜はそっと目を伏せた。

　己は再び猿えん鬼きのもたらす幻影に囚とらわれてしまったのだろうか。

　もしそうならば、すぐさまその幻影を打ち破らなければならない。

　猿鬼は『すぐには取って喰くらわない』と言った。けれど気き紛まぐれそうなあの獣けものは、きっと自分にとって不都合があったら瞬またたく間に言葉を翻ひるがえすだろう。

　早く幻影から出なければと焦あせるのに、身体からだはひどく重く、なかなか起き上がれなかった。

　時間をかけてようやく身を起こした花菜は、紅色に染まる空間を見渡した。

　すると、均一に紅色というわけではないことに気づく。

　紅と黒のだんだら模様や、雨の雫しずくが壁を伝っているかのような個所もあった。だがいずれも見続けていると、目の奥の方がキンと痛みを訴うつたえるような、暴力的な色彩をしている。

　──どこかに幻影と現うつつの境目はないのかしら。

　そう思った花菜は、重く感じる身体に力を込めて立ち上がると、慎重に歩きはじめた。

　この場はまったくの無音だ。己の足音すらしないことが、これほどに奇妙なのかと花菜は初めて知った。

『……誰かいないの』

　静せい寂じやくに包まれたこの場所にたったひとりでいることがひどく辛つらくなって、花菜は思わずそんな言葉を呟つぶやいていた。

　もちろん返事はない。

　花菜は長い長い刻ときを、ひたすらに歩き続けた。だがどれほど進んでも、紅色の空間が途切れることはなかった。

『誰か……！』

　ついには大声で叫んだ花菜だったが、その声すら紅い闇の中へと吸いこまれていってしまう。

　花菜は一度ぎゅっと目を閉じ、そして腰に佩はいた愛刀を抜いた。

『猿鬼のもたらす幻影を打ち破れ──【破】！』

　指先からは確かに小しよう篆てん文字が生じる。花菜は刀を思いきり振った。

　と、紅い空間が打ち震える。

　だが果てのない紅の空間は、篆てん書しよの術すらも吸いこんでしまう。それでも花菜は諦あきらめず、二度、三度と、篆書の術を繰り出した。

　それらすべては徒労に終わり、花菜は途方に暮れた。

　ああ、と呻うめいて、肩を落とす。

　──何をしても無む駄だなの？　この幻影からは逃のがれられないの？

　嗚お咽えつを堪こらえ、きつく唇くちびるを嚙みしめた。

　と、花菜の背後から、微かすかな音が聞こえてきた。紛まぎれもない殺気と同時に。

　勢いよく振り返った花菜は、次の瞬間、持ち前の素早さで身を屈かがめ、そのまま横に転がった。

【よくぞ避よけたのう】

　ふっと笑うその姿を見るなり、花菜は総毛立つ。

『妖よう馬ば……!?』

　神かみ結むすび島じまで幾いく度どとなく花菜の前に姿を現した妖馬が、またしても立ち塞ふさがっていた。

　獣けもの形がたではなく、本来の神の形を取った妖馬の身の丈たけは七尺あまり。花菜より二尺も高い。

【先年は王おう虎こにしてやられたが、ここでは邪魔は入らぬ。存分に貴様を引き裂いてやろうぞ】

　妖馬は嬉うれしげに紅い目を細めた。

　──これは幻影のはず。妖馬は王虎との戦いに敗れ、今は眠りに就いているはずだわ……！

　心の内でそう断じた花菜の思いは、簡単に裏切られる。

【千ち生お音ねの娘へ向かえ。裂破！】

　目前に迫る篆書の術を辛うじて避ける。

　妖馬の攻撃は続けざまに繰り出され、花菜は髪一筋の差で危あやうく逃れた。

【千生音の娘へ向かえ。火炎！】

『ああっ！』

　危うく炎に焼かれそうになってしまう。その、とても幻影とは思えない熱……。

　たとえ幻影だとしても、花菜の心は本物の攻撃であるかのように感じてしまう。それは花菜に、計はかり知れない衝撃を与えるのだろう。

　つまり幻影の中とはいえ、攻撃を受ければ相応の痛手を被こうむるに違いない。

　花菜は妖馬に向き直った。そして獣をキッと睨にらみ据すえる。

『妖馬へと向かえ。──【烈水】！』

　ここが幻影の中だとしても、獣を倒さなければならない。そしてそれがどれほど続くのだとしても、決して負けられない。




　花菜はそれから、現ではない紅い闇の中で、戦い続けることを強しいられる。

　それこそが猿鬼の仕掛けた罠わなとは、花菜は気づかなかった。ただひたすらに、次々と出現する獣たちと対たい峙じし、刀と篆書の術を揮ふるったのだった──。
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　出い津ず雲もの湊みなとで聞き込みをしたところ、幸いにも花はな菜なに繫がる情報があった。

　羊よう魄はくが幻げん術じゆつをかけたのは、船に乗っていた者たちのみだったようだ。船主もまた乗船していたから何も訊き出せずにいたのだが、白い髪の女子めのこ──花菜を見たという者がいたのだ。

　白髪の女子を乗せた船は、まるで落雷を受けたような亀き裂れつが入っていながら、凄すさまじい勢いで湊に滑すべりこんできた。それはまるで不ふ可か思し議ぎな力が働いているかのような、尋じん常じようではない速さだったのだと、話をしてくれた漁りよう師しの妻は、興奮も露あらわにそう言い募つのる。

　そして花菜を見た時のことも、つぶさに話し続ける。

「辺りはもう薄暗くなっていたし、衣ころもを被かずいていたが、一度風に煽あおられて髪がちらりと見えたんだよ。まだ十五、六の娘に見えたのに髪が真っ白だったからさ、こりゃあ噂うわさの『白髪の御み子こ』に違いないって。……あんたも髪が白いね」

　漁師の妻は、珍めずらしげにじろじろと彪ひよう吾ごを見た。

「同行していた人物は、ほかにどんな特徴を持っていたか教えてほしい」

　匡きよう一いち郎ろうの低い声に、漁師の妻は、ああ、と慌てたようにうなずいた。

「その『白髪の御子』のほかにももうひとり女によ人にんはいたね。あと白髪の御子の腕に抱かれた童わらわがひとり。童は眠ってしまっていたんだろうね。全然動かなかったよ。ほかは、狩かり衣ぎぬ姿の男がひとりいたかねえ」

「……女人と童」

「ありゃあ京処みやこに住むお人たちに違いないね。ここらじゃ見ない京処みやこぶりだったし」

　もうひとりの女人の人相風体を訊ねたが、枲むしの垂たれ衣ぎぬ姿だったから顔は見えなかったと首を振った。

　礼を言い、ふたりと一匹は早速歩きだす。

「ひとりは花菜、もうひとりは羊魄、狩衣姿の男は尊平に間違いないだろう。……だが」

　花菜が自らの足で歩いていた、というのはどういう意味なのか。

「何者かに憑つかれていた。或あるいは……」

　彪吾もまた軽く首を傾かしげた。

　それに、匡一郎にはもうひとつ分からないことがあった。

　紅く光る珠たまを見た、あの一瞬で幻術をかけられたことだ。

　──あの紅い珠はいったいなんだったのだ。

　御神体や花菜に渡した黒い珠とは違う、とても禍まが々まがしい光を放っていた。

「羊魄はなにゆえ船で出津雲まで来て、さらに尊平をも連れて京処みやこへ戻ったのだろう？」

「羊魄はひどく用心深く、また臆病な獣です。花菜の力が勝っていた時、船に乗る商人や尊平は質になるとでも考えたのでしょう」

　彪吾の問いに、匡一郎はそうそっけなく告げた。

「なんにせよ、京処みやこへ急ぎましょう。龍形を取ります」

「一行は歩いて京処みやこへ向かっただろうか。それともおまえのように空を飛んだかな」

「獣けものならば空を飛べます」

「そうだね。……羊魄は花菜を連れてもおまえのように飛べるかい？」

「もちろん。脆ぜい弱じやくな獣とはいえ、獣けもの形がたを取れば人のひとりやふたり運べるでしょう」

　匡一郎の言葉に、彪吾はうなずいた。

　龍形となった匡一郎は、背に彪吾と王おう虎こを乗せ、ふうわりと飛び上がった。

　地上が暗闇に席せつ巻けんされる中、天の星で方角を確認し、京処みやこを目指す。

　高度は上げず、できるだけ地に沿うように進むのは、或いは羊魄が陸路を取ったかもしれない可能性も捨てきれないからだ。

　花菜と離れて、一刻半が過ぎようとしていた。

　厭な考えはあえて頭の中から打ち払う。

　出津雲から芳ほう耆き、因葉いなば、但真たじま、旦たん波ばへと抜け、ようやく京処みやこに辿たどり着いた時には日付を跨またいでいた。

「では、まずは尊平の住む館へ参ろう」

　漆黒の闇に沈む京処みやこへと降り立ったふたりと一匹は、花菜を捜すため歩を踏み出した。




　外と谷や宗そう州しゆうの息子、尊平は、京処みやこでは代々医家として有名な丹たん羽ば氏に師事していた。

　丹羽氏といえば、朝廷のご典てん薬やくの頭かみでもあり、侍じ医いとなる者も一族の中で輩はい出しゆつしている名門だ。

　夜明けと同時に丹羽氏の邸やしきに到着した匡一郎たちは、門前にて用件を伝えた。ところが尊平はまだ神かみ結むすび島じまから戻ってきていないと返され、すげなく門もん扉ぴを閉じられてしまう。

「一行を追い抜いてしまったのかな」

　首を傾げる彪吾を王虎は見上げ、にゃあとひと声鳴く。

　匡一郎と彪吾は互いを見合い、そうして同時に王虎を見下ろした。

「館の中を見てきてくれるか、櫟あららぎ」

　にゃ、とうなずくように、もうひと声。王虎は身軽に築つい地じ塀べい上に跳ぶと、庭へと飛び降りた。

　──くそ、眷けん族ぞくの中じゃあ窮きゆう屈くつでたまらねえ。

　最近人ひと形がたでいることを許されていたから、余計にそう思うのだろう。

　彪吾と言葉が通じないことにも苛いら々いらする。

　花菜が攫さらわれるその場に居合わせた王虎だったが、あの時のことを思い出すたびに、あまりの不ふ甲が斐いなさに、己を殴なぐりつけたくなる。

　──あの紅い珠はいったいなんなんだ？

　人とは違う気配に振り向いた瞬間、王虎は羊魄の持つ紅い珠を視界に入れてしまった。そして気づいた時には、人形、獣形を取ることも、喋しやべることすらできなくなっていた。

　──羊魄め。あいつ俺さまに何しやがった。

　喋れれば、羊魄と、高遠と共にいた童、そして兎う執しつが花菜を攫ったことを彪吾に言えるのに。

　王虎はあの時のことを、ギリギリと歯音を立てながら思い出す。

　あの場にいたのは、人形の羊魄と、蘇す芳おう丸まるに憑ついた兎執。たったそれだけだ。

　羊魄は並んで歩く二人の後ろにそっと立ち、綾女の首筋を打った。声もなく意識を失う綾女を花菜は支えようとし、だが一緒に畦あぜ道みちに座りこんでしまう。

　そして、

【千ち生お音ねの娘】

　そう声をかけたのは兎執だ。

　ハッと振り向いた花菜は、真まっ直すぐに兎執の紅い目を見てしまった。

　次の瞬間、兎執は蘇芳丸から出ると、花菜の内へと入りこんだ。

「にゃあっ！」

　てめえら、と叫んだはずの己の口から、猫の鳴き声しか出てこないことに、王虎は愕がく然ぜんとした。

　──な、なんだよこりゃ……。

　花菜に憑いた兎執は、その場に倒れ伏した蘇芳丸を抱えると、すっくと立ち上がった。

【王虎、今日のわしは貴様にかかずらっている暇はないのじゃ。せいぜい猫のままにゃあにゃあ鳴いているがよいぞ】

　花菜だったら絶対にしないであろう酷こく薄はくな表情を見せた兎執は、王虎から羊魄へ目を向けた。

【羊魄、はよう船へ戻るぞえ】

【ええ、夜や叉しや丸まる】

　うなずいた羊魄を、兎執はキッと睨にらみつけた。

【貴様がその名で呼ぶなや……っ！】

　癇かん癪しやくを起こして大声でわめくと、兎執はその場から足早に歩きはじめる。

　──待ちやがれ！

　そう言ったはずなのに、やはり口から出たのは、にゃあ、という鳴き声だった。しかも花菜に憑いた兎執と腕に抱えられた蘇芳丸、羊魄は、王虎の目の前でゆらりと揺れ……そしてその場から忽こつ然ぜんと消え失せた──。




　負ふの言こと霊だまの輪に繫つながれた獣の中でも、最弱の部に入る二匹──羊魄と兎執にまんまと出し抜かれてしまったのだ。その事実は、王虎の自じ尊そん心しんをいたく傷つけた。

　今度会った時には八つ裂きにしてやると恨うらみを募らせながら、王虎は油断なく丹羽家の敷地内を走った。

　丹羽の邸はずいぶんと広かった。ちょうど朝あさ餉げの刻ということもあって、美お味いしそうな煮に炊たきの匂いが王虎の鼻をくすぐる。

　そういえば腹が減っていたなとふと思った王虎は、獣らしく欲を優先させ、ちょっとばかり寄り道をしようと厨くりやに向かった。

　端はした女めたちが忙しく立ち働く中、王虎は素早く動き、器に盛られていた魚を一匹いただいた。

「あら？」

「え、猫!?」

　見つかってしまっても王虎は慌あわてず、魚を銜くわえながら厨から逃げ去った。

　人の目のない場所でぺろりと魚を平たいらげてから、探索を再開する。

　敷地内には広い庭と、中央に正殿の母も屋や、左右に対屋たいのやが配置されている。

　王虎はまず中央にある母屋に向かってみた。

　館に住む者たちは皆起きているようだ。ひょいと簀すの子こ縁えんに飛び上がると、御み簾すの隙すき間まから中を覗きこんだ。どうやら主あるじの居所らしい。男が尊平でないことを確認してから、王虎は簀子を素早く走った。

　次に東側の建物に行ってみたが、やはりいない。館内はやけに広く、王虎は些いささか飽あきてきてしまう。

　花菜が攫われたことに対して王虎は特に何も感じていなかったが、彪吾が悲しむのは困る。とりあえず邸内はすべて見て回らねばと最後に王虎が向かったのは、西側にある館だった。

　この辺りには人の気配がほとんどない。

　とりあえず覗いてみた王虎は、そこに捜していた男の顔を見つけた。

　──いたじゃねーか。

　外谷尊平は横になったままぴくりとも動かない。微かすかな呼吸を聞き分けて、王虎は男がずいぶん深く寝ね入いっていることに気づく。

　──さてと。どうやって彪吾に知らせるか。……や、こいつを外に出しゃいいだろ。

　王虎は足音をさせず尊平にひたひたと近づく。そして爪を出すと、思いきりその顔を引っ搔いた……！

「ぎゃあっ！」

　突然の鋭い痛みに仰ぎよう天てんした尊平は飛び起きた。

「な。……ね、ね、こ……？」

　にい、と王虎は牙きばを見せた。そしてどうして猫がこんなところに、と戸惑っている尊平の足首に、まったく遠えん慮りよせず嚙みついた。

「いっ、痛いい！　何をする……！」

　理り不ふ尽じんな暴力を受けた尊平は、顔を真っ赤にして怒ど鳴なり、王虎を摑つかまえようと手を伸ばしてきた。それをひょいと避よけて身を翻ひるがえすと、目前にあった手の甲にもついでに嚙みついた。

「うう……っ！」

　呻きながら、尊平は王虎の思おも惑わくどおり追いかけてきた。

「待てぇっ！」

　御簾をめくり上げ、庭に下りて走る王虎を素足のまま追いかける。

　庭には人がいたが、皆何事かと尊平とその前を走る王虎を見るばかりだ。

　王虎は西門に尊平を誘導した。

　そして入ってきた場所までやってくると、ぴょんと築地塀に飛び乗った。

「待てと申しているだろう！」

　大声をあげる尊平をちらりと見ると、外にいる彪吾に向けて、自慢げににゃあと鳴いた。

　もちろんその合図に、彪吾も匡一郎も気づく。

「う、ぉ……っ！」

　王虎を追いかけ、築地塀を上った尊平は、外側にいたふたりと、目と目をしっかり合わせた。

「やあ尊平。留る守すだと聞いたが、いたんだね」

　幼い頃から尊平が知る神結神社の神かん主ぬしは、これまで見たことがないような笑顔でいながら、ぞっとするほど恐ろしく目を光らせていた。

「あ……っ、神結さま？　え、な、なにゆえこのようなところに……」

　尊平はしどろもどろになりながら首を傾げた。と、その時立派に思われた土塀が、尊平の身の重さに耐えきれず、いともたやすく崩れてしまう。

「う、ぇ、ぅわああっ！」

　哀あわれ尊平は、王虎の嚙み痕引っ搔き痕のほか、身体からだ中に打ち身を作ってしまった。










　尊平の居所に通された匡きよう一いち郎ろうたちは、早速事の子し細さいを話して聞かせる。

「花はな菜ながかどわかされたのですか……っ!?」

　背丈は低いものの、もともと整った造りをしている尊平の顔だが、王おう虎こが引っ搔いた傷で大変無残な有あり様さまだった。

　尊平は目も口も大きく開けて、ぽかんと彪ひよう吾ごに問い返してきた。

　その様子は噓うそをついているようには見えず、彪吾と匡一郎はちらりと目を見み交かわした。

「尊平、君が乗っていた船で連れてゆかれたのだが」

「ええっ」

　仰ぎよう天てんしながらも、尊平は船内の様子を思い出しているようだ。けれど何度も首を傾かしげるばかりで、彼の口から匡一郎たちが望む言葉は出てこなかった。

「あのぉ、わたしは花菜を見た覚えはありません」

「では尊平、神かみ結むすび島じまからここまでどうやって帰ってきたか聞かせてくれないか？」

　はい、とうなずいた尊平は、滑なめらかに説明を始める。

「……それで、昨晩子ねの刻こく前に戻って参ったのです」

　門番は朝交代しますので、わたしが帰着したことを知らなかったのでしょう、と続けた。

「なるほど」

　彪吾は穏やかにうなずいた。だがそれも一瞬、真まっ直すぐに尊平を見み据すえる。

「おかしいとは思わないか？　君が神結島を出航したのは昨日の申さるの刻くらいだ。それからたった四刻で、この京処みやこまで戻ってくることはできるかな？」

「え」

　出い津ず雲もの湊みなとから京処みやこまで、もちろん四刻程度では、どんな健けん脚きやくであっても戻ってこられるはずがない。

　彪吾に指摘されるまで、尊平はそのことになんの疑問も持っていなかったようだ。言われて初めて、混乱したように落ち着きなく瞬まばたきを繰り返す。

　匡一郎は尊平の額をじっと見据えた。ちょうど王虎につけられた米粒ほどの紅い印がある辺りだ。その場所に指先で触れる。するとじんわりと淡あわい紅くれない色が額へと広がっていった。

「呪しゆをかけられている」

　匡一郎がそっけなくそう言うと、尊平は絶句し、真っ青になった。

「そ、それは、いったいどういうことで……」

「言葉のとおりだ。花菜をかどわかした輩やからに、船でのことをすべて忘れるように呪をかけられたのだろう。額に紅い印がある」

「紅い、印……。そ……」

　尊平に訊いてもこれ以上の情報は得られないと悟さとった匡一郎は、すっくと立ち上がった。

「父上、参りましょう」

「おおお、お待ちください、その呪とやらは解けないのですか!?」

　尊平は彪吾へ縋すがるように手を伸ばしてきた。だが指先が彪吾に触れる直前、隣に座っていた王虎がシャアッと威い嚇かくする。先刻嚙みつかれ引っ搔かれた痛みを思い出した尊平は、ひっと喉のどを震わせて手を引っこめたが、哀あい願がんするかのように、彪吾をはったと見つめた。

「後ご生しようです、神結さまぁっ。わたしを見捨てないでくださいませ……！」

「残念だが、今のところその呪を解く手段はわたしにも分からないのだよ。今後何か判明したらこちらにも知らせよう」

　彪吾にそう言われ、尊平はそんなと肩を落とした。

「慌あわただしくて申し訳ない。失礼するよ」

「お、お待ちくださいっ。あの、あの、あ、紅い印に、わたし心当たりがございます～っ」

　一行を引き留める尊平の必死な声につられ、ふたりは振り返った。

「白い妖あやかしの噂うわさはもうお耳に入りましたでしょうか……！」

「白い妖？」

　立ち止まった彪吾を、縋るよすがのように見上げ、尊平は顔をコクコクと縦たてに振る。

「白い妖の噂が立ったのは、わたしが京処みやこを出立するほんの少し前……卯う月づきの十日頃です」

　貴族の館に妖がやってきて、人が傷つけられるという事件が何度も起きているのです、と震えを帯びた声で、尊平はそう告げた。

「……それが花菜とどう関係がある」

「その妖に遭そう遇ぐうした者たちの額には、皆うっすらと紅い印があるのだとか……ッ」

「──」

「わ、わたしの額に表れた紅色の印もそうではありませぬか……!?」

　では白い妖とは、花菜をかどわかした負ふの言こと霊だまに繫つながれた獣けもの……羊よう魄はくである、ということか。

「白い妖を捕らえれば、花菜の居所も分かるのではないでしょうか！」

　──そんな悠長なことを言っているほど刻はない。

　匡一郎は焦あせりを覚えるが、それを口にすることはなかった。今の段階で花菜に繫がる有力な情報はまったくないのだから。

「花菜を捜す間、是非こちらにご逗とう留りゆうなさってください。主あるじにも申しておきますし、音に聞こえた神結さまが邸においでならば、きっと心強いと喜ぶはずです！」

　彪吾はしばしの間考えていたが、やがて、

「分かった。では世話になる」

　尊平はへにゃへにゃと顔を歪めると、その場にへたりこんだ。

「よ、よかったですぅぅ」

「ところで尊平、中ちゆう納な言ごん賀か茂も利とし嗣つぐの邸はどちらか分かるか」

「賀茂さま、ですか？」

　もちろん分かりますがと言いながらも、尊平は首を傾げた。だがすぐに何事か合が点てんがいったのか、軽くうなずいてみせた。

「賀茂さまの館には占せん者じやがおられるのをお聞き及びでしたか」

「占者？」

「ご存じありませんか？　千せん珠じゆさまという姫君がいらっしゃるのですが、その姫が占者としての才が格別におありになるそうです。失うせ物を当てるのも、とてもお上手じようずとのことです」

「尊平。こちらの主に、賀茂の館へ伺うかがいたい旨、添え状を書いていただきたいと頼んではもらえぬか」

　尊平は分かりましたとすぐにうなずいた。

　丹たん羽ば邸の主が書いてくれた文を手に、匡一郎たちは賀茂邸へと早速向かった。
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　もうどれくらい戦い続けているのだろう……。

　朦もう朧ろうとする頭をきつく振って、花はな菜なはなおも前を向いた。

　幻げん術じゆつの中にやってきた獣けものは、妖よう馬ばばかりではなかった。鼠そ魂こん、猪い貪たん。そして花菜は一度も相対したことはなかったが、白髪と白しろ小こ袖そで姿の女──蛇じや巳みもいた。

　その獣らが、花菜をほんのわずかの刻ときも休ませず、次々にやってきては打ちかかってくる。

　限界はすでに超えている。もう立っていることも、息をすることすら辛つらい。篆てん書しよの言こと霊だまを叫び続け、声は掠かすれてしまっている。今にも膝ひざをついて、その場に倒れこみそうになる己おのれを、それでも花菜は懸けん命めいに叱しつ咤たした。

　ここで倒れるわけにはいかない。幻影の中で受けた攻撃は、現うつつでのものと違わぬ衝しよう撃げきを花菜に与えるのだから。

【立っていることも難なん儀ぎのようじゃの。そろそろ休みたいじゃろう？】

　蛇へびのような虹こう彩さいを持つ紅あかい瞳が、らん、と光る。

　今花菜が刃やいばを交えているのは蛇巳だった。

【いいぞえ。膝をついてしまえ。苦しめることなく我われがそなたの命を喰くらってやろうぞ】

　二ふた又またに分かれた舌が、ちらりと覗のぞく。

　──決して諦あきらめない。負けない！

『蛇巳を祓はらえ。──【裂斬】！』

　もう何度……何十度叫んだことだろう。花菜の声は聞き取れないほど掠れてしまっている。そして刀を振る腕もまたぶるぶると震ふるえ、柄つかを握っているだけで精いっぱいだった。

　それでも花菜は、自らの命を諦めることはできなかった。

　たとえ声が出なくなっても、刀を持てなくなっても。

　負けないという想いだけを掲かかげる。

　けれど花菜の攻撃は、蛇巳にたやすく躱かわされた。そして──

【千ち生お音ねの娘】

【千生音の娘】

【千生音の娘】

　四方から花菜を呼ぶ声が、紅い闇やみの中に響き渡る。

　蛇巳だけではない。妖馬、鼠魂、猪貪が、花菜を取り囲んでいた。

『あ……』

　小袖も袴はかまも、長く続いた戦いの末に汚れて擦すり切れ、あちこちに血が滲にじんでいる。それなのに花菜を囲む獣たちは少しも痛手を受けておらず、まっさらな状態だった。

『そん、な……』

【千生音の娘へ向かえ。──炎──烈破──絶閃──滅！】

　四匹の獣が、一斉に花菜へ攻撃を開始する。

　避よけることも防ぐこともできなかった。

『ああああ──っ！』

　刀が手から滑すべり落ちる。決して膝を折るまいと、そう思っていたのに、花菜にはもうわずかな力も残されていなかった。

　目の前が、血のような紅くれないに染まる。──心が、粉々に砕くだける……。

　その場にくずおれる花菜を、四匹の獣は立ったまま見下ろす。

【我は左耳じゃ】

【我は右耳】

【俺は右手】

【わしは左手だ】

【捥もぎ取れ】

【喰いつけ】

【齧かじれ】

【引き裂け】

『い、や……。やめ、て……。──いやあっ！』

　四方から伸ばされる獣たちの腕、腕、腕……。右手を、左手を、両耳を摑つかまれた花菜は、己の身が引き裂かれる衝撃を想像して、言葉を失った。

　決して弱よわ音ねを吐くまいと決意していたのに、自分の力ではどうにもならないことを前にして、ひたひたと絶望が押し寄せてくる。

　──もう、駄だ目め。

　涙が溢あふれ、零こぼれる。雫しずくはこめかみを伝い、耳元へと流れ落ちる。

【もう駄目なのか、花菜。なにゆえそのように弱いのだ。まったくもってつまらぬぞ】

　天空の紅い闇が、紙のように音を立てて破れるのを、涙に濡れた双そう眸ぼうが見た。

　隙すき間まから、大きな目が花菜を見下ろしていた。

　その目が猿えん鬼きのものであると気づいても、花菜にはもう何もできない。

『あ、……ぁ』

【本当につまらない。おまえの力はそんなものか。これではわざわざ攫さらってきた甲か斐いがないではないか。もっと我を愉たのしませろ】

　猿鬼の身勝手な言葉にも、反論ひとつできなかった。

【今すぐ立ち上がらねば、現のそなたの身を壊すぞ。ほうら、早く立て】

　猿鬼に急せかされても、指一本動かせない。

　ぐったりと紅の闇の中に沈む花菜を、猿鬼はじっと見下ろす。永久とも思われる、長い長い刻だった。

　やがて猿鬼はため息を零した。

【つまらぬ。それで仕舞いなのだな。期待外はずれにもほどがあるぞ】

　そう言った猿鬼の紅い瞳には、もう花菜に対する興味は欠片もなくなっていた。

　猿鬼の出現に動きを止めていた獣たちは、その瞳が逸そらされると再び花菜に腕を伸ばしてきた。

　──本当にこれでお仕舞い、なの……？

　幻影の中でも現でも攻撃を受けて、身も心も壊されてしまうのだろうか。

　とめどなく涙が零れ落ちる。花菜にできるのはもう、泣くことだけだった。

　──ごめんなさい。父上、匡きよう一いち郎ろうさま。

　先に逝いってしまう己を。

　目を開けていることすら辛い。涙とともに、じわじわと命が身の内から零れていっているようだ。

　──ああ。けれど。

　──叶かなうならもう一度だけ会いたかった。……匡一郎、さま。

　密ひそやかな願いは、声となって溢れることなく、花菜の内側にひっそりと落ちていった。
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　丹たん羽ばに書いてもらった文を持参し、賀か茂も家に着いたのは未ひつじの刻こくの少し前のことだった。だが急な訪問はやはり歓迎されなかったのか、或あるいは本当なのか、主あるじは不在だと言われた。

「にゃっ」

　また探さぐりに行ってもいいぜという意味を込めて王おう虎こが鳴くと、彪ひよう吾ごに頼むよと送り出された。

　賀茂の邸やしきは丹羽邸に比べて、倍はありそうな広さだった。

　邸内を短時間で隈くまなく捜すのは難しい。それでも王虎にしてはできるだけ丁てい寧ねいに回ったが、花はな菜なを見つけることはできなかった。

　しかし、ただ一個所だけ、王虎をひどくざわめかせる場所があった。

　──なんなんだ、このざわざわした感じは？

　慎重に目を凝こらしたものの、やはり何も見当たらない。

　どこかおかしい、だが何がおかしいのか王虎の目では見えないから、首を傾かしげながらも彪吾の元へ戻るしかなかった。

「にゃあ……」

　勢いよく邸内に飛びこんだものの、何も収穫がなかったことでしょんぼりして戻ると、それを察した彪吾が仕方がないねと軽くうなずいた。

「明日ならば主は在宅しているそうだ。明朝もう一度訪ねよう。──いいね、匡きよう一いち郎ろう」

「父上、二手に分かれましょう」

　ここで取り乱しても花菜は戻ってこない。そんなことは匡一郎とて分かっている。今は怒りを腹の底に収めているが、もしこの刻が長引けば、匡一郎は自分でも憤いきどおりを外に出さずにいられるか分からない。龍形となって、上空から京処みやこへ所ところ構かまわず雷かみなりを落としたり大雨を降らせて水中に沈めたり、それくらいのことはしてしまうだろう。

「匡一郎、おまえは楽がく所そに行ってくれるか？　出い津ず雲もの湊みなとで童わらわを見たと聞いた時、高たか遠とお殿の小姓──蘇す芳おう丸まるのことを思い出したのだよ」

「心得ました。父上は？」

「わたしは白い妖あやかしのことを調べてみようと思う」

　ではね、と早速歩きだした彪吾と王虎の背をわずかに見送り、匡一郎もまた賀茂の邸から歩を踏み出したその時、匡一郎の胸に、何かが触れた。

　──笛の音？

　微かすかな音だった。何ど処こから聴こえてくるのかも分からないほどだ。

　笛の音には苦い思い出がある。だが今聴こえてくるのは、例の龍頭の笛ではなかった。

　だから匡一郎は、その場から離れていってしまう。

　邸の中には花菜がいて、今まさに猿えん鬼きの仕掛けた幻影の夢に、命を諦あきらめかけていると気づくことなく。
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　ほとり、と。

　まるで慈じ雨うのごとく優しい音が、凍こごえるように強こわ張ばりきった花はな菜なの上に降り注いでくる。

　その音は慕したわしく、そして温かい。

　もう少しも力を出せないと絶望しきっていた花菜を勇気づけ、励はげますかのように力強かった。

　──ああ、この音は。

「……高たか遠とお、殿」

　自分のものとは思えない、しわがれた声が漸ようよう零こぼれる。

　悪夢の残ざん滓しがそこかしこにこびりついて、目覚めても花菜はしばらく、起き上がることができなかった。

　ただ耳だけは、高遠の奏かなでる笛の音を聴くために知らず澄すましている。

　長い……とてつもなく長い間、戦っていたように思う。

　実際どれほど意識がなかったのだろう。

　最初にこの邸で目を覚ました時と同様に、花菜は御み帳ちよう台だいの中に横たえられていた。陽ひ射ざしがある。とすれば、まだ数刻もたっていないということだろうか。

　もう何日も経過したように、花菜には感じられたのに。

　高遠の笛の音を聴いているうちに、少しだけ力が湧わいてきた。

　ゆっくりと上半身を起こすが、それだけで息が切れる。ぎしぎしと身体からだの節ふし々ぶしが音を立てるようだ。

　──猿えん鬼きは、どこにいるのだろう。

　幻影の中で、猿鬼は花菜の身体を壊すようなことを言っていた。けれど強い脱力感こそあれ、この身のどこも損そこなわれてはいない。

　花菜は用心して立ち上がると、御帳台の外へとそっと顔を覗のぞかせる。

　笛の音は、外から聴こえてくる。

　傍そばに高遠の姿がないので、花菜は油断なく歩を進めた。

「もし」

　ひっそりと声をかけられて、その気配をまったく感じていなかった花菜はびくりと肩を震わせた。

　振り返った先に控えた麗れい人じんに、花菜は思わず言葉を詰まらせる。

　──なんて美しいの。まるで人形のようだわ。

　病的にも見える真っ白な肌はだと袿うちぎの赤の対比が、目に眩まぶしいほどだ。

　だが濡れたような艶つやを帯おびた黒髪がさらりと揺れた時、右の頰ほおの際きわに無む残ざんな傷を見つけてしまった花菜は、痛ましさのあまり、目を伏せた。

「後ご生しようです。どうか母も屋やの外には出ないでくださいませ」

　麗人はそう言って、深々と頭を下げた。

「……あなた、は？」

「失礼いたしました。わたくしはこの館の主の娘、千せん珠じゆと申します。伏してお願い申し上げます。あなたがここを出てしまいましたら、わたくしは百さ々さ羅らからひどい仕打ちを受けるのです。ですから、どうか」

　麗人──千珠の伏せた頭から首筋、肩が、微かに震えていることに気づく。

「ささら……。それは、猿鬼のことですよね？」

　花菜の問いに、千珠はこくりとうなずいた。

　ではもしかしたら、頰の傷も猿鬼がつけたのだろうか。

　口にはしなかったが、千珠は自らの傷が露あらわになっていることに気づくと、ぎこちなく黒髪で隠した。

「──御み子こ」

　花菜の話し声が聞こえたのだろう、母屋の外にいた高遠が声をかけてきた。

「高遠殿……！」

　一度猿鬼に焼かれた御み簾すは、新しいものに変えられていた。花菜がその御簾を勢いよく捲まくり上げると、笛を手にした高遠が廂ひさしに端たん座ざしていた。

「無事であったか、御子」

「ご無事だったのですね、高遠殿！」

　同時に同じことを口にした互いを見合ったふたりは同時に目を瞠みはり、さらにまたしても同時に笑みを浮かべた。だがすぐさま顔を引きしめた花菜は、

「猿鬼はどちらに」

「ここにはいないのだな。……では御子、今が好機だ」

　高遠は花菜の腕を摑つかんだ。その手に引かれ、花菜は一歩母屋を出かける。

「やめて、外には出ないでくださいませ……！」

　花菜の背後で悲鳴があがった。

　はっと振り返ると、千珠がよろめき、畳たたみに突っ伏した状態ながら、手を伸ばして縋すがるような目を花菜に向けている。

「せ、千珠さん……」

　足が不自由なのだろうか、千珠は立つことができないようだ。

　慌あわてて駆け寄って支えると、全身が小こ刻きざみに震えていた。

「後生です。あなたが姿を消したら、わたくしは百々羅に何をされるか分かりませぬ……」

　色を失いながらも、千珠は花菜の小こ袖そでをぎゅっと握りしめ、離そうとしない。

　どうしたらいいの、と花菜は困惑する。

「それに……そうですわ、あなたはこの館から出られません」

「え？」

「百々羅はあなたに呪しゆをかけました。百々羅の許しなく邸から出れば、また全身を炎に包まれてしまうのです！」

　あの時の、幻影の炎の感触を思い出すなり、すう、と血の気が引いてゆく。

　花菜は炎に包まれた時、もう自分は死ぬのだと覚悟した。

　とても幻影とは思えない痛みと熱だった。

「……」

「千珠姫」

　それまで黙ってふたりの会話を聞いていた高遠が、ひっそりと声をかけてきた。

　千珠ははっと顔を上げると、高遠に目を向けた。

「御子の呪を解くには、百々羅さまの許しがなければならない、ということですか」

「そ、そうです。ですが百々羅は決して許すとは言わないでしょう」

　それはつまり、花菜は一生ここに囚とらわれたまま、ということか。

「……そんな」

　花菜は思わずがっくりと座りこんでしまう。

「賑やかだね」

　その時、その場に響いたのは花菜の知らない声だった。

　ゆったりとした穏やかな声の主が、廂に立ち、母屋を覗きこんでいた。

　高遠は背後に下がり、頭こうべを垂たれている。

　見たことのない男だ。

　着用している直衣のうしは夏に向けてすでに衣替えをしており、表地は穀こめ織おりで仕立てている。色は明るい青みの二ふた藍あいだ。

　年の頃は、父彪ひよう吾ごとあまり変わらないように見える。四十に満たないくらいのほっそりとした面おもてには、にこやかな笑みが浮かんでいた。
















「ようやく百々羅から許しを得てやってきたよ。はじめまして、白髪の巫み女こ。わたしはこの邸の主あるじ、賀茂利とし嗣つぐだ」

　この邸の主ということは、千珠の父親だ。そして高遠の主でもあるのだろう。

　つまり。

　──桜おう春しゆん祭さいでわたしを攫さらうために、楽がく人にんたちを差し向けた張本人ということだわ。

　さらにこの男──賀茂は、負ふの言こと霊だまの輪に繫つながれた獣けもの……猿鬼とも繫がっている。

　何者なの、と花菜は緊張を高めながら、油断なく賀茂を見み据すえた。だが賀茂の方はといえば、にこにこと柔にゆう和わに笑うばかりで、花菜の強い視線をあっさりと受け止める。

「そんなに睨にらまないでおくれ。言うてみれば、わたしはそなたの恩人なのだぞ」

「恩人？」

　なんという厚顔だと呆あきれ返る。そう思ったことに気づいたのだろう、賀茂は、はははと朗ほがらかに笑いだした。

「わたしがそなたの命を百々羅からもらい受けた。百々羅はもう飽あいたと申してな、そなたを滅めつしようとしていたのだ。それをわたしが止めたということだよ」

　だから恩人だとでも言うのか。

　花菜はすっくと立ち上がると、賀茂と真まっ直すぐに向き合う。

「わたしを神かみ結むすび島じまに帰してください」

「そう焦あせらずともよかろう。せっかく京処みやこにやってきたのだ。少し遊んでいってはどうだ？」

「そんなこと！」

　のんびりと言われて、花菜は強い怒りを面に滲ませる。すると賀茂は、そうだなと首を傾かしげると、すぐににっこり微笑した。

「ではそなたに一度舞ってもらおうか」

「舞？」

　そう、と賀茂はうなずいた。

「二日後に我が邸で宴うたげが催もよおされるのだよ。そこで、名手と呼び声も高いそなたに、是非とも舞ってほしい」

「その宴えん席せきで舞えば、わたしを神結島に帰してくださるのですか」

　うん、と賀茂はごく軽くうなずいた。

　その言葉をそのまま信じることはできない。けれど呪をかけられ外に出られない今、花菜に残された道はとても少なかった。

　一刻も早く神結島に帰りたい。父に、王おう虎こに、匡きよう一いち郎ろうに会いたい……。

　花菜は唇くちびるを嚙みしめた。だがそれも一瞬、分かりましたとうなずいた。

「猿鬼に、わたしにかけた呪を解くように言ってくださるのですね」

　それにもまた賀茂は首しゆ肯こうした。

「任せておくれ。そうとなれば、巫女姫に相応ふさわしい衣を用意しよう。その姿ではあまりにもみすぼらしいからね」

　京処みやこの人々、しかも公家の者たちから見れば、小袖に袴はかまという装よそおいは確かに簡素だろうがと思いながらもむっとする。

「千珠は紅色がよく似合うが、巫女姫は何色がよいかな。その美しい白髪に合わせた卯うの花、或いは菖しよう蒲ぶ、花はな橘たちばな……。そうだ、せっかくだから女によう房ぼう装しよう束ぞくを誂あつらえようか」

「……っ」

　内だい裏りに仕える女房たちですら、正式な行事の時以外は、女房装束──十二単ひとえなんて着る者はいないだろう。神結島からこれまで出たことのなかった花菜は、その装束を着けたことはおろか、見たことすらない。

「さて愉しみだ。その前に湯ゆ殿どので身を清めるがいいよ。高遠、そなたはこのまま巫女姫の護衛を。身の回りの世話は別につけるからね」

　自邸と思ってのんびりしなさいと言うと、賀茂は去っていった。

　敵、のはずなのに、賀茂の態度はとても物柔らかだった。だがその態度を、そっくりそのまま信じるわけにはいかない。

「高遠殿」

　傍そばに控える高遠は、顔を上げて花菜を見据える。

「貴方の主は、猿鬼とどのような関係なのですか」

　だがその問いへの答えは、明確なものではなかった。

「百々羅さまは──負の言霊の輪に繫がれた獣に間違いないのだな」

　ええ、とうなずく。高遠は何かを思い出すかのように軽く目を眇すがめた。

「百々羅さま……猿鬼は、賀茂様の客人という扱いだ。以前からこちらの邸にて暮らしておられるが、どんな繫がりがあるのかは俺も分からない」

　そうですか、と俯うつむいた花菜だったが、すぐにまた顔を上げた。

「兎う執しつと蘇す芳おう丸まる殿はいかがされました。未だ猿鬼に質として捕らえられているのですか？」

　二度目の質問に対して、高遠は普段あまり表情を見せない面に、やわらかな笑みを浮かべた。

「御子は優しいな。蘇芳丸はまだ眠っているが、ふたりとも無事だ」

「……目覚めていないのですか」

「夜や叉しや丸まるに憑かれていた刻が長かったからだろう。気がついたらそなたの元へ遣わそう」

「はい」

　少なくとも無事であることが分かり、ほっと胸を撫なで下ろす。

「御子こそ御おん身みは大事ないか？」

「はい。長い長い間夢を見ていたようですが、高遠殿の笛の音のお陰で目覚めることができました」

　ありがとうございます、と高遠の前に座り、頭を下げた。

「俺も礼を言おう。先刻のそなたの言葉は、深く胸に染み入った」

　どの言葉だろうかと内心首を傾げたが、それよりも訊ききたいことがあった。

「わたしがこの邸に連れてこられてから、どれほどの刻がたったのでしょう」

　この地にやってきた時、花菜の意識はなかったし、あの長い夢をどれくらい見ていたかも分からない。

「御子は昨夜やってきた。今は未ひつじの刻こくを過ぎた頃だ。まだ一日もたっていない」

「未の刻。そうですか……」

　では長いと思っていたあの紅の悪夢は、ほんの数刻しか見ていなかったということだ。

　父と兄は今何をしているだろう。花菜がかどわかされたことを知って、捜してくれているのだろうか。

「心細く恐ろしい目に遭ったそなたに言うことではないかもしれない。だがそなたとまた会えて、嬉しいと思うことを許してくれるか？」

「……は？　あ、……」

『二じ星せい適たまたま逢あへり、別べつ緒しよ依い々いの恨うらみを叙のべざるに、五夜将まさに明なんとす』

　──一年後といわず、もっと早く、また逢おう

　つい十一日前、別れ際に告げられた言葉だ。

　高遠には、千生音と冠かむ威いの子の血が流れている。

　少し不思議な人だというのが、花菜の高遠への印象だが、それは不快な感情ではない。

　高遠が二星の歌を花菜に贈ったのは、過去を遡さかのぼれば、血を分けた兄妹がようやく巡り合えた……。その想いを織おり姫ひめと彦ひこ星ぼしに重ねたのだと、花菜も気づいている。

「た、高遠殿。助けていただいたのはとてもありがたいと思っています。でもこの前も申し上げましたが、わたしには……」

「覚えている。俺が言ったことも覚えているか？」

「……」

　高遠は花菜に、『そなたの想いはそなたのもの。そして俺の想いもまた俺のもの』と言ったのだ。

　高遠は、困惑して言葉を詰まらせる花菜を見て、微かすかに笑んだ。

「そなたの想い人が居ぬ間に、そなたの心を少しでも奪えるように努めよう」

「ですから……！」

　花菜が言いかけたと同時に、己の腹が派は手でに鳴った。

「……ぁ」

　なんてはしたない、と一瞬で顔が熱くなった。と、高遠だけでなく、背後の千珠までひっそりと小さく笑う声がするから、ますます身の置き所がなくなる。

　現でも夢の中でも戦い続けだったのだ。昨日の昼ひる餉げ以来何も口に入れていないのだから仕方がないではないかと、花菜は頰を赤らめながらも小さく唇くちびるを尖らせた。

「何か食べるものを持ってこよう」

　そう言って高遠が持ってきてくれた食事を、花菜は残さずきれいに食べきった。続いて侍じ女じよがやってくると、湯殿に案内される。

「刀はこちらでお預かりいたします」

　花菜が刀を持ちこもうとすると、侍女は非難するようにひっそり眉まゆを顰ひそめた。

「これは普段から肌身離さず持っているものです。たとえ湯殿の中でも手放せません」

　実際は、例えば巫女舞を舞う時など刀を持たないこともあるが、それは黙だまっておく。すると侍女は、今度はあからさまに不快な顔をした。が、花菜が譲らないと見るや、渋々分かりましたとうなずく。

　花菜は刀のほかに、匡一郎からもらった黒い珠たまも風ふ呂ろの中に持ちこんだ。

「……はぁ」

　ようやく人目がなくなり、花菜は深く息をついた。小さく肩が落ちる。

　風呂は蒸し風呂といい、浴衣を着て入る。湯気が湯殿内に充満し、次第に汗が滲にじんでくる。

　ふと、掌てのひらに包みこんでいた黒い珠を見下ろした。

　高遠にも助けられたが、この珠がなければ、自分はあえなく猿鬼に討うたれていただろう。

「ありがとう、わたしを救ってくれて」

　硬い感触の珠に、そっと唇を押し当てる。

「……兄さま」

　神結神社で共に暮らすようになってから、こんなにも遠く隔へだたれたことは一度もなかった。

　たった一日。それなのに花菜は、あの小さな島が恋しくてたまらない。

　宴で舞を舞えば、賀茂は本当に解放してくれるだろうか。そして本当に、猿鬼はもう己に興味を失ったのだろうか……。

　このままおとなしくしているべきか、それとも無理を承知で、再びあの築つい地じ塀べいを飛び越えてみようか。

　猿鬼の呪は、自分では解けないのだろうか、と花菜はふと思う。

　篆てん書しよの術の場合、こちらの力が勝っていれば術を解くことができる。けれど猿鬼の呪はそれではないようだ。解くといっても、どうしたらいいのか分からない。

　そしてさらに。

「猿鬼はなぜ三つ目なの」

　もともと神の頃から三つ目だったのだろうか。もし猿鬼が三つの目を、過去の白髪の御子から奪ったのであれば、目を持たない獣が一匹多いはず。

「それに、猿鬼の欠けている個所はどこなのかしら」

　一見したところ、花菜にはそれが分からなかった。

　髪、頭、胴、右手、左手、右足、左足、右耳、左耳、右目、左目、鼻。

　負の言霊の輪に繫がれた獣たちは、白髪の御子を斃たおすと身体を十二等分にして我が身とする、と彪吾から聞いている。

　猿鬼の足は力強く地を駆けていたし、手は太刀を振るい、小しよう篆てん文字を描いていた。両耳だって確かにあった。

　──胴は……ああ、兎執がないのだから、猿鬼はもうすでに奪った状態のはず。

　ひとつずつ思い浮かべた花菜は、すう、と薄ら寒い思いに襲われた。

　──欠けたところが、ない？

　龍王たる匡一郎も、王虎も、白髪の御子……彪吾と花菜のそれぞれと戦い、名を受け入れ、自分たちを認めさせたことで、負の言霊の輪から外れた。

　身体が欠けている獣とすべてを集め終えた者とでは、力の発現はまるで違うと以前聞いた。

　もし猿鬼が身体のすべてを得ているというのならば、過去神であった時の力を取り戻しているということになりはしないか。

　猿鬼は、負の言霊の輪から外れている──？

「……そんなこと、あるの？」

　花菜は小さく呟つぶやくが、その疑問に答えてくれる者は、今この場には存在しなかった。




　蒸し風呂で身を清めたあとは、用意されていた衣に袖を通した。

「こんなに着るのですか」

　思わず呟いた花菜を、侍女は胡う乱ろんげに見つめると、当たり前だと言うかのように軽くうなずいた。

　女房装束を、と言ったのは賀茂の冗談だったようだ。だがそれでも普段軽装の花菜にしてみれば、十分すぎるほどの枚数を重ねて着けられる。

　まずは白小袖、その上に濃色の張はり袴ばかま、単ひとえ、さらに袷あわせの袿を二ふた襲かさね。袴は切きり袴ばかまではないので、足首よりさらに長く、引きずるように歩かなければならない。動きにくいことこのうえなかった。

　袿も重いし、せっかく風呂に入ったというのに、また汗を搔かいてしまいそうだった。

　最後に袴の腰紐に、しっかりと黒い珠を入れた匂袋の紐を括りつける。

「それではご座所へと案内いたします」

「先刻と同じではないのですか」

「寝殿の母屋は、百々羅さまと姫さまの居でありますゆえ」

　そっけない言動の侍女は、寝殿の母屋から透すき渡わた殿どのを通り、西にしの対たいと呼ばれる方の母屋へと花菜を誘った。

「妻戸を経て奥は塗ぬり籠ごめにございます。またこちらの調度につきましては、どうぞご自由にお使いあそばされるようにと、主からの言葉にございます」

「……ありがとうございます」

　ひとまずは廂に控えておりますと侍女は頭を下げると、御簾に区切られた外へと退いた。

　その姿が見えなくなると同時に、花菜は大きくため息をついた。

　周囲を見回せば、寝殿の母屋同様、豪華な設えだった。

　螺ら鈿でんの細工のされた黒くろ漆うるし塗りの二階棚に置かれた、理り髪はつ道具を入れた筥はこや香こう炉ろ、硯すずり箱ばこなど、室内に置かれた調度の品々……。

　花菜は、だがちらりとそれらを見るだけで、高こう麗らい縁べりのついた茵しとねの上に勢いよく腰を下ろした。

「邸の中でこんなにたくさん着ていなければならないなんて」

　思っていた以上に重いし暑いし動きにくい。

　花菜とて年頃の女性だから、美しい装束を着ければ心が浮き立つ。ただそれは平時において、だ。こんな、負の言霊の輪に繫がれた獣がいる場所で、しかも自分は今囚われの身なのだ。ちっとも嬉しくない。

　花菜の指が、袴の腰紐に結ばれた小さな袋に伸びる。

　袋越しだが、触れていると少し気持ちが落ち着く。そして勇気も湧いてくる。

「絶対に神結島に帰るわ」

　花菜は己を鼓舞するように、強い決意を口にした。
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　褥しとねに横になってもう一刻がたつが、花はな菜なは眠ることができずにいた。

　何度も寝返りを打ち、やがて眠るのを諦めると、勢いをつけて起き上がった。

　身体からだ以上に心の方が疲ひ弊へいしきっているはずだが、だからこそ高ぶった気持ちが落ち着かなくて眠れないのだろう。それに猿えん鬼きが近くにいるのだ。この距離は花菜に決して安息をもたらすことはない。

　その時、母も屋やの外で物音がした。

　──誰か、いる？

　花菜は背筋を緊張させながら、枕元に置いていた刀を引き寄せた。

　片手には刀を、もう片方にはつけたままにしていた灯あかりを持ち、そっと音のした西側の廂ひさしに向かった。そして勢いよく御み簾すを捲まくり上げた──ところで、

「高たか遠とお殿……!?」

　思わずあっと声をあげた。

「何処いずこへかゆかれるのか？」

　いきなり御簾が上がった時には微かに目を瞠みはった高遠だったが、すぐさま平静な顔をして軽く首を傾かしげた。

「え、あ……、ちょ、ちょっとお待ちください……！」

　白しろ小こ袖そでのみという寝装束であることを思い出した花菜は御簾を下ろし、慌あわてて袴はかまと単ひとえ、袿うちぎを一ひと襲かさね纏まとった。

「す、すみません、高遠殿」

　はしたない姿を見せてしまったことで、胸の鼓動が速まる。顔も赤くなっているだろうが、手しゆ燭しよくの灯りしかないから、それは高遠には分からないだろう。

「否いや」

　だが高遠の方はといえば、花菜が盛大に焦っているのにまったく気にしておらず、いつもと少しも変わりがない。

　──兄さまだったら絶対にからかうでしょうに。

　そんなことをふと思った花菜だったが、すぐさま小さく首を傾げた。

「あの……もしかして、高遠殿はずっとこちらに？」

「主あるじより御み子こに侍はべるよう申しつかっている。だが命令されずとも、出来得る限り御子の傍にいよう」

　高遠は、花菜が不安なことも当然気づいているのだろう。高遠にも勤めがあるから、ずっとついてはいられないだろうが、父も匡きよう一いち郎ろうもいない場所で、彼の存在は頼もしかった。

「ありがとうございます」

　辺りに声が響かないよう、密やかに礼を言う。

「眠れないのか？」

「……少し」

　小さくうなずくと、高遠は花菜が手にしていた手燭の灯りをそっと奪った。

「高遠殿？」

「では邸の中を案内しよう」

「それはありがたいですが……、大丈夫でしょうか？」

「御子は客人として迎えられているのだから別に構わないだろう」

　高遠は軽くそう言い、花菜を誘った。

　──確かに邸の建物の位置などをちゃんと知っておいた方がいいわよね。

　もしかしたら、外に出る好機だってあるかもしれないのだから。

　呪しゆを施されているのだから、その可能性は限りなく低い。ただ母屋の中に閉じこもっているのも、眠れずに寝返りばかり打っているのも気が滅入って仕方がない。

「では、よろしくお願いします」

　高遠の持つ灯りを頼りに、邸内をゆっくりと静かに歩いた。

　寝しん殿でん造づくりは、東西に長い主屋である寝殿を中央に据すえ、東と西または北に対たい屋のやを設けた建物だ。寝殿や対屋の母屋の周囲は、廂が取り囲んでいる。廂に面して巡らされているのが簀すの子こ縁えんという濡れ縁で、その外側が庭ということになる。

　花菜は簀子縁を歩みながら、気になっていたことをひとつずつ問うてみた。

「千せん珠じゆさんは、猿えん鬼きが人ではないことを知っているのでしょうか」

　猿鬼のことをとても恐れていた、あの蒼白な顔を思い出して、彼女を気の毒に思う。

「それは分からないが、知っているからあれほどに怯えているのかもしれない」

「貴方あなたの主は、猿鬼が負ふの言こと霊だまの輪に繫つながれた獣けものであることを知っているのでしょう？　けれど娘である千珠さんが怯えているのに、まったく気にしていないようだわ。それってひどいことではないかしら」

　賀か茂もは、千珠と猿鬼を同じ居所に住まわしている。あんなに怯えているというのに。

「千珠姫は養女だ」

「それでも……！」

　養女というなら、花菜とて彪ひよう吾ごとは血が繫がっていない。けれど彪吾が花菜を蔑ないがしろにしたり怖がらせたりしたことなど一度もないし、愛情を疑ったことだって欠片もない。

「御子。千珠姫は気の毒だが、主が何を考えて猿鬼を邸に住まわせているのか、千珠姫と閨ねやを共にさせているのか、そなたが理解する必要はない」

「理解する必要はないって、ですが……！」

「主は本来己の居所であるはずの寝殿に猿鬼を住まわせている。互いの間で取引が為されているのかもしれないし、あるいは主は脅されているのかもしれない。だがそういった事情を鑑みるまでもなく、貴族とはそういう存在ということだ」

　つまり高貴な方々の考えていることなど、平民には想像もつかないと、そういうことか。

　だが納得できなくて、知らず頰ほおが膨れていたようだ。高遠は目を細めると、灯りを持たない方の手で、花菜の頰を軽くつついた。

「た、高遠殿っ？」

　何をするのです……っ、と慌てて飛び退すさると、その分高遠は距離を詰めてきた。さらには近く覗のぞきこんでくるから、花菜は咄とつ嗟さに高遠の胸を押し返してしまう。

　とん、と押された高遠は、だが怒りを見せることなく、むしろおかしそうに目を細めた。

「御子は懲こりぬ人だな。蘇す芳おう丸まるの時もそうだったが、今度は千珠姫を気にかけ、千珠姫のために怒っている。己こそが囚とらわれの身であるというのに」

「……それは」

　言われて初めて、花菜はそんな自分に気づいた。

　──匡一郎さま以上に大事な人はいないのだから、もう心は揺らさないと思っていたのに。

「そなたのそういうところを、俺は好ましいと思う。そなたが甘さゆえに危機に陥おちいった時には、俺が盾となり刀となって、そなたを守ろう」

「……」

　直ちよく截さいな言葉を受けて、花菜の頰はうっすらと赤みを帯おびてゆく。

　じっと見つめられると落ち着かない。花菜はふいと視線を外しながら、この互いの間に漂ただよう微妙な気を払った。

「と、ところで高遠殿、笛は取り戻せたのですか？」

　花菜を紅色の悪夢から救ってくれた笛の音は、確かに高遠のものだった。だがその問いに、高遠は意外にも首を横に振った。

「猿鬼はあの笛が獣の力を削そぐことを知っているようだ。今日使ったのはこの笛だ」

　腰に差していた布で巻かれた笛を取り出すと、花菜に見せる。

　確かに龍の頭がついた龍りゆう笛てきではなく、それはごく普通の笛だった。

　対神用の武器であるということだけでなく、あの笛は母の形見、高遠の宝なのだ。なんとかして奪だつ還かんできないだろうかと頭を捻ひねっていると、高遠は微かに口こう角かくを上げて笑んだ。

「いずれ取り戻す機会もあるだろう。だがもしそなたにそんな好機が巡ってきたとしても、奪い返そうなどと思わぬように」

「そ……」

　花菜の心情を見透かしたような言葉に、思わず声が詰まる。

　高遠は本当に勘かんが鋭い。

「俺が鋭いのではなく、御子が分かりやすいのだと思う」

「高遠殿、わたしの心をそうひとつひとつ見透かさないでください！」

　もう……！　と唇くちびるを小さく尖らせると、高遠はまた笑った。

　笑われることが不本意で、花菜は高遠を睨にらみつけた。だが高遠の浮かべる微笑、そして双そう眸ぼうがあまりにもやわらかかったものだから、またしても落ち着かなくなる。

「た、高遠殿は、こちらの主とどのように巡り合ったのですか」

　慌てる自分をごまかすように問いかけると、高遠の笑みがすうと消えた。

「あ……すみません、今のはなしにしてください」

　何か話せない事情があるのかもしれないと、花菜はすぐに言葉を翻ひるがえす。だがそんな花菜に、高遠は別に構わない、と、とても平静だった。

「賀茂さまの妻の兄が俺の父なのだ」

「え。では縁戚ということですね？」

　ということは、高遠は貴族の生まれということではないか。

　驚く花菜に対し、高遠は軽くうなずいた。

「父も母も俺が幼い頃に身み罷まかっている。賀茂さまは幼少の頃の俺の後見人だ」

「……そうですか」

「一時は養子にという話もあったが断った」

「なにゆえです？」

「貴族は性に合わない」

　あまりにもそっけない返事に花菜は目を丸くし、だがそれがとても高遠らしい言葉だったから、思わず小さく笑ってしまう。

「ふふ、確かに」

　くすくすと笑みを零こぼすと、高遠もまたやわらかく目を細める。

「御子は巫み女こ姿すがたも姫ひめ装しよう束ぞくもとてもよく似合っているな」

　今花菜が身に着けているのは、単は菱ひし模も様ようのある淡あわ紫むらさき、袿うちぎは二ふた陪え織おり物もので、中紫色の小葵の地に、白い蝶ちようを象かたどった文様がついている。

「そ……、で、ですがやはり普段の姿の方が好きです。切きり袴ばかまではないので歩きづらいですし」

　長なが袴ばかまは引きずるように長いので、気をつけていないと転びそうになるのだ。

「ああ、気づかずすまなかった」

　と、高遠がいきなり抱きかかえようとしたものだから、花菜は小さく声をあげた。

「きゃ、た、高遠殿、別にわたしは抱き上げてくれと申したのではありません！」

　思わず触れる高遠の手を叩いてしまう。

「遠慮せずともいい」

「遠慮などしておりませんから！」

　匡一郎ならば、絶対に分かって言ったりやったりするだろうが、高遠にそういう気は少しもないようだ。

　叩かれた手を見て、遠慮はしていないのかと呟つぶやきながら、のんきに首を傾げているのだから。

　その時、ふ、と花菜の意識に何かが触れた。

「……？」

　高遠もまた何事か感じたようで、一瞬で顔を引きしめ、周囲を油断なく見回した。

　すると──。

「な……っ!?」

　花菜は思わず声をあげそうになり、だが高遠の掌てのひらに唇を覆おおわれた。

「……っ」

　手を離して、と首を振ることすらできなかった。

　花菜の目は、あるものに向いたまま動かすことができない。

　──あ、妖あやかし!?

　全身純白に包まれた、靄もやのようなものが、庭の池の辺りでゆうらりと揺れていたのだ。

「御子はこちらに」

　高遠は鋭くそう言うと、庭へ飛び降りた。そして白い靄を追いかける。

　──速い！

　高遠はあっという間に白い靄まで接近した。だが白い靄は高遠がすぐ傍までやってくると、いきなりその場から搔き消すように見えなくなってしまった。

「あっ？」

　慌てて辺りを見回すが、白い靄はどこにもなかった。

　見たことのない不可解な存在が気味が悪くて、花菜は小さく首を竦すくめた。──と、

「ゃ、きゃあっ！」

　まさに目と鼻の先に、再び白い靄が現れたものだから、花菜は思わずその場に座りこんでしまった。

「御子！」

　駆け寄る高遠が素早く抜刀し、それに向けて太た刀ちを振り下ろした……！

　だがまたしてもゆうらりと揺れた白い靄は、その場から消え失せた。

「な、なんなの、今のは……」

「御子、大事ないか」

　掌を差し伸べられ、思わず縋すがりそうになる。だが、

「だ、大丈夫です」

　震えながらそう言い、ひとりで立ち上がった。差し出した自らの手を所在なく見る高遠に悪いと思いながらも、花菜は今見た白い妖のことで頭がいっぱいだった。

「あれは、も、物ものの怪けでしょうか……」

「噂うわさで聞いたことがある。京処みやこの貴族の邸に現れる白い妖かもしれない」

「白い、妖？」

　そんなものが京処みやこには出るのか。

　獣との戦いを何度も経験していても、出たり消えたりする妖の類たぐいはひどく苦手だった。

「随ずい身じんらに見回りを強化させよう。──御子、恐ろしいのであれば朝までそなたの傍から離れずにいよう」

「は。……え、い、いえ、そういうわけには参りません」

「声が震えているが」

　そんなことを言われると、頼るのではなく大丈夫だと言ってしまうのが花菜だった。

　声が震えないように、腹に力を込める。

「高遠殿、今こ宵よいはお付き合いいただきありがとうございます。座所に戻りましょう」

　そそくさと歩きだす。

「御子、そのように急せいてはつまずく。あ」

　ものの見事に転んだ花菜は、恥ずかしくて顔を真っ赤にしながら慌てて立ち上がった。

「御子はやはり俺に抱き上げてほしいのではないか？」

　真剣な声でそう問われた花菜は、違います！　と返し、今度は袴に足を取られないよう、慎重に西にしの対たいへと戻った。
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　匡きよう一いち郎ろうが足を運んだ楽がく所そには高たか遠とおと蘇す芳おう丸まるの姿はなく、白い妖あやかしが出たという貴族の邸を調べた彪ひよう吾ごも、花はな菜なに繫つながる情報を得ることはできなかった。

　──一日が過ぎてしまった。

　無事であると信じている。だが不安は常に匡一郎の胸に押し寄せ、いたたまれない気持ちにさせる。

　苛いら立だちは募つのり、今は奥に沈んでいる荒ぶる神としての凶暴な魂が、じわじわと浮き上がってきてしまいそうになる。

　眠ることもできず、一晩中闇やみ雲くもに京処みやこを捜し、結局何も摑つかめずに朝を迎えた。

　匡一郎たちは、また昨夜白い妖が貴族の邸に出たと朝あさ餉げの席で尊たか平ひらに聞かされた。

「今までは目撃した者たちが多少痛い目に遭ったくらいなのですが、昨夜はとうとう邸の当主が傷つけられたのだそうです。……恐ろしいことです」

「額ひたいの紅あかい印しるしを、やはりつけられているのか？」

「その場にいた全員に、だそうです。うう……、神かみ結むすびさま、まだ呪いを解く妙案は浮かびませぬか？」

　額に紅い印をつけられている尊平は、明日は我が身かもしれないと思ってか、顔色も悪い。

　身体からだを震ふるわせながら、尊平は彪吾に縋すがるように目を向けてくる。だが彪吾は、悪いねと軽く首を振ると、京処みやこの地図は用意できるかと問うた。

「どの邸に白い妖が現れたのか位置を確認しておきたいのだ」

　彪吾の言葉を受けて、尊平はすぐさま地図を持ってきた。

「高い身分の貴族の邸という以外、共通する事項はないようだね」

　随ずい身じんの数を増やしたり、また陰おん陽みよう師じを自邸に配した貴族もいるのだという。

「神結さまは、今日はどちらへ？」

「朝のうちにもう一度賀か茂も家へ行こう。その後は白い妖が出たという貴族の邸へ」

「ではお供仕ります。昨夜白い妖が出た館は、よく存じ上げておりますゆえ」

「尊平、勤めは？」

　尊平は大丈夫ですとうなずいた。

「師より、神結さまが京処みやこにおられる間はお仕えせよと言われております」

「では、よろしく頼むよ、尊平」

　準備を整えると、三人と一匹は昨日同様、賀茂家へと向かった。
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　朝あさ餉げのあとで、花はな菜なは千せん珠じゆから居所に招かれた。

　花菜もまた、千珠に猿えん鬼きのことを訊ききたかったから、女房に猿鬼がいないことを確かめたうえで、母も屋やへと向かった。だがその前に、千珠付きの女房から鋭するどく意見された。

「巫み女こ姫さま、姫の御座に刀を持ちこむことはお控えくださいませ」

　たとえ猿鬼が留守だとしても、この館で刀を離したくはない。ただ花菜の警戒心を女房に言っても、きっと理解してくれないだろう。

　信頼できる者に預けることができたら、と思ったのだが、この館で唯一の味方である高たか遠とおは主あるじに呼ばれ、今花菜の傍かたわらにいなかった。

「そもそも女によ人にんが常に帯たい刀とうする必要などございませんでしょう。館内には随ずい身じんが常時おりますゆえ、御おん身みの安全は保証いたします」

　女房の再三の戒いましめに、花菜は小さく息をついた。

「この館はわたしの住まいではなく、何が起こるか分かりません。わたしは確かに女ですが、常より刀を持って生活しています。それが日常なのですから、場所が変わったからといって、それを違たがえることはできません」

　強情だと思われても構わなかった。今花菜は、自分の身は自分で守らなければならないのだから。

　きっぱりとそう言いきると、女房は絶句し、そうして渋々と帯刀することにうなずいた。

　賀か茂も邸の正殿の母屋は、花菜が連れ攫さらわれてきた時に寝かされていた場所だ。

　千珠は花菜がやってくると、淑しとやかに頭こうべを垂たれた。

「お招きいただきありがとうございます」

　花菜は左手側に刀を置くと千珠の前に座り、同様に頭を下げた。

　千珠は花菜の白い愛刀をちらりと見たが何も言わず、儚はかなげに微笑した。

「御み子こ、実はわたくし、あなたにお願いがあるのです」

「はい？」

「わたくし、あなたの巫女舞を見てみたいのですわ」

「巫女舞、ですか？」

　ええ、と千珠はうなずいた。

「美しい舞と伺うかがっております。是非拝見させてくださいませ」

「それは構いませんが……」

　神かみ結むすび神社に伝わる舞は、速い足あし捌さばきのものが多い。この長い袴はかまでは昨夜のように転んで粗そ相そうをしてしまいそうだった。

　花菜はしばし考え、比較的動きのゆっくりとした舞を選んだ。

　採とり物ものが刀ではたおやかな千珠は怯えてしまうだろう。花菜は侍女に押しつけられた檜ひ扇おうぎを開き、千珠の前に立った。

　手をゆっくりと上げ、鳥が羽ばたきをするかのように上下させる。そうやって腕を動かしながら、ゆうるりと旋回した。

　足の爪つま先さきの感覚が心こころ許もとないが、常より動きを大きめに取って、揺らがないように注意を払う。次第に慣れてゆくと、花菜の足捌きは少しずつ速さを増していった。

　檜扇をくるくると回しながら、腕自体も緩ゆるやかに上下させる。

　最初こそ力が入っていたが、それもまた忘れ、花菜は普段どおり空を舞うように軽やかに身を動かした。

　やがて旋せん回かいの動きを少しずつ収め、最初に立った場所にぴたりと止まる。

　開いていた檜扇を、音を立てて閉じると、一いつ拍ぱくし、礼をした。

「……千珠さん？」

　見れば千珠は、はらはらと涙を零こぼしていた。

「──」

　細い吐息交じりに、千珠は何事か小さく呟つぶやいた。聞こえなくて、そして何な故ぜ涙を流すのか分からなくて、花菜は戸惑いながら千珠の前に座りこんだ。

「あの……？」

　千珠はほっそりとした指先で己の涙を拭ぬぐうと、微かすかに笑みを浮かべた。

「ごめんなさい、なんでもありません。……とても美しい舞ですわね」

　困惑はしていたが、花菜は気を取り直してにっこり笑った。

「ありがとうございます。巫女装束でしたらもう少し身軽に舞えましたが」

　花菜の笑顔につられたように、千珠は目を細めた。だがその笑みはすぐに千珠の面おもてから消えてしまう。

　涙を拭った指先を花菜へ伸ばすと、千珠は檜扇を持つ花菜の手に、自らの掌てのひらを重ねた。

　ひんやりとした冷たい手だった。

「御子、わたくしは……」

「……はい？」

「わたくしを、どうぞ助けて」

　瞳を潤うるませる美び麗れいな姫が、吐息のように密ひそやかな声で懇こん願がんする。

「助ける……。それは猿鬼から、ですか？」

　千珠は猿鬼の名が出た瞬間、びくりと身を震わせた。そして我に返ったように大きく目を見開くと、花菜の手の甲から慌てて掌を離した。

「あ、……わ、わたくし、……今の言葉はどうぞ忘れてくださいませ」

「千珠さん、ちゃんと言ってください。あなたは猿鬼が、負ふの言こと霊だまの輪に繫つながれた獣けものだと知っているのではないのですか？　そして猿鬼に脅おどされているのでは？」

「ち、違います。わたくしは……」

　千珠はそう言うなり顔を両手で覆おおってしまう。

「姫さま、お父上さまが」

「姫、……おや、巫女姫もいらしていたか」

　賀茂は傍かたわらにやってくると、千珠と花菜へ向けてにっこりと笑った。

「千珠姫、客が来ているのだがいつものように頼むよ」

「はい」

　千珠は顔から手を離すと、俯うつむいたまま静やかにうなずく。

「巫女姫、申し訳ないのだが西にしの対たいに戻ってはくれないか？」

「あ、はい」

　立ち上がった花菜に、

「今日高遠は楽がく所そにやったから、戻ってくるのは夕刻になる。ひとりでも寂さびしくないね？」

　からかうようにそう言われた花菜は、内心むっとしながらも、大丈夫ですとそっけなく返した。

　千珠の『客』とはなんだろうと首を傾かしげながら、西対へと続く渡わた殿どのを歩いた。

「客ってなんですか？」

　側そば付づきの侍女に訊ねると、

「千珠姫さまは占せん者じやとしての才が大層おありになる方なのでございます」

「占者」

「失うせ物を捜したり、行く末に不安のある方の先を予見したりするのでございますよ」

「不思議な力をお持ちなのですね」

「左様にございます。姫さまは神の御使いであると、お父上であられる中ちゆう納な言ごんさまも仰おおせです」

　──人ながらそういう力を持っているから、猿鬼に狙われてしまったのかしら。

　助けて、と哀願した千珠の細い声を思い出して、花菜は暗あん澹たんたる思いに駆られる。

　花菜も力になりたいが、人を助けるどころか自身もまた囚とらわれの身なのだ。今の自分にできることは何もない。

　猿鬼はあの紅あかい闇の夢の中で花菜が戦っている時、『こんなにも弱いのか』と言っていた。あまりにも弱いから飽きたというのなら、『弱い自分で』結果的によかったのか。それはひどく複雑だが……。

　高遠に憑ついている兎う執しつと戦った時、花菜は獣たちもまた苦しんでいることを知った。

　どうにかならないのだろうかと、その時シンと胸が痛んだけれど、猿鬼のような獣がいると知ると、そんなふうに考えること自体、無む駄だであるかのように思ってしまう。

　花菜には猿鬼がなにゆえ己を攫ってまで力を試そうとしたのか、まったく分からない。

　もしかしたら、ただ退屈だったから、などという理由なのかもしれないのだから。

　神たちの戦いの中で、人の力はあまりにもちっぽけだ。

　猿鬼が最初から本気を出していたら、花菜はあっという間に絶命していただろう。

　──己の命すらどうなるか分からないのに、どうにかしよう、なんて無茶なことなのかしら……。

　普段ならば、そろそろ洗い物を干し終え、小滝まで行って水みず汲くみをしている頃だろう。

　家事や奉仕をこなしつつ、時間が空あいたら書物を読んで……。変わらないけれど、穏やかな日常を愉たのしんでいたはずだ。

　この先本当に神結島に帰れるのかという不安が、花菜の胸の中には常にあった。ここでひとりきりでいると、どんどん落ち込み、気分が暗くなってゆく。

「……剣の稽けい古こでもしようかしら」

　賀茂からは客人という扱いを受けているのだから、庭の隅すみで刀を振っていたって文句は言われないだろう。

　花菜は重い袿うちぎを脱ぎ、この館にやってきた時の小こ袖そでと袴はかまに着替えると、御み簾すを上げた。

「巫女姫さま、何処いずこへ？」

　側付き、というより、監視役のような侍女が早速声をかけてくる。

「剣の稽古をしてきます」

「剣の、稽古……!?　そ、それはお待ちくださいませ！」

「日課なのです。どうぞお構いなく」

「そういうわけには……、ちょ、巫女姫さま！」

　花菜は気にせず廂ひさしから簀すの子こ縁えんへと向かい、庭に飛び降りた。

「まあっ！」

　なんてはしたない、と後ろで侍女が悲鳴めいた声をあげたが、花菜は大おお袈げ裟さねと肩を竦すくめて、庭の隅で早速刀を抜いた。

　父に教えられたさまざまな型を、何度か繰り返す。

　それを見た侍女は目を剝むいていたが、構わず花菜は普段どおり剣の稽古を行った。

「……ふうっ」

　しばらくして、少し汗を搔かいたかしらと息をついた、──その時。

　会いたくて会いたくてたまらなかった顔が目に飛びこんできて……花菜は言葉を失った。

「……兄、さ……？」

　たった二日。

　たった二日会っていないだけなのに、その姿を目に映した途端、胸が締めつけられるほどの切なさが花菜を襲った。

「兄さま、父上……」

　匡きよう一いち郎ろうと彪ひよう吾ご、猫姿の王おう虎こ、それに久しぶりに見る綾あや女めの兄、尊たか平ひらが、花菜がいる西の向かいにある東ひがし中ちゆう門もん廊ろうを歩いている。

　花菜の震える足が、匡一郎に向けてゆっくりと動いた。

　一歩、二歩。次第に速さを増し、花菜は泣きながら匡一郎たちへと走り寄った。

「兄さま──っ！」

　喉のどが痛くなるほど大きな声で匡一郎を呼んだ。

　だが。

「兄さま、父上……っ！」

　悲鳴のような声で叫んでいるのに、匡一郎も彪吾も、花菜の方を見もしない。

　──どうして……!?

　互いの距離は一いつ反たん程度、声が聞こえないわけがない。それなのに皆こちらを見もせず、東対ひがしのたいへと入っていってしまう。

　──わたし、幻影を見ているの？　あれは本当の兄さまではないの……？

　何度も猿鬼の幻影に惑まどわされた花菜は、己の目が見ているものが夢か現うつつか、絶対と断言ができなかった。

　幻影かもしれない……それでも匡一郎たちを追いかけずにはいられなかった。

　賀茂は匡一郎たちを、東対の母屋に招いた。

「──わたしの娘がかどわかされたために、京処みやこへやってきた次第です」

　最初の方は聞き取れなかったが、そう言った彪吾の声がはっきりと響いた。

　御み簾す越しだが二日ぶりに聞く父の声に、花菜は思わず涙ぐんだ。

「それはさぞかしご心配でしょう。わたしにも娘がおりますゆえ、そのお気持ちは痛いほどよく分かります」

「先日神結島に楽がく人にんらがやってきた。その者たちは賀茂家当主の手の者だと聞いている。花菜をかどわかしたのは貴方ではないのか」

　匡一郎のそれは、花菜がこれまで聞いたことのない声だった。

　低く、憤りを必死に抑えこんでいるかのようなその音に、眦まなじりに溜まった涙がぽろぽろと零れ落ちた。

「さてそれは初耳」

　惚とぼけたような口調の賀茂を前に、匡一郎は立ち上がった。

「邸内を見せていただこう」

　そう言って匡一郎は御簾をめくり上げ──花菜と対たい峙じした。

　鼓動が一際高い音を奏でる。

　会えた。捜してくれていた。会いたくて会いたくてたまらなかった……。

　花菜は震える指先を匡一郎へ伸ばした。

　それなのに匡一郎は、花菜を、すい、と避けて正殿の方へと歩いていってしまう。

「に、……兄、さ……」

　匡一郎の目には、花菜は映っていなかった。その存在を、匡一郎は認めてはくれなかったのだ。

　足元ががらがらと崩れ落ちていってしまうかのような衝撃を感じる。

　──兄さまに、わたしは見えていない……。

「噓うそでしょう……」

　こんなに、触れるほど近くにいるのに、花菜の顔も、声も、匡一郎には分かってもらえないなんて……。

　花菜は御簾を上げると、母屋に足を進める。その場にいた彪吾たちは、いきなり御簾が捲れ上がったために驚いていたが、匡一郎同様、花菜がそこにいることに、まったく気づかない。

「悪いた戯ずらな風の仕し業わざかな」

　飄々とそんなことを言う賀茂をキッと睨にらみつけたが、花菜はすぐに彼から視線を外し、彪吾に駆け寄った。

「父上、わたし、ここにおります……！」

　両手を伸ばして彪吾の腕を摑つかもうとした。だがいくら手に取ろうとしても、見えない何かが邪魔をして触れることがどうしてもできない。

「王虎っ、本当に見えていないの!?　ねえ！」

　猫姿の王虎に向けて叫んだ。

　すると王虎は、ピンと尻尾を立て、微かに鼻を蠢うごめかす。だがやはり花菜には気づいてくれなかった。

　彪吾は不審げな顔をしつつも、王虎と尊平を連れ、匡一郎同様母屋から出ていってしまう。

「無駄だよ」

　呟いたのは賀茂だった。花菜を哀あわれむような眼まな差ざしをしながらもゆったりと微笑み、首を振った。

「……っ」

　賀茂には花菜が見えているのに、匡一郎たちにはわからない。……それは。

「猿鬼の呪しゆ、なのね」

「猿鬼。そう、百さ々さ羅らの呪はよほどのことでなければ解けない。百々羅が解くと言うか、そなた自身が百々羅より力を得た時しか、ね」

　まあそれは絶対に無理だろうが。

　やわらかな微笑を浮かべながらそう断言した賀茂を、花菜はキッと睨みつける。母屋を飛び出し、匡一郎を追った。

「兄さま、わたしっ、ここにおります……！」

　だが声を嗄からすほど叫んでも、匡一郎には聞こえなかった。

　彪吾にも、王虎にも。

　匡一郎たちは隈くまなく館内を回ったが、とうとう花菜を見つけることはできなかった。

　すぐ傍そばにいるのに。

　やがて捜し尽くした匡一郎たちは、再度賀茂の待つ母屋にやってきた。

「もし白髪の巫女の噂うわさを耳にしたら必ずそなたらに伝えよう」

　賀茂はしゃあしゃあとそう言ってのけると、憤りを募つのらせた匡一郎、沈ちん鬱うつな表情の彪吾らは、賀茂邸を出ていってしまう。

「待って──っ！」

　己に呪がかけられていることも忘れ、花菜は追いかけた。

　──行ってしまう。厭いや、行かないで……！

　心から叫んだその時、ふ、と何かに惹かれるように、匡一郎が振り返った。

「──花菜？」

　探るようにその場に視線を据すえる。

　確かに花菜と目と目が合っているのに、それでも匡一郎には己の姿が映っていない。

「兄さま……」

　手を伸ばす。そっと匡一郎の頰ほおの、そのすぐ傍で、指を這はわせる。

　水のような膜が花菜の周囲に巡らされているから、触れることはできない。けれど温もりは伝わってきた。

　匡一郎もまた、頰の辺りに熱を感じたようだ。眉根を寄せて頰に触れるが、その時花菜の指は弾かれてしまう。

「兄さま、匡一郎さま……」

　涙に濡ぬれた声で、匡一郎を呼ぶ。

「花菜……？」

　匡一郎の手が、戸惑うように花菜のいる場所に伸びてきた。今にも触れそうなほど、指先が近づいてくる。

　だがその時、

「う、わぁっ、曲くせ者もの……！」

　尊平の叫び声に、匡一郎はハッと振り返った。

　外に出かけていた彪吾が、何者かに羽は交がい締じめにされていた。その姿を見るなり、匡一郎は邸の外に飛び出してしまう。

「白髪の御子だ、摑まえたぞ！」

　彪吾を拘束する男──さらに数人は、目を爛らん々らんと光らせていた。

「ち、父上！」

「噂のとおりだったな。よもや白髪の御子が自ら島から出てきたところに出くわすとは。わしは運がいい！」

『白き髪の子は女神の血を引く。この白き髪は今の世では瑞ずい兆ちようの徴しるし、その子を手しゆ中ちゆうに収めれば女神の力を得、この世の春を謳おう歌かすることができる』

　白髪の御子は、そう言われていた。

　だから花菜をかどわかそう、或あるいはそれほど乱暴な手段ではないが、嫁として迎え入れよう、などという輩やからがよく神結島にやってきた。

『白髪の御子』。

　だがそれは花菜だけでなく、彪吾もまた当て嵌はまる。

　自分がかどわかされたために、京処みやこにやってきた彪吾まで危機に陥おちいっているのだ。

　花菜は己に呪がかかっていることも忘れ、門から外へ飛び出しかけてしまった。

「あ、ああああ──っ！」

　だが即座に猿鬼の呪が襲いかかり、花菜は再び全身火に包まれてしまう。

　──これは幻影……！

　懸命にそう思うのに、どうしてもこれが現ではないと感じられなかった。

　──意識を失っては駄目。すぐ傍に兄さまが、父上がいらっしゃるのに……！

　強い意思は、だが激烈な痛みに少しずつ席せつ巻けんされてゆく。

　本物の痛みではないのに、花菜の心はまたしても幻影に取りこまれていってしまった。

「花菜はうつけだねえ」

　ふふ、と笑う猿鬼が、倒れ伏した花菜を立ったまま見下ろしていた。

「我われがいる場所だというのに、たやすく瞼まぶたを閉じようとしている。──死んでしまうかい？」

「……ぁ、……」

　猿鬼は無造作に花菜を起こした。

　弱々しく腕を振るが、まるで力が入らない。

「ねえ花菜。おまえが『兄さま』と呼んでいた奴、あれ、龍王だよね？」

「……」

　ほんの百五十年ほど前に見た時には、童わらわ姿だったのにと言いつつ、猿鬼は己の顎を撫なでた。

「あんまり観みすぎるのはつまらないから、【目】は使わなかったんだが。なーるほどお。おまえを守っていた水神は、千ち生お音ねではなく龍王であったか。龍や蛇へびの性しようは水を喚よぶからね」

　猿鬼の腕が花菜を抱き上げる。

　触らないで、と言ったのに、花菜の唇くちびるからは掠かすれた息しか出てこない。

「おまえと龍王は、千生音と冠かむ威いと同じなのだな」

　興味深いことだぞ、と猿鬼はひどく嬉しげに顔を綻ほころばせた。

「しかも傍らには高遠がいる。なるほどこれはとても面おも白しろい」

　花菜には猿鬼が何を面白がっているのかまるで分からなかった。

「おまえの命は、今は奪とらずにいよう。生かしておいた方が愉たのしいことになりそうだ」

「……に、を」

「うん？」

「なに、を……言っている、の……」

　掠れた声で、漸ようようそう問うと、にい、と猿鬼は唇の端を吊り上げた。

「ふふ。花菜、おまえはなにゆえ己が誕生したか、その意味を考えたことはあるか？」

「……い、み」

「そうだ。知っているか？　白髪の御子は大抵百二十年にひとりという周期で生まれてくることを。そしておまえを除いて、これまでの白髪の御子は、皆男子おのこであることを」

　花菜は、重い瞼をじわりと開ける。

　──白髪の御子は男子ばかり……？

「だがおまえには何もかも当て嵌はまらぬ。十五番目の御子、榊さかき彪吾がまだ生きている間におまえは誕生した。しかも女子めのこだ。──我には何者かの力が作用しているようにしか思えぬ」

　何者か、と言っているのに、猿鬼にはそれが誰なのか薄々分かっているようだった。

「花菜、我はおまえにひとつ忠告しておいてやろう。あまり龍族を信用しない方がいいぞ。龍王も、千生音もな」

　ひっそりと耳元で囁ささやかれる。

「ど、ういう……」

　謎掛けのようなことばかり言うが、肝心の答えは黙ったままだ。猿鬼はあっさりと花菜を母屋まで運んだ。

「おまえにはもう少し愉しませてもらえそうだ」

　猿鬼はとても丁寧に花菜を横たえた。そして閉じるまいと懸命に見開いている両目の上に掌を翳かざす。

「眠っておけ。おまえはこれまでの御子らと比べ、ありえないほど脆ぜい弱じやくだ。だがそれも我の仮説が当たっていれば当然のことだろう」

　猿鬼は何か、とても大事なことを言っているのではないか。

　だが掌を翳された両の瞼は、否いや応おうなく落ちていってしまった。





[image: ]






「う、わぁっ、曲くせ者もの……！」

　尊たか平ひらの間の抜けた叫び声に、我われに返った匡きよう一いち郎ろうは背後を振り返った。

　武士と思おぼしき直ひた垂たれ姿の男が五人、彪ひよう吾ごの周囲を取り囲んでいた。しかもひとりは彪吾の背後に回り、羽は交がい締じめにしている。

「白髪の御み子こだ、捕つかまえたぞ！」

「噂うわさのとおりだったな。よもや白髪の御子が自ら島から出てきたところに出くわすとは。わしは運がいい！」

「父上、何をなさっているのです」

　こんな雑ざ魚こに捕まるなんてと、ただでさえ機き嫌げんが悪い匡一郎は、剣けん吞のんな目をして彪吾を睨にらみ据すえた。

「面めん目ぼくない」

　彪吾もまた、花はな菜なが見つからなかったことで気落ちしていたのだろう。門を出た瞬間に、待ち構えていた男らに捕らえられてしまったようだ。

　匡一郎は男らに軽く目を向ける。

「運がいい、と言ったのは貴様か」

　逞たくましい体たい軀くの男は、無造作に近づいてきた匡一郎を見て、己の方が上うわ手てだと思ったようだ。

　顔を歪ゆがめて笑いだす。

「もちろんだ。従者もろくにつけずにこんなところをほっつき歩いている方が悪い」

　かかってくるなら相手をするぞ、とにやにや笑う。

「……匡一郎。殺せつ生しようはいけないよ」

　捕らえられている彪吾はひっそりとため息をついて、一応制止しようとした。

　匡一郎は未だに下げ卑びた笑いを見せている男の顔に、目にも留まらぬ速さの拳こぶしを繰り出した。

「ふ、が……っ！」

　拳はごく軽く当たったようにしか見えなかったのに、大きな体格の男は背後にばったりと倒れてしまう。

「太た刀ちは使いませんよ」

　匡一郎は拳をぶん、と振ると、残りの四人をあっという間に倒した。

「……お、起きた時には顔が変わっているかもしれませんね……」

　恐る恐るそんなことを言う尊平に返事をすることなく、匡一郎は歩きだした。何事もなかったように彪吾もまた隣に並ぶ。足元にいた王おう虎こがにゃあにゃあとうるさいから、彪吾は猫をひょいと抱き上げた。

「にゃ、にゃあっ！」

「分かっているよ、もう油断はしないから」

「か、神かみ結むすびさまは猫の言葉も分かるのですか」

　慌あわてて並んだ尊平が、まじまじと彪吾と王虎を見比べる。

　対する彪吾の返事は、苦笑交じりのため息だった。

「では昨夜白い妖あやかしの襲撃に遭った邸にゆこうか」

「はい。では案内いたします」

　匡一郎はもう一度賀か茂もの邸を振り返った。

　確かに邸の中に花菜の姿はなかった。だがどうしても気にかかって仕方がない。

　──あの時頰ほおに感じた温もりはなんだったのだろう……？

　春風よりやわらかく、まるで花菜の掌てのひらのような温もりだった。

　──花菜。

「匡一郎？」

　彪吾に呼ばれた匡一郎は、賀茂邸に心を残しながらも歩を進めた。




















[image: ]






　久しぶりに穏やかな夢を見たように思う。

　花はな菜ながまだ雪ゆき白しろの名で、匡きよう一いち郎ろうもまた克こつ己き王おうという幼名だった頃のことだ。

　今思えば、匡一郎は負ふの言こと霊だまの輪から外はずれたばかりで、人としての生活は珍しかったのだろう。一度見たことは忘れなかったが、初めてする仕事は戸惑うこともあったようで、意外と他愛ない失敗を何度かしていた。

　──水の神だから、かしら。あの時はびっくりしたわ。

　毎日必要な水を小滝から汲くんでくる仕事は、幼い雪白にとってがんばりどころであった。

　何度も往復するのは大変だったが、雪白はさらさらと水が流れ落ちる小滝が大好きだったから、辛いとは思わなかった。

　だがある日、いつもように水を汲みに行って戻ってきたら、瓶かめにはすでに水が溢あふれるほど入っていたのだ。

『え、……ええっ？　どうして？』

　朝見た時には確かにまったく水は入っていなかったはずなのに。

　びっくりして、雪白は慌あわてて父の元へ走った。

　事情を話すと、彪ひよう吾ごはちょっと困ったように笑って、克己王を呼んできてくれるかい？　と雪白に頼んだ。

　言われたとおり克己王を彪吾の元へ連れてゆくと、

『雪白は室へやに戻っていなさい』

　と父は言う。けれど雪白は気になって、そっと様子を窺うかがっていた。

　彪吾は克己王へ、少し厳しく、だが諭さとすように話しはじめる。

『人には腕があり足がある。生きてゆくうえで必要な力はきちんと持っているのだ。そこに神の力は必要ない。人として生きるつもりでいるのならば、今後力は使わぬように』

　彪吾の言葉の意味を、雪白はまるで理解できなかった。だが克己王の方は、少しふてくされたような顔をしたものの、渋々とうなずいたのだった。

　それからは勝手に水瓶がいっぱいになることはなかった。

　今ならば分かる。水神たる龍王……匡一郎が、龍の性しようをほんの少し解放したか、或あるいは黒い珠たまの力を使って水を引き寄せたのだろう。

　神力を使うことなく、彪吾に諭され、自ら学びながら、そうやって匡一郎は、人としての生活を少しずつ体得していった。

　ほっとするような、穏やかな日常の風景。

　そんな夢を久しぶりに見た花菜は、ゆっくりと目覚めた。

　周りは、すでに薄暗い。

　現うつつへと戻るなり、花菜は細いため息をついた。

「……兄さま」

　はっきり覚えている。

　この邸に、確かに匡一郎たちがやってきたことを。

　それなのにまだ自分はここにいる……。

　見開いたままの瞳から、涙が溢れた。

　──わたしは本当に、この場所から出ることができるの？

　匡一郎や彪吾たちがあんなにも近くにいたのに、視線は、手は、花菜を擦り抜けていってしまった。

「……ぅ」

　溢れる嗚お咽えつを止めることができない。

　花菜は喉のどを震わせながら、ぽろぽろと涙を零こぼし続けた。

　そっと花菜の濡ぬれたこめかみに、冷たい指が触れた。

「……っ？」

　ひとりきりと思っていた帳台には千せん珠じゆがいた。そのことにいまさら気づいた花菜は、小さく声をあげた。

「千珠さん……？」

「お加減はいかがです？」

「あ、だ、大丈夫です」

　よかった、と千珠は微笑した。

「何か食べるものをお持ちいたしましょう。長く眠っておいででしたから」

　足が不自由だと思っていたが、千珠はすう、と立ち上がった。その動きに、花菜は微かすかに違和感を覚える。

　衣擦れの音はするが、身体の動きが、どこかおかしいように感じるのだ。

　だがそれは薄暗いからとだろうと思い直した花菜は、

「千珠さん、ありがとうございます」

　花菜の傍そばにずっといてくれたのだろう。礼を言うと、千珠は儚はかなげな笑みを浮かべ、いいえと首を振った。

「明日の宴うたげで、御み子この舞を見られるのを愉たのしみにしていますわ。宴えん席せきには貴族の方々だけでなく、鎌かま蔵くらの武士の方も来られるのだそうですよ」

「……そう、ですか」

「舞の装しよう束ぞくは、父が張りきって用意しているようですわ」

　そんな大勢の前で舞うなんてと憂ゆう鬱うつになるが、仕方がない。

　──舞を舞ったあと、絶対に帰るわ。

　花菜は真まっ直すぐに顔を上げると、あらためて心に誓ちかった。










　翌夕刻のこと。

　賀か茂も家では客人を数十人も迎えた盛大な宴が催された。

　この日は賀茂の賀の祝いということで、引出物が客人らへ渡され、馳ち走そうがふるまわれた。

　客は貴族ばかりではなく、京処みやこに住まう武士たちもいた。

　朝廷と幕府は、今とても微妙な関係にある。幕府は朝廷を一応立ててはいるものの、実際のところ武家の方が紛まぎれもなく力を持っているからだ。

　そんなわけで、招かれた貴族は武士の装しよう束ぞくが野や暮ぼったいとかまるで借りてきたもののようだとか、檜ひ扇おうぎで口元を隠しながら悪口に興じている。対する武士の面々はといえば、招かれたものの気詰まりで仕方ないのか、出された酒しゆ肴こうをやたらに早く消費していた。

　そんな中、花菜は西にしの対たいで自らが着ける舞装束を見せられていた。だが目にするなり、思わず眉間に皺が寄る。

「……これは」

「中ちゆう納な言ごんさまより巫み女こ姫さまへとの仰おおせにございます」

「──」

　花菜は美しい唐から衣ぎぬを手に取ると、ぎゅっと唇くちびるを嚙みしめた。

　──やられたわ。

　用意されたのは巫女装束ではなく、女によう房ぼう装束──十二単ひとえだったのだ。

「巫女姫さまは、お招きしました方々の姫君たちと共に舞っていただくとのことでございます」

「……何を舞うのです？」

　花菜が低く問うと、侍女はまあ、とわざとらしく目を瞠みはった。

「五ご節せちの舞まいでございます。お聞き及びではございませんでしたか？」

　もちろん聞いていないし、賀茂はわざと言わなかったのだろう。

　巫女舞を舞うとばかり思っていた己にも不手際はあった。

「五節舞、ですか」

『大おお歌うた』という歌に合わせて舞う国くに風ぶりの歌うた舞まいのうちのひとつだ。

「通常は五名ですが、此こ度たびは巫女姫さま含め四名にて舞われるとか。千せん珠じゆ姫さまも愉たのしみにされていると仰おつしやっておられますわ」

　にっこり笑われて、花菜はもう一度、深くため息をついた。

「それでは、お着けいたしましょう」

　侍女に促されるまま、花菜は覚悟を決めて重い装束を身につけた。




　庭の中央に据すえられた舞台の周囲には、すでに人々が座していた。

　その中に高たか遠とおの姿もまたあったので、花菜は少しだけ気持ちが落ち着いた。

　花菜が貴族の姫たちと共に舞う五節舞の前にも、舞が舞われている。

　夜も更け、寝しん殿でんの前の庭に焚たかれた篝かがり火びの爆はぜる音、揺れる炎が、幻想的な空気を醸かもし出していた。

　三人の姫たちは花菜を遠巻きに見るばかりで近寄ってもこない。

　檜扇で口元を隠して何かひそひそと話しているのは、彼女らの父親たちと同じだった。

　やがて三人の姫と花菜が舞う刻限がやってきた。

「巫女姫、そなたの舞を愉しみにしているよ」

　舞台へと進み入る途中で、寝殿の中央に座していた賀茂がにっこりと笑う。

「……」

　花菜はちらりと視線を向けるが、何も言わずに最後に舞台に上った。

　濃い夜の闇の中でも、篝火が花菜の白い髪を浮き立たせるのだろう、客たちの間からざわめきが上がった。

　視線が一斉に注がれることに気づいていたが、花菜はそれらをきっぱりと無視した。

　ただ、高遠の、気遣いが滲にじんでいる視線には、少しだけ微笑んでうなずいた。





　その唐から玉たまを

　少女おとめども

　少女さびすも

　唐玉を

　袂たもとにまきて

　少女さびすも──






　朗ろう々ろうとした歌声に乗って、四人の舞姫は舞台上で優美に舞った。

　ほかの姫たちとまったく遜そん色しよくなく……それどころか、同じように動いているのに、舞を見る者たちは、花菜へと目を惹ひきつけられる。

　──蘇す芳おう丸まる殿、ありがとう。

　蘇芳丸のお陰で、花菜はこの舞を舞うことができた。

　桜おう春しゆん祭さいの折、巫女舞を教える代わりに、花菜もまた、蘇芳丸にさまざまな舞を習っていた。

　蘇芳丸は、

『女性が舞われる舞はほとんどないのですよ。でも男舞ばかりではなんですので』

　そう言って、女舞もまた花菜に伝授してくれたのだ。

　五節舞の動きは、花菜が普段舞っている巫女舞と違い、大変緩やかだ。あくまでもゆっくりとした所作で舞うことが美しい。そうでなければ、せっかくの舞装束が、バサバサとうるさい音を立ててしまうに違いない。

　複数で舞うのは初めてだったが、行きあたりばったりだった割には間違えることなく、終えることができた。

　静々と舞台から下りると、花菜は賀茂を見上げる。

　賀茂はよい座興であったとばかりに薄く笑いながら、手を叩いていた。

　──わざと演目を口にしなかったのに澄ましているのね。

　ちょっとむっとしたけれど、もう終わったことだから気にしない。

　後ろで共に舞った姫たちがまた何かこそこそ話していたけれど、それにも構わなかった。

　ただくるりと振り返り、びくん、と震えた姫たちに、にっこり微笑んで軽く頭を下げた。

　共に舞ったのだから、挨あい拶さつくらいはしたかった。そのまま踵きびすを返し、花菜は居所にとあてられた西にしの対たいへと向かった。

「重いわ……！」

　とにかく少しでも早く、肩にどっしりと重みのかかるこの装束を脱ぎたかった。










「白髪の巫み女こ姫は、噂うわさに違たがわぬ舞の名手ですな」

　賀か茂もの左隣に座るのは、同輩の貴族だ。

　花はな菜なが舞台に上った時には、白髪であることで昨今京処みやこで出没している『白い妖あやかし』を思い出したのか、不快だ、などとそしっていたが、舞が始まった途端、男の目はくぎづけになった。

　賀茂もまた、同じ舞……しかもさして動きのない舞だというのに、花菜とそのほかの姫たちとで、あれほどに差があるものなのかと内心驚いていた。

『白髪の御み子こは瑞ずい兆ちようの徴しるし』。

　そんなふうに言われているから、というだけでなく、あの巫女姫を手に入れたいと願う男もいるのだろう。

　現に邸に招いた武士たちは目の色を変えている。

　我が手しゆ中ちゆうに、と算段しているに違いない。

　──まことよい座興だ。

　賀茂は己の思うとおりに物事が転がりはじめていることに、内心ほくそ笑んでいた。

「白髪の巫女は、賀茂殿の客人として招かれているのでしたね」

　ええ、と賀茂は鷹おう揚ようにうなずいた。

「それにしても白き龍の女神の血を引くというだけあって、白髪の巫女は凡ぼん庸ようたる身には理解しがたい部分がありますなあ」

「理解しがたい、……ですか。失礼ですがそれはいったい？」

　望んだとおりに興味を示したことに、賀茂はあくまでも憂ゆう慮りよしているふうを装った。

「実は夜によく外を出歩いているようなのですよ」

「よ、夜に、ですか？」

「そうなのです。どうも神かみ結むすび島じまでは、あの島独自の何か儀式のようなものがあるらしく、そのために外に出るとかなんとか。わたしにはまったく理解できないのですが、神事と言われればうなずかざるを得ない」

「そ、外は危険でしょう。今は特に、し、白い妖が……」

「そうなのです。ちょうど巫女がやってきた頃より、その白い妖が現れたものだから、わたしはもう心配でたまらないのですよ。だが巫女はわたしの言葉を聞いてもくれないのです」

「……白髪の巫女が京処みやこにやってきた頃から、白い妖が現れるようになった……のですか？」

　賀茂は心の内で嗤わらった。

　まさに思ったとおりに会話が進んでいる。

「そうなのです」

　力なくうなずいた賀茂は、その後隣の公家が慌あわただしく席せきを立ったのを見て、仕掛けは重ちよう畳じよう、と含み笑った。




　賀茂の仕掛け──噓うそは、ひとりの貴族の口からあっという間に広がるはずだ。

『白髪の巫女』が京処みやこにやってきた同じ頃に、『白い妖』が現れるようになった。

　この一致に気づかない者はいない。

『白髪の巫女』こそが『白い妖』なのではないか。

　そんな噂うわさが、貴族たちの間で囁ささやかれるだろう。

　貴族たちにとって妖とは不浄な存在、穢けがれである。

　京処みやこの貴族の中には、白髪の御子は神の血を引く子であり、触れてはならないという不文律がある。

　それゆえ、『この世の春を謳おう歌かできる』であろう、という伝説があっても、御子を手に入れようと願う者は、これまで──表面上は、であるが──いなかった。

　だが恐怖は人々を暴力へと駆り立ててゆく。

　己の命が狙われるかもしれないと思えば、神だとか御子だとか気にしていられないだろう。

　──自らが狙われる前に、いっそ『白髪の巫女──白い妖』を……。

　そんなふうに先走る者は、きっといるはず。

　きっと、賀茂の思惑どおりに。

　そして武家はといえば。

『瑞兆の徴』と呼ばれる白髪の巫女が、神域である神結島から出てきている。

　わざわざ辺境の島までゆかずとも、当の巫女がやってきているのだ。千せん載ざい一いち遇ぐうの好機と捉とらえるに違いない。

『白髪の巫女』を得ようと、動き出す武士たちが必ずいるはずだ。




　賀茂の算段により、公家と武家、そのどちらからも狙われたことを、当の花菜は、知る由もなかった──。










　宴が催された日の夜半のこと。

　宴に招かれていた公く卿ぎようの邸やしきに白い妖が現れた。

　妖はその当主を傷つけたばかりか、邸に火を放った。

　火は瞬く間に館を燃やし尽くし、とうとう死者をも出してしまったのだった。
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　花はな菜なの居場所を突き止められないまま、五日が経過していた。匡きよう一いち郎ろうと彪ひよう吾ごは二手に分かれて花菜の行方ゆくえを捜したが杳ようとして摑つかめない。

　──花菜は本当に京処みやこにいるのだろうか。花菜を欲したのは京処みやこの者ではなく、鎌かま蔵くらの武士ではないのか？

　もし花菜が、永久に己の元へ戻らなかったら。

　そう思うだけで、腹の底から黒々とした感情が湧わき上がってくる。

　負の感情は日増しに匡一郎の内を圧あつしてゆく。それを止める術すべを、匡一郎自身は持たなかった。

「奇妙な噂うわさを聞いたよ」

　互いが得た情報を持ち寄るということで、匡一郎と彪吾は、日に一度、酉とりの刻こくには逗とう留りゆうしている丹たん羽ば邸に戻ることにしていた。

　何も手掛かりを摑めなかった匡一郎に対し、彪吾はそう切り出した。

「噂？」

「二日前に、白い妖あやかしによって、とうとう死者が出た邸があるだろう。その邸の家け人にんに聞いたのだが、『白い妖とは白髪の巫み女こだ』と貴族たちの間でもっぱらの噂らしい」

「白い妖が、花菜だ、と？」

　彪吾はうなずき、だが、と軽く目を眇すがめた。

「時期がまったく合っていない。花菜がかどわかされたのは五日前の卯う月づき二十一日のことだ。白い妖が現れたのはもっと前で、卯月十日頃だという。どういうことか分かるか？」

「──花菜が京処みやこにいることを知っている者でなければ、そんな噂を流すことはできない」

　そう、と彪吾は首しゆ肯こうした。

「つまり噂を流した輩やからが、花菜を捕らえている人物と思って間違いないだろう」

「いったい誰が……」

「それは明日また調べよう。だが匡一郎、気にならないか？」

　何がです、と眉を顰ひそめた匡一郎の前で、彪吾は己の考えをゆっくりと口にする。

「花菜を捕らえている人物は、いったい何を考えてそんな噂を流したのか。噂が立てば、花菜の居所を知られる危険が深まる。わざわざ花菜をかどわかしながら、まるで何かの企みのために花菜を利用しているようではないか。……そんなふうに感じるのだよ」

　花菜を利用していると耳にした途端、匡一郎の面おもてに、サッと怒りが刷はかれた。

「つくづく京処みやこ人びととは関わり合いになりたくないものだ」

　彪吾もまた、匡一郎ほどには顔に出さないが、相当怒りを募つのらせていた。

　赤や児やの頃から彪吾がひとりで花菜を育てたのだ。

　本当に血の繫つながった父娘でなくとも、彪吾にとって花菜は己の命より大事な愛まな娘むすめだった。

　目を伏せた彪吾の膝に、王おう虎こがそっと前まえ肢あしをかけた。伸び上がって、まるで悲しみを癒いやそうとするかのように、彪吾の頰ほおをぺろりと舐なめた。

　彪吾は、ふ、と笑い、今は小さな姿の王虎の背を撫なでる。

　王虎を腕に抱くと、彪吾は立ち上がった。

「わたしは今こ宵よい、次に白い妖に狙われそうな貴族の邸に行ってみようと思う」

「見当がついているのですか？」

「少なくとも、下位の貴族ではないことは確かだ。白い妖のこととは別に、あちこちの貴族の噂を聞いていたうちに、朧おぼろげにね」

「それは？」

「鎌蔵の武士と仲良くやっておられる貴族の方々だよ」

　今まで狙われた貴族はみなそうだった。

　彪吾は笑みを収め、静かな声でそう告げた。

「では俺はもう一度賀か茂も家へゆきます」

「……何か引っかかるのかい？」

　あの時、──賀茂邸を出る寸前に、頰に触れた温もりが忘れられない。

　匡一郎は何も言わなかったが、その真剣な眼まな差ざしに、彪吾が再度問うことはなかった。そして、

「気をつけるんだよ。例の紅い珠たまだが、さまざまな使い方ができるようだからね」

　彪吾の、己を心配する言葉に、匡一郎はそっけなく返す。

「俺にまで気遣いは無用です」

「そういうわけにもいくまい。おまえもわたしの息子だろう」

「──」

　その言葉に匡一郎は微かすかに言葉を詰まらせた。だがそれは一瞬のことだった。

「父上こそ、ご自分が白髪の御み子こであることを忘れないでくださいよ。こいつは頼りにはならないだろうし」

　彪吾の腕の中で丸くなっている王虎を揶や揄ゆすると、猫はぐぅぅ、と低く唸うなった。

「気をつけるよ」

　ふと彪吾は笑う。

　ふたりと一匹は花菜を捜すため、その夜も京処みやこへと飛び出した。










　西にし大おお宮みや大おお路じと五ご条じよう大おお路じがちょうどぶつかった辺りにある貴族の館に彪ひよう吾ごと王おう虎こが向かったのは、亥いの刻こく頃だった。

「白い妖あやかしは亥の刻から明け方までと、なかなか現れる刻が定まっていないね」

　にゃあ、と律りち儀ぎに返事をする王虎を見下ろし、彪吾は少し笑った。

「いればいたで鬱うつ陶とうしいが、声も聞けなくなると思うと、なんとも奇妙な心持ちになるものだな」

　にゃ、と小首を傾かしげる王虎へ、なんでもないよと首を振った。

　夜ごと現れる白い妖のせいで、人はほとんど通らない。

　都合がいいといえばいいだろうか。

　彪吾と王虎は、まずは敷地を囲む築つい地じ塀べい沿いに歩を進めた。

　とはいえ、貴族の邸の広さは千坪以上あるのだから、現れそうな場所を予想して張りこまなければならない。

　彪吾は邸の裏へ忍びこんだ。

　最初の推測では、白い妖は羊よう魄はくという負ふの言こと霊だまの輪に繫つながれた獣けものだった。

　匡一郎の言葉によれば、羊魄は獣の中ではとても気弱な性しようで、戦いを最後まで避さける傾向があったという。

　実際彪吾も二十二年前の戦いの際に羊魄を見ているはずだが、ほとんど印象に残っていない。

　そんな臆病な獣が、なにゆえに負の言霊の輪に繫がれてしまったのかと不思議に思う。

　羊魄が地上に降り、戦いに参加した経けい緯いは匡一郎も知らないのだと言った。

　もし、その気弱のままならば、堂々と門や庭側から入ることはないのではないかと彪吾は思ったのだ。

　そして、その予想は確かに当たった。

　ぐぅ、と低く唸うなる王虎からわずかに遅れ、彪吾は白い靄もやのようなものを見つけた。

　間違いない、あれこそ白い妖だ。

　白はく妖ようはまるで風に吹かれて形を変える煙のような、ひどくあえかな存在だった。

　だが距離にして一いつ反たんほど近づいた時、真っ白な髪と面、紅あかい目が、くっきりと彪吾の双そう眸ぼうに映った。

　──花はな菜なではない。当然だ。

　彪吾は胸の内で呟つぶやくと、白妖に向かって歩を踏み出した。

【……】

　白妖の紅い目が、ゆっくりと彪吾を、足元の王虎を見つめた。

　王虎は牙を剝むくと、助走もつけずいきなり白妖に飛びかかった。

【……ぁっ！】

「シャアッ！」

　鋭い爪で白妖を思いきり引っ搔く。だが白妖はゆうらりと揺れ、王虎の攻撃を躱かわす。王虎がいくら爪を立てても、嚙みつこうとしても、白妖を捉とらえることはできなかった。

　その様子を窺うかがっていた彪吾は、

「櫟あららぎ、退どきなさい」

　暗闇に凜りんと通る声で、王虎に命じた。

　王虎はすぐさま白妖から身を翻ひるがえし、着地した。

「白き獣羊魄へ向かえ。──【斬】」

　彪吾は静かな声音で小しよう篆てんの言こと霊だまを告げる。

　指先は流りゆう麗れいな動きで、斬、と書き、素早く抜刀すると、篆てん書しよの術を放った。

　違たがうことなく、白妖は羊魄であった。彪吾が繰り出した篆書の術は、羊魄へと真まっ直すぐ飛んでゆく。

【ああっ！】

　羊魄は、とても素早いとはいえない動きで、攻撃を漸ようよう避ける。

　王虎がいくら爪と牙で攻撃しても無駄なのは、白妖が負の言霊の輪に繫がれた獣だったからだ。

　獣には、太た刀ちなどといった、形あるものでは攻撃できない。

　対神用の術はといえば、篆書の術や高たか遠とおの奏かなでる龍りゆう笛てきの音だ。

　羊魄は、怯えたように彪吾を見た。

【あ、……ぁあ】

「花菜の居所を知っているね」

　彪吾は静かに問う。羊魄の肩が、隠しようもなく震えた。

「案内してもらおうか」

　だが彪吾がそう言って羊魄に一歩近づいた、その時。

　ヒュン、と何かが彪吾に向けて飛んできた。

　鋭いそれは、彪吾の被かぶっていた笠かさの端に、ぐさりと刺さった。矢だ。

　次々に矢を射いかけられ、突き刺さった矢が邪魔になった彪吾は、仕方ないと笠を取ってその辺りに放り投げた。

「く、曲くせ者ものぞっ。白い妖もいる……！」

「曲者。……わたしのことか？」

　彪吾が首を傾げていると、邸の中から、随ずい身じんたちがどっと出てきた。

　邸を守る随身らは、白髪の彪吾までも白い妖の仲間であると認識してしまったようだ。

「……やれやれ困ったな」

「にゃっ、にゃあっ！」

　何をのんきなことを言ってやがる！　という王虎の声が聞こえたような気がする。

「羊魄、逃げてはいけないよ。──【縛繫】」

　この隙すきにと逃げ出しかけた羊魄を、彪吾は己と羊魄の手首を見えない縛で繫いだ。

【……ぁっ】

　数十人にも及ぶ随身たちが、彪吾らの周りを囲んでいた。

「やはり御ご神しん体たいを持ってくるべきだったか」

　この人数をひとりで相手にするのはやはり少々難なん儀ぎだった。しかも殺せつ生しようなしで、だ。

　──獣との戦いの方が楽な気がするな。

　そんなことを思いながら、彪吾はひとまず彼らに弁解を試こころみようかと、す、と息を吸った。
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　──外が、騒がしい……？

　この邸内で深い眠りなど望めるはずもないが、今こ宵よいの花はな菜なは少しうとうとしたようだ。

　数日前の宴のあと賀か茂もに詰め寄り、明日、神かみ結むすび島じまに帰ってもいいよと言げん質ちを取ったからだろう。本当に帰れるまで賀茂の言葉は信用できないが、それでもほんのわずか、安あん堵どしたのは確かだった。

　花菜は厭いやな予感を覚え、寝ね装しよう束ぞくの白しろ小こ袖そでの上に袴はかまを穿はくと、腰に刀を差した。匡きよう一いち郎ろうにもらった黒くろ御み珠たまも、落とさぬようしっかりと結びつける。

　春の夜は、少し冷えた。花菜は上に単ひとえを纏まとうと、静かに歩を進めた。

「──御み子こ、出るな、賊ぞくだ！」

　廂から、高たか遠とおの鋭い声が走った。

　──賊？

　どういうこと、と花菜は戸惑う。すると、高遠の声と逆側の御み簾すが、乱暴に上げられた。

　ドッと母も屋やの中に押し寄せてきたのは、黒装束の、得体の知れない男たちだ。

「……誰」

　花菜は目の前に立つ四人の男それぞれに視線を配った。

「白はく妖よう、お命頂戴」

「はくよう……？」

　それは何、と花菜は微かすかに首を傾かしげる。だが相手はそれ以上何も言わず、凄すさまじい速さで花菜との間合いを詰めてくる。

　速い……！

「──っ！」

　わずかに遅れた花菜だったが、そこに飛びこんできた高遠が、抜いた小こ太だ刀ちで男の振り上げた凶きよう刃じんを受け止めた。

　さらに横からひとり、太た刀ちが襲う。花菜は賊らに負けないほどの素早さで刀を抜くと、男たちに刃先を向けた。

　容赦なく繰り出される太刀での攻撃。だが花菜は落ち着いてそれらの攻撃を避けた。

　太刀と刀のぶつかる鋭い音が、続けざまに響く。

　力では敵わないが、その分身軽さで男たちを圧倒した。

　高遠がひとりを峰みね打うちで沈めたのを横目で見ながら、花菜もまた狙って男の太刀を撥はね上げる。そうしてがら空きになった顎あごへ、刀の柄つかを思いきり突き上げた。

「ぐ、……っ！」

　残りふたり。

　花菜と高遠は互いに背中を向け合いながら、男たちと対たい峙じする。

　だがそこに新手がやってきた。

　黒装束の仲間かとあらためて己に活を入れ直す。ところがあとからやってきた者たちは、顔の下半分を覆おおっているが、その姿は黒装束とはまるで違う、狩かり衣ぎぬ姿だった。

　──仲間ではないの？

「白髪の巫み女こか。そなたの身、もらい受けよう」

　くぐもった声でそう言われて、花菜は強い拒絶を滲にじませた双そう眸ぼうで、男らを睨にらみつけた。

「命もこの身も、貴方あなた方に差し出すつもりはありません」

　外には何人もの賊がいるのだろう。邸の随ずい身じんたちが戦っている物々しい声が、音が、聞こえてくる。

　相手がどういう意図で自分を狙っているのか分からないまま戦いたくない。だが男たちはその説明をするつもりはないようだ。一方は花菜の命を、もう一方は白髪の巫女としての身のみを欲しがっている。
















「御子、外に」

　高遠が花菜にのみ聞こえる声で、そう告げる。

　この場は高遠に任せろという意味なのか。それならば首を振る。

【この場に貴様がいると相手を討うてぬと高遠はゆうておるのじゃ！　さっさと出てゆけ、このうつけがっ！】

「……っ！」

　いきなり高遠の内から兎う執しつが現れ、開口一番花菜を罵ののしった。

「う、兎執……」

【はようゆけとゆうとるじゃろうがっ。貴様はとんだ鈍のろ間まじゃなっ！】

　以前とまったく変わりない傲ごう岸がん不ふ遜そんな物言いにちょっとだけ呆れていると、すぐさま高遠に変わった。

「御子、北きたの対たいに蘇す芳おう丸まるがいるはずだ。すまぬが蘇芳丸と一緒にいてくれ。ほかの者にも気をつけろ」

「やあ──っ！」

　話している途中でかかってきた武士らしき男の太刀を躱かわしつつ、高遠は常より早口でそう言う。

「蘇芳丸殿が……。分かりました」

　花菜はうなずくと、母屋を飛び出した。




　残った高遠は、花菜の目がなくなったことで遠慮なく刀を振るうことができる。

　花菜には人が血を流すところを見せたくなかった。

【蘇芳丸は、今宵は楽がく所そにおるのじゃろう】

「ああ言えば御子は素直にここを出てくれる」

【温ぬるいぞえ、高遠】

　内にいる兎執が、深々とため息をつく。

【そんなにあの女が大事か】

　高遠は、ふ、と笑った。

「そういえば、まだ礼を言っていなかったな、夜や叉しや丸まる」

【なんの礼じゃ】

「猿えん鬼きに囚とらわれた時のことだ。俺の命を救うために神結島に行ってくれたのだろう」

　負ふの言こと霊だまの輪に繫つながれた獣けものの中で、兎執ほど人に上手く憑つける者はいない。それゆえ猿鬼は兎執を花菜の元に向かわせたのだろう。

　花菜に憑いた時、兎執は御子の命を奪うこともできたはずだ。だが、高遠が囚われているこの邸まで、花菜を連れてきた。

　兎執は束つかの間ま黙りこむ。

【……貴様が今猿鬼に殺されてしまったら、わしはまた死に損なうと思うただけじゃ】

「ああ、悪かった」

　花菜や夜叉丸、蘇芳丸の命を救おうと、自らの命を猿鬼に差し出そうとした。

『貴方の命は、貴方だけのものではないはずです』

　そう言った花菜の言葉を、深く胸に刻む。

　元々命にさほどの執着を持っているわけではない。命だけでなく、高遠はほかの何に対しても、さしたる興味を持つことができなかった。

　命を軽んじているつもりはないが、さりとてどんなことがあろうと生き延びようという気き概がいがあるわけでもない。

　だが、今は少し違う。

　命を大事に思う花菜に恥じないよう、そしてこの身を共有している兎執、常に付き従ってくれる蘇芳丸のためにも、自らを大切にし、この命を生ききろうと、そう思うようになった。

【じゃが今度勝手に死のうとしたら、わしこそが殺してやるから覚悟しておけ】

　兎執には考えていることがすべて筒抜けだ。

　高遠はふと笑い、分かったとうなずいた。

「何をひとりで喋っている」

　賊が高遠に向けて太刀を振り上げた。躱すことなく真っ向受け止め、力で押す。

　花菜が傍そばにいる時には力を抑えていたが、今は存分に刀を揮ふるった。

　その場にいたすべての賊を倒し、小太刀をぶん、と振る。

　次の瞬間、背中に鋭い視線を感じた高遠は、素早く振り返った。

「ここにいたか、──冠かむ威いの子」

　黒き龍──匡きよう一いち郎ろうが、冴え冴えとした双そう眸ぼうを高遠へ向けてくる。

　外の喧けん騒そうが一瞬遠くなるほど、互いに強い眼まな差ざしで見合った。

「花菜の所在を知っているか」

　す、と高遠は息を止めた。

　花菜を希求する想いは、出会った頃よりさらに強くなっている。

　それが、遠い祖から連れん綿めんと繫がる血が理由なのだとしても、花菜への想いが紛まがい物だとは思わなかった。

　抗あらがいがたく、惹ひきつけられる。

　だが花菜はすでにこの男を選んでいる。

　性しようが違うと分かっていながらも、ひたすらに。

　自らの傍に引き留めておきたいという願いを叶えるためには、花菜の心を縛らなければならない。それは高遠の本意ではなかった。

　花菜が自ら傍にいたいと思わねばならない。心を無視することはできないし、それは価値のないものなのだ。

　高遠は詰めていた息を吐き出した。そしてゆっくりと口を開く。

「知っている」

　そう、告げた。
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　外には花はな菜なが思っていた以上の賊ぞくがいた。

　あちこちで鋭い怒声があがっている。

　──そうだわ、千せん珠じゆさんは……？

　あんなにもたおやかな姫なのだ、怯えきっているのではないか。

　だが花菜がゆけば、かえって賊たちが千珠の座所に押し寄せてきてしまうかもしれない。

　寝しん殿でんの裏手にある北きたの対たいへこのまま向かうべきか悩んでいると、

「白はく妖ようだ、討てぇっ」

「白髪の巫み女こだ……！」

　四方八方からそんな声が飛んできて、花菜はぎゅっと唇くちびるを嚙みしめた。

　──だから白妖ってなんなのよ！

　覚えのないことで狙われるなんて、と憤っていると、

「白妖、覚悟！」

　庭から五段の階きざはしを上りざま、太た刀ちが花菜を襲った。

　受け止めたが、強ごう力りきに押され、花菜は正殿の御み簾すへと背中から突っこんでしまう。

　ぐう、と力任せに押されて、刃が目の前に迫る。

「う、……うぅ」

　花菜の肌はだに刃が触れる直前に、上に乗る男の身体が急に浮いた。かと思ったら、階を頭から落ちていってしまう。

「やれやれ、花菜は唯ただ人びとにも敵かなわないのか」

　花菜を刃から救ったのは、敵であるはずの猿えん鬼きだった。

「えん、き……」

「人はまこと臆病のうえに自分本位で勝手な生き物よ。そうは思わぬか、花菜？」

「……これはあなたの策略なの？」

　ふふ、と猿鬼は笑った。

「ああ、花菜。おまえの想い人だ」

　ほら、後ろと猿鬼が指す方へ、思わず花菜は振り返った。

　猿鬼の言うとおり、匡きよう一いち郎ろうの姿が花菜の目にくっきりと映る。

　だが数日前は、匡一郎の目に花菜の姿は映らず、そして今こ宵よいもまたその現うつつに違いはなかった。

「──兄、さま……」

「おまえの呪しゆをひとつ解いてやろう」

　猿鬼は花菜の耳元でそっと囁ささやく。

　目を瞠みはった花菜は、だが次の瞬間に己が身がゆっくりと浮かぶのを感じて、小さく悲鳴をあげた。

　猿鬼の腕が花菜を抱き寄せ、そのまま空に浮かんだのだ。

「な……。ぃやっ、下ろして……！」

「──猿鬼。貴様が裏にいたのか」

「ふふ。気づくのが遅いよ、龍王」

　匡一郎の視線は花菜を素通りし、後ろの猿鬼へと突き刺さる。

「なあ龍王、おまえ今は匡一郎という名なんだって？　花菜に兄さまと呼ばせ、神かみ結むすび島じまで人のように暮らしているというじゃあないか」

「……花菜を羊よう魄はくに攫さらわせたのは貴様だな」

　猿鬼はうっすらと目を細め、口こう角かくを吊り上げた。

「花菜に会いたいかい、『匡一郎兄さま』？」

　花菜の声を真ま似ねて匡一郎を呼ぶと、猿鬼は声をあげて笑った。

「猿鬼へと向かえ。──【斬】！」

　鋭い斬撃が花菜へ……否いな、花菜の背後にいる猿鬼へと飛んできた。

　だが猿鬼はふうわりと術を避よけると、空に浮いたまま、まるで舞うように身体を回転させた。

「下、ろして！」

　身体に巻きつく猿鬼の両手に爪を立てて引き剝はがそうとするがびくともしない。それどころか、さらに花菜の身をぎゅっと抱きしめて拘こう束そくした。

「花菜は舞が上手だねえ。あの舞い姿は千ち生お音ねにそっくりだった。隣では高たか遠とおが笛を吹いていて、まるで昔の千生音と冠かむ威いを見ているようだったよ」

「──猿鬼」

　匡一郎の声が、唸うなるように低く響く。

「龍王。おまえの大事な大事な花菜は今どこにいると思う？」

「──」

「見せてやろうか」

　猿鬼の手が、ゆっくりと花菜の額に当てられた。

【解】

　常とは違う声の色が、耳元で囁かれた。

　その途端、全身から見えない膜まくがずるりと剝がれ落ちたような、そんな感じを受けた。

「──花菜」

　匡一郎と目と目がしっかりと合う。

「兄、さま……」

　今は決して安堵する場面ではない。けれど匡一郎の瞳が自分を素通りすることなくちゃんと見てくれることが嬉しくて、たまらない気持ちになって、溢あふれる涙を堪こらえることができなかった。

「兄さま……。わたし、見えますか？」

　ああ、とうなずいた匡一郎もまた、狂おしく花菜を見つめる。

「兄さまぁ──っ！」

　猿鬼に捕らわれながらも、花菜は懸命に両手を伸ばした。匡一郎もまた、二丈ほどの距離を一気に詰め、花菜へと手を差し伸べてくる。

　指先が、触れる。

「龍王、花菜を返してほしくば我についておいで。おまえと一度戦ってみたかった」

　猿鬼がそう言うと、色変わりの目が紅あかく染まる。そして第三の目もまた、ゆっくりとその存在を現した。

「──っ！」

　目を瞠った匡一郎を、にい、と見つめ……猿鬼と花菜は、その場から搔き消えた──。










[image: ]







　──くそったれ。焦じれってえよ……！

　喉のど奥おくから低く漏れる声は、己おのれが聞いても情けなくなるほど迫はく力りよくがない。目の前にずらりと並んだ数十人に至る随ずい身じんたちも、猫姿の王おう虎このことなど気にも留めていないだろう。

　男たちの視線は彪ひよう吾ごと羊よう魄はくにのみ注がれている。

　彪吾が試こころみた説得は、やはり誰一人として聞くことはなかった。

　随身らは彪吾と羊魄を狙って、矢を射いかけてきた。

　もちろん彪吾のことだから、続けざまの攻撃を身軽に避さける。だが相手が近づいてこないために、彪吾の方からは反撃ができずにいた。

　このまま逃げ続けるばかりでは、いくら彪吾とていずれ疲れてしまうだろう。だがそうはいっても、唯ただ人びとである随身たちを斬って捨てるなど、彪吾は決してしない。

　傷つけずにこの場から去るのは難事に決まっているのに。

　──獣けもの形がたでも人ひと形がたでもいい。変へん化げできりゃ、こいつらなんて俺さまがあっという間に蹴散らしてやるのに……！

「にゃあっ！」

　羊魄を睨にらみ上げ、元に戻せと叫ぶが、やはり猫の鳴き声しか出ない。

　彪吾が戦っているのに、何もできないことが悔しくてたまらなかった。

　羊魄といえば、縛に囚とらわれたままガクガクと震えるばかり。獣けもののくせに、羊魄の怯えはただ事ではない。

　──こいつより千ち生お音ねの娘の方がよっぽど性根が据すわってるぜ。

　何矢もの攻撃を避けた彪吾は、ある一点に視線をやった。

「ふむ、ひとり弓の名手がいるね」

　彪吾の視線の先にいた武士はまだ若いが、その目の中には彪吾や羊魄に対する恐怖がない。揺るがない強い眼まな差ざしで、彪吾を狙っている。

　確かに彪吾の言葉どおり、飛んでくる矢の一矢一矢は、大変正確だった。時折彪吾の衣や足先を掠かすり、王虎をヒヤリとさせる。

「櫟あららぎ、ついておいで」

　足元から離れずにいた王虎へそっと囁ささやくと、彪吾は狙いを定め、一気に走った。王虎ももちろん遅れずについてゆく。

「……！」

　彪吾が接近したのは、弓の名手だった。若い随身は一瞬はうろたえたが、すぐさま手にしていた弓を放り投げると太た刀ちを抜いた。

　彪吾は振り上げられる相手の太刀を刃で受け止める。大して力を入れているようには見えないが、随身は彪吾に押されて後ずさった。

「……くっ！」

「太刀筋もなかなかいい」

　戦いの最中だというのに、彪吾は笑みを浮かべた。それが気に障さわったのか、随身は力任せに押してくる。だがそこは百ひやく戦せん錬れん磨まの彪吾、若い随身の力を受け流し、空いた腹を蹴けった。

「う、うぅ……っ」

　ひとりの戦意を奪っても、残りの者たちはこぞって彪吾と白はく妖ようへ斬りかかる。だが白妖への太刀はすべてその身をすり抜け、掠り傷すらつけることができない。

　随身らは、刀や矢では倒すことができない白妖に恐れをなしたのだろう。得え体たいの知れない妖あやかしではなく、生身の人である彪吾に向かって襲いかかった。

「……っ！」

　彪吾の剣技に力みは感じられない。まるで舞うような所作でありながら、確実にひとりひとり倒してゆく。

　──もどかしいったらねえ……っ！

　二十二年前の戦い以来、ずっと一緒にいた。共に戦った。傍そばにいるのに何もできずにいることが、ただひたすらに歯がゆい。

　矢と太刀の攻撃を交互に受けながらも、彪吾は危なげなく敵を打ち伏せる。

　残り、十人を切った時、彪吾は一気に走りだした。

　このままここを突破するつもりなのだろう。王虎も続いた。

　だが、

　背を向けた瞬間、鋭い矢が彪吾の足首に掠った。

「……っ！」

　彪吾の身体がぐらりと揺れる。その隙すきを狙い、もう一矢向かってくる。

「く……っ」

　矢は彪吾の左肩に、過あやまたず突き刺さった。

　溢あふれる血が腕を伝い、地へと落ちる。真下にいた王虎は、その血を己の身体に浴びた。

　──彪吾──っ！

　例の弓の名手だった。蹴られた腹の痛みに顔を歪ゆがめながらも、一度投げ捨てた弓で彪吾を射たのだ。

　──てめえっ！

　頭の中がぐらぐらと煮にえたぎるようだ。

　怒りは彪吾に矢を射かけた者だけでなく、己自身にも向けられた。

　額ひたいに埋まる紅あかい呪しゆの印しるし。そこが次第に熱くなってゆく。

　──傷をつけやがった、彪吾に！

　王虎の怒りは熱となって身体中を駆け巡る。

　呪に抑えこまれていた己の力が、沸ふつ々ふつと湧わき上がり、四し肢しに満ちてゆく……。

　ありったけの力を振り絞って、一気に解放する。

　──引きちぎってやらあ、呪を。

【にゃ……、しゅ、……呪を祓はら、え……解──！】

　猫の口から、呪を解く言こと霊だまが逬ほとばしった。

　だが次の瞬間、膝を折った彪吾へと矢が向けられ、一いつ斉せいに放たれた！

　まさに刹せつ那な。

　この場にいる者たちは、何が起きたのか理解できただろうか。

　随身たちと彪吾の間にいたのは、白地に黒交じりの毛色をした巨大な獣──。

【ああ、窮きゆう屈くつだった。清々するぜえ】

　獣けものはやけに上機嫌な口調で──喋しやべった。

　まさに文字どおり矢や面おもてに立ち、だが矢は獣には突き刺さらず、地にバラバラと落ちていた。

　その場にいた随身たちは、尻しり餅もちをついて立ち上がれない者、後ずさり逃げ出そうとする者、全身を震わせる者、さまざまだった。

　だが全員が今抱く気持ちはひとつ──恐怖だ。

　王虎は牙を剝むき出して、にい、と笑った。

【よくも彪吾に矢を射かけたなあ。てめえら全員ぶっ殺す──ッ！】

　そう叫ぶなり、王虎は随身たちに向けて跳ちよう躍やくした。

「うわああああ──っ！」

　蜘く蛛もの子を散らすように、全員が全力で逃げ惑う。王虎は手近にいた者から、片っ端にのしかかり、前まえ肢あしで殴りつけ、後ろ肢で蹴り上げた。

「ぎゃあっ」

「た、助けて……」

「う、うわああっ」

「──櫟」

　絶叫が響き渡る中、己の名を呼ぶ、静かな声が王虎の耳に響いた。

　ひとりの男にのしかかっていた王虎は声の主を振り返ると、

【待ってろよ彪吾。全員片付けるからよお】

「やめなさい」

　その声は、傷を負っている割にはとても平静で、だからこそ王虎はその中に怒気を感じた。

　まだまだやり足りないから、不服だと鼻を鳴らすと、再度諫いさめる声。

　きゅう、と首を竦すくめて、押さえつけていた男の上から退くと、彪吾の前にお座りをする。

【だってよー、おまえに傷を負わせたんだぜ。報復したっていいだろうが】

　彪吾は深々とため息をつき、その必要はないと首を振った。

【こいつら、彪吾を殺そうとしたってえのに甘いぜ。あ、肩平気かよ】

　滴したたり落ちる血を舐なめて止めようとする。

「大事ない。──だがまあ助かったよ。さすがに矢の的になって死ぬのはぞっとしない」

　彪吾はそう言うと、王虎の毛を無傷な右手で撫なでた。

　ゴロゴロと喉を鳴らすのは猫の時と同様だ。

「さて、相当時間がかかってしまったな。櫟」

　名を呼ばれれば、彪吾が何を望んでいるかすぐに分かる。

　王虎は頭こうべを垂たれて地に伏せた。自らの背に彪吾を乗せる。

「では羊魄ゆこうか。花菜のところへ案内しなさい」

　未だ縛で繫つながれた羊魄は、びくびくしながら王虎の背に乗りかかった。

【てめえは乗るんじゃねえっ！】

　王虎に一いつ喝かつされ、羊魄は青ざめながら何度もうなずいた。
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　猿えん鬼きの跳とんだ軌き跡せきを追った匡きよう一いち郎ろうは、捕まえた、と思った瞬間に紅くれない色の帳とばりの中へと落ちていた。

　深い深い穴に落下するような感覚に包まれる。どれほどの刻ときを落ち続けただろう。

　ようやく到達した地もまた血のような紅色をしていた。

　──またしても幻影か。芸のない。

　匡一郎は呆れながらも、油断なく辺りを見回した。

　背後に気配を感じ、素早く振り返った。だが振り向いた先の、その無残な光景に、匡一郎は言葉を失った。

『──』

　もうひとりの自分と花菜が、そこにはいた。

『兄さまでしょう？　ねえ、返事をして！』

　花はな菜なの唇くちびるから、絶叫が逬ほとばしる。だが花菜の前にいるもうひとりの自分は応えもせず、それどころか、

【白き女神千ち生お音ねの娘へと向かえ。──黒炎】

　篆てん書しよの術を花菜に向けて放ったのだ。

『花菜──！』

　花菜は危あやうく攻撃を避よけたが、着ていた千ち早はやの袖そでが黒い炎に触れ、燃えちぎられてしまう。

『うそ。兄さまが、龍……。言こと霊だまの輪の、獣けもの？』

　──これは。

　匡一郎はようやく気づく。

　これが、半年前に己が犯した罪。

　負ふの言霊の輪に繫つながれ直されてしまい、己の心を失い、花菜を襲った。

　逃げる花菜へ容赦のない攻撃を繰り返す。

　涙を流し、己を呼ぶ花菜の悲痛な叫びに、匡一郎の胸は引き裂かれるようだ。

　痛みと、後悔と。

　自分のしでかした罪は、どれほど花菜を苦しめ傷つけただろう。

　誰よりも愛する存在へ、容赦のない力を放った。

　倒れる花菜の上に馬乗りになり、腹に太た刀ちを突き刺そうとする、自身の目に浮かぶ冷れい酷こくな光──。

『兄さま。──匡一郎！』

　花菜の口から絶叫が逬った瞬間、匡一郎はそれが幻影であると分かっていながら、走らずにはいられなかった。

　自らの太刀を代わりに受けるように、花菜の上に覆おおい被かぶさろうとした。

　だが衝撃を受けたのは背中ではなく、胸だった。

『──花菜……』

　覆い被さり、自らの太刀から庇かばったはずが、花菜の刀に胸を貫つらぬかれていた。

『……くっ』

　幻影とは思えないほどの激烈な痛みを感じる。

　花菜は──否、花菜の形をした幻影は、一度刀を抜くと、さらに二度、三度と匡一郎の胸を突き刺した。

　痛みを甘んじて受け入れながら、花菜を見下ろす。

　この痛みは、花菜の心が受けた痛みだ。

　現うつつでは己の太刀は花菜を貫いたことはない。だがきっと、その心を壊しかねないことを、匡一郎はした。

『──花菜。すまなかった』

　辛い思いをさせた。痛みを味わわせた。

　今もそうだ。

　──俺を含む十二の獣のせいで傷だらけになって、恐ろしい目に遭あわせた。

　普通の娘ならば、刀を持つことも、こんな戦いをすることもなかった。

　娘らしからぬ掌てのひらの硬さは、毎日剣の稽けい古こをしているからだ。そうしなければならない己の不ふ遇ぐうを嘆なげいてはいないだろうか？

　自らの運命を、呪ってはいないか？

　平穏に生きてゆきたいと。

『……花菜』

　いとおしみ、大事にするだけでは足りない。

　これ以上の痛みを抱かせないためならなんでもしよう。

　幻影の花菜は、わずかすらも表情を変えず、何度も何度も匡一郎を刺し続ける。

『花菜』

　両掌で花菜の頰ほおを包みこむ。冷たく青ざめた頰を温めるように。温もりを、移すように。

『──』

　花菜の睫まつ毛げが、微かすかに震える。

『幻影であろうと現であろうと、俺はおまえのすべてを受け入れよう。痛みも、苦しみも。ほかの者にはやらない』

『痛み、も、……苦しみ、も……』

『陽の光のような笑顔も、小鳥が囀さえずるような声も、雪を紡つむいだような髪も。……すべてを』

　頰と同じように冷たい唇にそっと触れる。

　人形のように冷たかった表情が、ぴくりと動き、次第に花菜の面おもてに生気が広がってゆく。それはまるで面めんが割れ、奥に隠れていた素顔が現れたような、劇的な変化だった。

『匡一郎さ、ま……』

　あえかな声。幻影でいながら、花菜の頰に、唇に赤みが差す。

　匡一郎は微笑んだ。

『花菜。現でまた会おう』

　幻影の花菜の身が沈んでゆく。

　そのすべてが紅色の闇に沈みきった時、匡一郎は現の世界に戻っていた。
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　もう幾いく度どとも知れぬ紅あかい闇の中に、花はな菜なもまたいた。

　せっかく匡きよう一いち郎ろうと再会したのに、触れ合えたのは指先だけ。花菜の手は、匡一郎をすり抜けてしまった。

　──兄さま……。

　早く、早く会いたい。言葉を交わして、目と目を合わせて、強い力で抱きしめられたい。

　これは、幻影。

　──現うつつの世界に戻るのよ。今度こそ、己の力で。兄さまの元へ。

　強い決意を滲にじませ、歩きはじめた花菜の前に、淡あわく白い光が現れた。

『──』

　また、獣けもの……!?

　花菜は抜刀して油断なく構えた。

　その白い光は次第に人の形を取ってゆく。

　──な、に……？

　光はひとつではない。ふたつ、みっつ、よっつと、どんどん増えて、花菜を取り囲む。

『十六番目の御み子こ』

『花菜』

　聞いたことのない声。獣ではなかった。

　次第に姿が明らかになってゆき、やがて完全に人となった。

『御子』

『御子』

『あ、貴方あなたたちは……』

　白い髪。

　花菜はハッと気づく。

　彼らは──。

『白髪の、御子？』

　獣たちと戦った歴代の御子たちだろうか。

　その場にいる全員が白髪だった。いずれも花菜と同じほどの年だ。

『可哀想に、そなたは女子めのこなのに』

『こんな血なまぐさい戦いに巻きこまれて』

　憂うれう声、憤る声。だがどれも花菜のことを慮おもんばかってくれる優しい言葉だった。

『……』

　ここは確かに猿えん鬼きの仕掛けた幻影の中のはずなのにと、不思議に思うと共に、ひどく厭いやな予感もあった。

『御子は、死ぬな』

『わたしのように』

『身体を引きちぎられて』

『ばらばらにされて』

『喰われて』

『獣たちには気をつけて』

『決して心を許しては駄目だよ』

『……あ、あの』

『特にあの龍王』

『駄目だ、絶対に──！』

『あ、……でも、兄さまは』

『あれは兄ではない、獣だ！』

『見ろ』

『見ろ』

『我らの死にざまを』

『身を引きちぎられる痛み、そなたに分かるか！』

『龍王もそうやって今の身体を得たのだぞ』

『龍王の身体は我らの寄せ集めだ』

『わたしを殺し』

『身体を奪った──！』

『あ、ああ……』

　花菜の目の前で、ひとりの白髪の御子が倒れ伏していた。まだ、息をしている。けれどもう立ち上がることもできず、眼まな差ざしは虚うつろだった。己の身にこの直後何が起こるのか、最も早はや悟っているかのような瞳……。

　獣たちは獰どう猛もうだった。

　白髪の御子の身体を捥もぎ取るように奪っていってしまう。

『や、……や、めて……。やめてぇぇ──！』

　血に染まる白い装しよう束ぞく。

『おまえが慕したう龍王も、こうして身体を捥ぎ取っていった』

『そんな輩やからを──我らの憎き敵を、おまえは愛するのか』

『憎め』

『龍王を憎め』

『戦え』

『殺せ──！』

『いや、いやっ！』

　花菜は耳を塞ふさぎ、その場に座りこんだ。

　涙が溢あふれて止まらなかった。

　──痛い、……胸が痛い。兄さま助けて……。

　このままでは心が真っ黒に塗ぬり潰つぶされてしまいそうだった。

　聞きたくない。見たくない。

　けれどこれは、本当にあったことだ。

　今、花菜の前に匡一郎がいるのは、十一人の御子が命を奪われたという過去があるから。花菜の幸福──匡一郎と生しよう涯がいを共にしたいという願いは、彼らの死の上にある。

『うっ……うぅ……』

　──わたしは、幸福になってはいけないの？　これまでの御子たちの痛みを知りながらもなお、匡一郎さまの手を取ることは……。

　それは、恐ろしいほどの犠牲の上に成り立っている。

　絶え間なく涙が流れ落ちる。

『わたし、は……』

『それはおまえの咎とがではない』

　紅い闇の中に温かな声が降り注いだ。

　花菜はハッと顔を上げる。すると額ひたいに掌てのひらが置かれ、優しく髪を撫なでられた。

『兄さま……』

『遅くなった』

　匡一郎はそう言うと、うずくまるように座りこんでいた花菜を引っ張って立たせた。そして腕の中に抱き寄せてくる。

　幻影とは思えない温もりを感じ、だが胸がぎゅっと痛んだ。

　──この温もりは、本当は感じてはいけないものなのではないの……？

　そう思うのに、それでも花菜は温もりを離せなかった。

　匡一郎から、離れることなど……。

『あれは俺の咎だ。……泣くな』

　涙の流れた跡に、唇くちびるを押し当てられる。

『兄さま……。わたし、は……、み、醜みにくい……。あんなふうに、ひどい目に遭あった御子たちを見て、……でも、兄さまを』

　匡一郎を離すことが、どうしてもできない。

　幸福はなんて独善的なものなのだろう。ふわふわと温かい気持ちだけを掲かかげていられると思っていた。けれどそれは違ったのだ。

　匡一郎を愛する気持ちを捨てられない。

　綺き麗れいなばかりではない想いを、花菜は知ってしまった。

　息が、苦しい。

　匡一郎が傍そばにいて、抱きしめてくれているのに、胸を刺し貫つらぬかれるような痛みに、花菜は怯える。怯えながらもなお、匡一郎を離せずにいる。

『その心こそ、俺が欲しかったものだ。……花菜。おまえは己が醜いと言うが、醜くなってもなお俺を望んでくれたことが嬉しい。おまえのすべてを、愛しているから』

　甘やかな声ではなかった。だが『すべて』と告げた時、匡一郎は本当に花菜のすべてを、その両手で掬すくい取ってくれた……。そんなふうに花菜は感じた。

　細い息が唇から零こぼれる。

　胸の痛みは、まだ消えない。

　赦ゆるせないという御子たちを思い出すたびに、これから花菜はずっと痛みを覚え続けるのだろう。

　けれどそれは忘れてはいけない痛みで……その痛みごと匡一郎を愛してゆくのだろう……と、そう思った。










「なるほど。龍王を選ぶか」

　ふっと耳に飛びこんできた猿えん鬼きの声に、花はな菜なは覚かく醒せいした。

「──っ！」

　花菜の身体は未だ宙に浮いていた。背後から猿鬼に抱きかかえられたまま、きっとほんの少ししか刻ときはたっていないのだろう。

「……猿鬼」

「意外なほど絆きずなが深いな。ふっ、千ち生お音ねめ、きっと慌あわてるだろう」

「何を……言っているの」

「よいよい。おまえはまだ知らずとも。ほぉら、龍王のところへお行き！」

　猿鬼は突然そう言うと、花菜を放り投げた。

「ゃ、きゃあ──っ！」

　夜陰の中、どれほどの高さから落とされたのか。ただ風を切って真っ逆さまに落下する、その時間がやけに長い。

　──こんな高さから落ちたら……！

　ぎゅうっと目を閉じる。だが、地に落ちた時、確かに衝撃はあったけれど痛みはほとんどなかった。

「花菜」

　息が頰ほおに触れ、花菜は慌てて目を開けた。

「──兄さ……」

　今度こそ、夢ではない。現うつつの、匡きよう一いち郎ろうだ。

　必死になって匡一郎に視線を縋すがらせると、匡一郎もまた深い慈いつくしみと希求の滲にじむ眼まな差ざしを花菜へと向けてくる。

　だが、匡一郎に再会できた安あん堵どは、すぐさま猿鬼によって破られた。

　どぉん……！

　上空に浮かぶ猿鬼が、ふたりに向けて炎を落としたのだ。

　匡一郎は花菜を抱えたまま背後に跳んだ。そして、

「ここにいろ」

　匡一郎はしがみつく花菜を下ろすと、一度だけぎゅっと抱ほう擁ようし、腕を離した。

「に、兄さま……」

「そんな顔をするな。すぐに戻る」

　いつものような、不敵な笑みが、花菜の目に映った。

　また離れるのは厭いやだ。そして匡一郎だけに戦わせるのも。

「わたしも戦います」

　花菜は紅くれないの闇の中での衝撃をぐっと胸の底に押しこめて、匡一郎を見上げた。

「悪いね花菜。我は今こ宵よい、龍王と戦いたい。おまえは邪魔だからそこで待っておいで」

　猿鬼はそう言うと、匡一郎と花菜の間に、矢のような炎を突き刺した。

「……あっ！」

　思わず顔の前に手の甲を翳かざし、熱い炎を避よけた瞬間に、猿鬼と匡一郎はその場から搔かき消えてしまった。

「兄さま──！」

　と、ドンッドンッ、と続けざまに破裂音が響き渡る。

　花菜より三町は離れた場所から、炎が噴き上がり、水柱が立ち上った。

「……兄さま」

　不安はあるが、匡一郎を信じる心は揺るがない。

　──信じて、待つ。

　花菜はぎゅっと拳こぶしを握った。
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　匡きよう一いち郎ろうは上空に座す猿えん鬼きに、太た刀ちの切っ先を向けた。

「猿鬼へと向かえ。──【烈水】！」

　逬ほとばしる水の矢を、猿鬼は身軽に躱かわすと、お返しとばかりに、満天の星を背にして小しよう篆てん文字を流りゆう麗れいに書いた。

「龍王へとお行き。──【烈炎】！」

　地面を転がり、匡一郎は上から勢いよく落ちてくる炎を避よける。

「猿鬼へと向かえ。──【轟水】、【光斬】！」

「龍王を貫け。──【光炎】、【斬轟】！」

　凄まじい衝撃に、地は抉えぐれ、地響きをたて、眩い光の矢が周囲に飛び散った。

　どちらも攻撃も当てられずにいること数度。

　猿鬼は匡一郎に向けて手招きをした。

「我われのところまで来い、龍王。そもそも空はおまえが支配する域であろう？」

　龍形になれと言っているのだ。だが挑ちよう発はつには乗らない。猿鬼はずるがしこく頭の回る獣けものだ。何を仕掛けてくるか知れた事ではない。

　だが確かに天と地とではこちらが不利だった。

　匡一郎は篆てん書しよの術を繰り出しながら、すべてではなく龍の性しようを解放しようと決めた。

　降るような星空の下、匡一郎の漆しつ黒こくの双そう眸ぼうに光が宿る。指の爪が鋭く伸び、わずかだが彼の容よう姿しは変へん貌ぼうした。

　内から溢あふれる力が渦うずを巻き、匡一郎の身体からだを包みこんだ。

　髪が風に吹かれて舞い上がる。その風に身を任せると、ふわりと浮き上がる。

「龍形は取らないか。まあ賢明だな」

　龍の性を解放したことで、力がひたひたと四し肢しに満ちる。

　感覚もまた鋭くなり、猿鬼の呼吸のひとつも聞き分け、指先の些さ細さいな動きすら、くっきりと視界に映った。

「猿鬼を滅せ。──【烈水】！」

　先刻と同じ術でも威力が違った。

「……っ！」

　これまで当てることはおろか掠かすることさえなかった術が、猿鬼に直撃した……！

「再び猿鬼へ向かえ。──【轟水】！」

「おっ……わ」

　続けて水の攻撃を受けた猿鬼の身体がぐらりと傾かしぎ、そのまま墜つい落らくしてゆく。だが途中で持ち直し、ぐん、と上昇してきた。

「やるなあ龍王」

　猿鬼の目が爛らん々らんと光を増し、青や橙、金と目まぐるしく色変わりしてゆく。

　額の第三の目が、くっきりと開かれた。

「……その目」

「うん？」

「その目はどうした」

「もちろんもらったんだよ。榊さかき彪ひよう吾ごの前の前の白髪の御み子こに」

　前の前。ということは。

「その者は力の勝まさった御子だろう」

「よく覚えているなあ、龍王」

　にやりと笑った猿鬼は、なおも言葉を続けた。

「ではおまえに問うてみようか。我の身体はどこが欠けているか？」

「────」

　それは先せん刻こくから思っていた。

　──欠けたところがない。

　これはいったいどういう意味なのか。

「いいことを教えてやろう。我もおまえや王おう虎こ同様、負ふの言こと霊だまの輪から外れているんだよ」

「──っ」

「だからあまり侮あなどるな龍王。──【豪炎】！」

　猿鬼の出した炎は、この一帯を真っ赤に照らすほど、禍まが々まがしく強いものだった。

「……くっ！」

　接近していた匡一郎は、まさに髪一筋の差で炎を避よけた。

　だが、炎は遙か先まで消えることなく飛び、人家を直撃する。

「おや当たってしまったか」

　炎は恐ろしいほどの勢いで燃え広がってゆく。

「ふははは、これはいい。綺き麗れいではないか。なあ、龍王」

「余よ所そ事ごとに目を向けるのはやめてもらおうか。猿鬼へ向かえ。──【水破】！」

　猿鬼は避けたが、それは当たらないようにわざと狙いを外したものだ。匡一郎の発した水は猿鬼の炎の上に降り注ぎ、火か勢せいを弱める。

「余所事に目を向けているのはどちらだい？　ずいぶんと丸くなったなあ、龍王。花菜のせい……否いな、花菜のためか？」

「貴様の口から花菜の名が出ると虫むし酸ずが走る。やめろ」

「それはひどいぞ。花菜に関して、我はとてもいいことを知っている。おまえには教えてやってもいいと思っていたのだがな」

「……」

　猿鬼は大きな目をすうと眇すがめ、匡一郎の面おもてに某なにがしかの感情が浮かぶか、注視している。

　──そんな戯ざれ言ごとには乗らない。

　匡一郎は太刀を猿鬼へ向けると、空に小しよう篆てん文字を素早く書く。

「和泉いずみ高たか遠とおは冠かむ威いの子、というだけではない」

「……猿鬼へと向かえ。──【裂破】！」

「和泉高遠は──だよ」
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「火が……！」

　ひどく遠いが、猿えん鬼きのもたらした炎が、家を焼き、あっという間に燃え上がってしまう。

　だがそのすぐあとで今度は大量の水が降り注ぎ、火の勢いは弱まった。

「……でも、消えない」

　きっと人が住んでいるに違いない。

　花はな菜なは矢も盾もたまらず、燃え盛る炎へと走った。

「はあっ、はっ……！」

　人々は逃げ惑い、或あるいは炎上する家を呆ぼう然ぜんと見ている。

　周囲に置かれている水みず瓶がめはすでに空となっており、近くを流れている鴨かも川がわから水が運ばれてくるが、とても火の勢いを弱めることはできない。

　──どうすれば……。

　篆てん書しよの術を使えればいいのだが、攻撃する相手がいなければ術は発動しない。

　その時、逃げ惑っていた者たちのひとりが、

「あんた……」

　怯えたように花菜を指差した。

「その、白い髪。白い妖あやかしじゃあ」

「ち、違います！　わたしは！」

「白い妖じゃ──っ！」

　途端に凄すさまじい悲鳴があちこちから上がった。

「……あ」

　──誤解を受けるのは悔しい。けれど今は……！

「今そんなことを言っている暇はないでしょう。家が燃えているのよ。早く消さないと！」

「そんなことを言って、おまえが火をつけたんじゃないのか」

「そうだ。おまえが……！」

　まるで炎に煽あおられたかのように心をも昂たかぶらせたようだ。

　その場にいた者たちが、じり、と花菜に近づいてきた。

「いいかげんにしてくださいっ！」

　思わず相手が耳を塞ぐほどの大声で花菜は叫んだ。

「確かにわたしの髪は白いわ。けれどずっと十五年間これで生きてきたの！　白い妖だか白はく妖ようだか知りませんけど、あんな出たり消えたりする恐ろしいものではありません！」

　一気に言い放った花菜を、その場にいた者はぽかんと見つめる。

　そして、おずおずとひとりの男が首を傾かしげつつ問うてきた。

「……白い妖じゃあ、ない？」

「違います！」

　きっぱり、そう言い切る。

「そんなことより、とにかく火を消さなければ、……あっ」

　花菜は、匡きよう一いち郎ろうから渡された黒くろ御み珠たまの存在を思い出した。

　急いで袋から取り出すと、ぎゅっと握りしめる。

「おい、何をして……」

「水よ……来て！」

　花菜の身に危機が迫っているわけではない。けれど別の誰かがの命が危ういかもしれないのだ。

　──お願い！

　一心に願う。

　すると、花菜の周囲に、水の膜のようなものが出現した。

「……あ」

「な、なんだ!?」

「水が！」

　水は、ゆっくりとうねり、花菜をぐるりと一周した。

「お願い、火を消して」

　花菜の言葉を受けて、水は上空へと一気に進む。そしてまるで雨のように、その場に水の粒を降らせた。

　それは鎮火するまで続き、小さな炎に至るまですべて消し去ると、ぴたりと止まったのだった。

「よかった……！」

　ほっと息をついた花菜は、だがすぐに周囲からの視線に気づいて唇くちびるを引きしめた。

　驚きよう愕がくと、理解できないものへの畏い怖ふ、それらを滲にじませた目。

　神かみ結むすび島じまでは向けられたことのない類たぐいの視線だった。

「あんた、いったい……」

　訊ねてくる声に、敵意はない。けれど遠巻きに見られることで、花菜は彼らと己の間にくっきりと線を引かれているように思えて、少しだけ胸に痛みを覚えた。

　花菜は、だが引きしめた唇からゆっくりと力を抜くと、ひとつ息をつき、真まっ直すぐに彼らを見み据すえた。

「火は消えましたが、怪け我が人がいるかもしれません。貴方あなた方の家族は大丈夫ですか？」

　花菜の言葉に、周囲の者たちは我われに返り、ひとり、またひとりと去ってゆく。

　花菜もまた踵きびすを返し、その場から駆けだした。

　上空で戦う匡一郎の傍そばに、少しでも早く戻りたかった。
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　轟ごう音おんを上げて猿えん鬼きへと向かう気の刃やいばの音に搔かき消されそうになる、だが匡きよう一いち郎ろうの耳には、その声がはっきりと聞こえた。

「──まさか」

　匡一郎の術を躱かわした猿鬼は、唇くちびるを吊り上げて満足げに笑う。匡一郎が、己が望んだとおりに動揺したことが嬉しかったのだろう。

「おかしいとは思わなんだか。高たか遠とおには冠かむ威いの血などほとんど流れていまい。たかが人に、あのような笛の音が奏かなでられるものか」

「──」

「そして花はな菜なは、高遠が生まれたから、生を受けた」

「どういう意味だ、それは」

　匡一郎の声が、唸うなるように低くなる。

　猿鬼はおかしくてたまらないとでもいうかのように口を歪ゆがめた。

「ふふ、花菜の名を出すと、途端におまえは子供のような顔になる」

「言え！」

　匡一郎の身体から、気が溢あふれ出し、ごうと音を立てて渦うず巻まく。

「──花菜は、【贄にえ】」

『贄』。その言葉の、あまりの禍まが々まがしさに、匡一郎はぞくりと背中を震わせた。

「千ち生お音ねが自らのために用意した器だ。──【冠威の生まれ変わりである高遠】と、今度こそ【人として】生しよう涯がいを終えようと用意した、白髪の、初めての女子めのこ。それが花菜の生まれてきた意味だよ」

　猿鬼の声は、時折ひどく歪む。

　それはまるで呪しゆを唱えているかのように、不吉な響きだった。

「千生音……」

　そこに、千生音の名が出てくるのか。

　花菜は千生音の願いのために生まれてきた、と？

「女子だからということを差し引いても、花菜の白髪の御み子ことしての力は弱すぎる。力を千生音は望んでいないからだ。普通の女子として生涯を全うしたいと、そんなふうに思っているのだろうよ」

「なにゆえ貴様がそんなことを知っている。そしてそれを俺に告げる理由とはなんだ」

　猿鬼は、未だ突きつけられている太た刀ちをうるさそうに払うと、軽く肩を竦すくめた。

「ゆうておくが、我は十三の御子の欠片かけらを持っている。──この【目】。邪じや眼がんであり幻影を見せ、夢を覗のぞき、先を見通す。おまえが知らないことを【観みる】ことができる」

「──」

「あまり花菜に千生音を降ろさぬ方がよいぞ。いつなんどき、あの身を奪われるか分からぬからなあ」

　それは、警告か、或あるいは何か裏があるのか──。

　猿鬼の言葉をすべて信じるほど匡一郎は愚おろかではない。だがもし。……もしそれが真実ならば。

　──千生音。

　再び相あい見まみえた時、その時は……戦わねばならない。

　花菜を奪う者がいれば、それはすべて匡一郎にとっての敵だ。

「ああ、やっと来たか。まったくあやつは鈍のろ間まよ」

「……」

　猿鬼が、今は火が鎮まった方角へ目を向け、ふうとため息をついた。

「では今こ宵よいはこれで仕舞いとしようか。また会おうぞ、【匡一郎】」

　ふうわりと揺らぎ、猿鬼はその場から消え去った。

　追いかけるつもりはない。──今宵は。

　猿鬼の言葉が噓でも、或いは本当だとしても、今、すぐに花菜の元へ降り立ちたかった。










　匡きよう一いち郎ろうが、空から降りてくる。

　それを今か今かと花はな菜なは待ち受けていた。

「兄さま……」

　先せん刻こくは一瞬しか顔を見ることができなかった。存分に、飽きるほど見つめていたいのに、どっと涙が溢あふれてきて、視界を揺らした。涙は瞬またたく間に花菜の頰ほおを濡ぬらす。くしゃくしゃに顔を歪ゆがめて、しゃくり上げるようにして泣く花菜を、匡一郎は強く抱きしめた。

「──花菜」

　痛いくらいの力。けれど緩めてほしい、なんて思わなかった。もっと、もっと近くにゆきたい。触れ合いたい。

　匡一郎の掌てのひらが、花菜の顔に触れる。

　涙に濡ぬれる双そう眸ぼうの際に、こめかみに、頰に、唇くちびるに。

　熱い指先に辿たどられると、なおもとめどなく涙が溢れてくる。

「兄……、匡一郎さま……！」

　花菜は伸び上がって、匡一郎の頭を抱えこんだ。一番近くまでゆきたい、という望みを叶えようと、自ら唇を押し当てた。

　匡一郎もまた、堪こらえきれない激情を持て余すように、きつく押しつけてくる。

「あ……」

　舌で唇の際を舐なめられて、身体からだが震える。そっと忍び入ってくる熱くてやわらかな存在を、花菜は初めて受け入れた。

　舌は最初こそ慎つつましく花菜の口中を探っていたが、互いの舌先が触れ合うなり、匡一郎はさらに深く口づけてきた。

「……ん……」

　止められない。止めてほしいとも思えない。

　会えなかったのは、たった五日。けれど永久と思えるほど長い刻ときだった。

　その、会えなかった刻を埋めるように、深く唇を結び合わせる。

　花菜の背と腰に回された匡一郎の腕が、何度も確かめるようにきつく絡みついた。
















「ふ、……ぁ」

　頭の中が次第に白く霞かすんでくる。息が、できない。

　苦しい。でもやめたくない。

　だが、そんな花菜の様子に気づいた匡一郎は、そっと唇を離した。

「匡、一郎……さま」

　唇が痺しびれてうまく動かない。呼び声が舌足らずになってしまった。

「そんな声で呼ぶな」

　そんな声が、どんな声なのか、花菜には分からない。

　匡一郎は、耐えがたいようにもう一度深く触れると、花菜の小さな顎あご、滑なめらかな頤おとがいへと唇を落としてゆく。

「……んっ」

　首筋に小さな痛み。肌はだを吸われる感触に、ふるりと背筋が震えた。

　匡一郎に触れられることへの幸福。

　幸せで、嬉しくて。

　それなのに涙が止まらない。

　胸の深い深い場所に突き刺さる、あえかな痛みが、涙を溢れさせた。

「匡一郎さま。匡一郎、さま……」

　縋すがりつく花菜の耳元で、匡一郎はもう二度と離さないと囁ささやくと、懐ふところ深く引き寄せた。
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「本当におまえは鈍のろ間まだね。まさかもうひとりの白髪の御み子こに捕まっているとは思ってもみなかったよ」

「……」

「我われの助けがないと、榊さかき彪ひよう吾ごと王おう虎こから逃げ果おおせることもできない。まったく役立たずにもほどがある」

　俯うつむく羊よう魄はくの髪は、今は黒に戻っている。

　白い妖あやかしとして貴族の館やかたで暴れるようにと羊魄に命令したのは猿えん鬼きだが、それは賀か茂もが望んだことだった。

　己おのれの扮ふんした白はく妖ようが、白髪の御子……榊花はな菜なであるという噂うわさをばら蒔まいて、いったいどうするつもりなのか、羊魄には分からない。

　ただひとつだけ確かなのは、花菜は、京処みやこにいてはこれから命を狙ねらわれてしまうということだ。

「まだ傷も治っていない。いつまでつけているつもりだ」

　来い、と羊魄の腕を引っ張る。

「あ……っ」

　よろめき、猿鬼の膝ひざに突っ伏してしまった。

　慌あわてて起き上がろうとした羊魄だが、そのままぐい、と押さえつけられた。

「……さ、百さ々さ羅ら」

「いいよ。今日の我は気分がいい。仕置きはしないでおいてやろう」

　猿鬼の顔が近づいてくる。花菜を攫さらう際、龍りゆう王おうにつけられた傷だ。猿鬼の舌がその傷を舐なめてゆくと、次し第だいに薄く、目立たなくなってゆく。──否いな、完全に消え失せてしまった。

「龍王は驚いていたよ。我がもう輪から外はずれたと言ったら」

「……」

「おまえのお陰だね」

　猿鬼は、羊魄の下か肢しへと手を伸ばしてゆく。だがそこに脚はない。──二本とも。

　羊魄の欠けた部分、それは両脚だった。

　本来ならば羊魄の身となるはずの脚を、猿鬼は奪っていた。そして一足先に、輪から外れたのだ。

「おまえ、花菜の脚、欲しくはないか？」

「──」

「舞っている時の、あの足あし捌さばき。おまえもむかーしは千ち生お音ねと舞っていたんだろう？」

「……」

　花菜の舞を、羊魄は思い出す。

　──美しい舞だった。千生音にそっくりの……。

「千生音が花菜の身に宿ったら、その命をもらおうと思う。そうしたらおまえに両脚をそろえてやるよ」

「……」

　欲しいのか、と問われれば、確かに欲しい。

　けれど、あの優しい存在に、己もまた負ふの言こと霊だまの輪に繫つながれた獣けものであることを知られるのは……辛つらい。

　もう京処みやこを出ただろうか。

　再び見まみえることはあるだろうか。

『わたくしを、助けて』

　あの言葉を、覚えているだろうか。

　よりにもよって、獣の己が千生音の御子に、助けを乞こうてしまうなんて……。

　羊魄は恥じ入る。そして無む駄だなことを言ってしまった、と目を伏せた。

「千せん珠じゆ、何を考えている？」

『千珠』。

　猿鬼に与えられた名。

　力ある者に名を授さずけられ、それを受け入れた時、名付けた者に縛られる。……支配をされる。その理ことわりを覆くつがえすことはできない。

『千珠』。

　この名に縛られている限り、己は猿鬼から離れることはできないのだ。どんなに抗あらがおうとしても。

「花菜は気づいたかな。我の仕掛けに」

「仕掛け……」

「姿を隠す呪しゆは解といてやったが、すべてを解いてしまったらつまらないだろう？」

　目を細めて笑う猿鬼に、羊魄は何も言えなかった。

「気づいたら、花菜はどうするかな。花菜はおまえと違ってすぐに諦あきらめることはないだろう。──強くて、だがその強さは、実は案外折れやすいんだってことを、あの娘は知らない」

「……」

「あの娘はこれからも我を愉たのしませてくれる。千生音が花菜を支配するその時まではな」

　愉しげに唇くちびるを歪ゆがめる猿鬼とは対象的に、羊魄は俯く。そして震ふるえるような吐息を、ひっそりと零こぼした。
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　こんにちは、香こう月づき沙さ耶やです。

『神かみ破やぶりの姫ひめ御み子こ』三巻です。一巻から通して読んでくださっている方も、今回はじめましての方も、お手に取っていただき、本当にありがとうございます！




　今巻では新しいキャラが何人か出てきて、なかなか賑にぎやかな感じになっています。

　新キャラが出るたびに、凪なぎ先生に描いていただいたキャララフを担当さんが転送してくださるのですが、今回「？」と思ったメールが一件。

　件名が、

『かもかもキャララフ』

　だったんです。

「なんだろう、かもかも？」

　首を捻ひねりつつ添てん付ぷファイルを開き見てみましたら……、

「おお、賀か茂もか！」

　かもかも＝賀茂と頭の中で繫つながった途端、人間キャラの中で最年長なのに、なんて可か愛わいらしい響きのニックネームを、Ｕさん……ッ！　と爆笑しちゃいました。

　以来わたしの中で、賀茂はミステリアス（？）ナイス（？）ミドルキャラから、〝ラブリーかもかも〟へと華か麗れいに変へん貌ぼうを遂とげました。

　この変貌により、賀茂が次巻でどんなことをやらかしてくれるか想像がつきません。

〝ラブリーかもかも〟のイメージから抜け出せなかったら……。むしろ自分としては望むところですが、読者さまのイメージが〝ラブリーかもかも〟になるのはどうなんだろう。アリかしらナシかしら？　でもあまりにも楽しかったので、自らの胸の内のみに留とどめておくことができませんでした。ごめん、かもかも。担当さんもばらしてごめんなさい。




　えーと、賀茂の話ばかりではなんですのでほかのことも。

　巫み女こ姿も可愛いのですが、姫装束を花はな菜なに着せてみたいな、と思っていたので、今回書けてよかったです。ただ、いわゆる十二単ひとえというのはとっても重いそうですよ。

　わたしが調べ物に使った本には、小こ袖そで＋長なが袴ばかま＋単＋五いつつ衣ぎぬ（五枚以上重ねた例もあるとのことで。中には二十枚も！）＋打うち衣ぎぬ＋表うわ着ぎ＋唐から衣ぎぬ＋裳も、とありました。

　こんなにたくさん重ねていては、まず身軽に動けませんし、着用するだけで大変でしょう。今も昔も、着飾るためには相応の努力と我慢が必要なのだなあ、なんて思いました。

　でも一度着てみたいな、十二単。一回で十分ですが。




　では、そろそろ残りのページも少なくなってきましたので、恒例ではありますが、お世話になった方々へお礼を。

　毎回素晴らしいイラストで担当さんとわたしをメロメロにしてくださる、凪かすみ先生。

　既存キャラはもちろんなのですが、キャララフでいただいた猿えん鬼きが大の好みだったために、しばらく浮かれてどうしようもありませんでした。

　羊よう魄はくの儚はかなげで伏し目がちなところも、なんか企たくらんでいるぞ的雰囲気の賀茂も、新キャラ全員とても素敵でした。

　凪先生、お忙しい中、本当にありがとうございました。

　本作に携たずさわってくださるデザインさんや校こう閲えつさんたちと、直接お話させていただくことはないのですが、いつもお世話になっております。心より感謝いたします。

　そして担当のＵさん、メールの着信時間が大変なことになっているのを見るたびに、（これ以上）ご迷惑をかけないようにしなければ、と思っています。これからもがんばりますね。

　最後に読者さまへ。

　ここまで読んでいただき、ありがとうございました。前回に比べ、あまりお待たせせずに発刊できてホッとしています。楽しんでいただけたら嬉うれしいのですが……。

　それでは、またお会いできますように。





香月　沙耶　拝










著者

香月沙耶

Saya Kohzuki




６月11日生まれ・双子座・Ｂ型・埼玉県在住

『神破の姫御子』３巻です。楽しんでいただけましたら嬉しいです♪

前巻で旅行がしたいと書いたのですが、桜の季節は無理でした。もう贅沢言わないから、今年中に行けたらいいな……。

神社、美術館、洋館巡りをがっつりしたいです。










イラスト

凪かすみ

Kasumi Nagi




７月27日生まれ・獅子座・ＡＢ型・鳥取県在住

今巻は女性陣の衣装が豪華で、とても楽しく描かせて頂きました。

女房装束とか、一度自分でも着てみたいような、みたくないような。
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